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（１）新設組織の概要
①新設組織の概要

新設組織名 入学定員 ３年次 
編入学定員 収容定員 所在地 

情報デザイン学部 
情報デザイン学科 
（通信教育課程） 

800 200 3,600 新潟県新潟市中央区米山 3-1-46 

②新設組織の特色
情報デザイン学部 情報デザイン学科（通信教育課程）（以下本学部）では、教育研究対象とす

る主たる学問分野を社会への応用を目指す工学分野における情報学とし、情報学分野に関する知
識・スキルを修得させ、情報技術を活用して、情報社会における課題解決と価値創造ができる人
材を育成することを教育研究上の目的としている。「情報技術を活⽤して、情報社会における課
題解決と価値創造ができる能⼒を⾝につけた⼈材」として、具体的には、情報技術者、技術リー
ダー、マネージャーとして、「データサイエンスや⽣成 AI 等の情報技術を活⽤することによる問
題発⾒・分析を⾏い、課題解決や価値創造ができ、多⾓的な視点をもって組織において協調・リ
ーダーシップを発揮できる⼈材」や、サービス・デザイナー、ビジネスアーキテクトとして、
「情報技術の知識とスキルを応⽤することによりビジネスの課題解決や価値創造ができる、多⾓
的な視点をもって協調・リーダーシップを発揮できる⼈材」の養成を⽬指す。具体的な特色は以
下の通りである。

１）実践的な教育課程の編成
情報の基本的な知識と情報技術を基礎力から応用力まで身につけることができるように

「専門教育科目」において、情報・工学系科目を段階的・体系的に学修が可能となる教育課
程を編成した。また、社会が求める人材が情報学とその周辺領域としての情報社会や経営に
関する広い知識を備えた人材であることを踏まえ、身につけた情報の基本的な知識と情報技
術をビジネスの課題に対して活用できるように、「専門教育科目」にビジネス系科目を配置
し、情報活用の場となるビジネスに関する知識などが学修可能となる教育課程を編成する。 

２）情報技術の中心となる DX 活用実践技術、データサイエンスや生成 AI に関する科目を主
要授業科目として設定し、教育組織を編制

情報社会における課題解決能⼒養成のため、「DX プロジェクトⅠ・Ⅱ・Ⅲ」、「データサ
イエンス入門」や「生成AI」などを中心に主要授業科目に設定した。また、2023年 5月にAI
戦略会議において取りまとめられた「AI に関する暫定的な論点整理」において示された AI 利
活用の課題を踏まえ、AI 利活用を通じて経済社会を前向きに変えるために必要な知識とスキ
ルを学修する。このような AI 利活用に関する主要授業科目に対して、実践的な教育が可能な
教育組織を編制する。
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３）通信教育による優位性
通信教育は、ロケーションや時間の制約がない学修環境を構築できる。通学の必要がなく、

学修時間の設定も学生自身の都合やニーズに合わせて個別最適化できることが最大のメリッ
トであり、多様な学生の受け入れが可能である。学生は通信教育の優位性である効率・利便
を享受しながら、自律的に学修を計画、進行できる。

４）グループワークを取り入れた授業により創造力を養成
講義形式による授業に加えて講義により修得した知識を応用し展開するため演習形式の授

業を配置する。この演習授業では、通信教育の特性を生かしたテキストディスカッションに
よるグループ討議を多様な背景をもつ学生同士で行い、新たな視点や考え方の発見、意見交
換等を通じて創造力を養成する。  

なお、編⼊学⽣については、さらに多様な学⽣の⼊学が⾒込まれ、卒業の要件となる単位の区
分や数が定まらないことから、固定化した履修モデルについては多数となるものの、その⼀例と
して、短期⼤学・専修学校などを卒業し、本学部で学修する専⾨知識をある程度有している者、
⽐較的⾼い専⾨性を有する職業に就いているがリカレント教育により知識と学術の深化や更新を
希望する者、仕事の能⼒や専⾨性を磨いて、社会的に市場価値の⾼い経験を重ねる志向をもった
者などを想定した編⼊学後の履修モデルを作成し、上述の人材養成を実現する。 

（２）人材需要の社会的な動向等
①新設組織で養成する人材の全国的、地域的、社会的動向の分析

本学部で養成する人材は、「情報技術を活用して、情報社会における課題解決と価値創造がで
きる能力を身につけた人材」である。
昨今の経済・産業活動においては、IT とビジネスが密接に関連しており、IT や情報ツールの

活用によって、ビジネス戦略をより効果的に実現することが可能となっている他、多くのビジネ
スの様々な場面において先端の IT を駆使した事業の高度化、最適化が図られている。IT とは、
Information Technology の頭文字をとった略語であり、コンピュータやネットワークの技術を駆
使した情報技術を示し、コンピュータやインターネット等の通信技術を活用して、新たな価値を
生み出すための技術として捉えることができる。
この情報技術については、平成 13 年（2001 年）に開設された IT 戦略本部が、同年 1 月に策

定した e-Japan 戦略の中で、「情報技術の積極的活用による世界最先端の IT 国家」という目標を
掲げており、第 1 期から 4 期までに様々な取り組みがなされている。そして、その直近となる第
4 期においては、その目標が社会のデジタル化の進展を踏まえて「世界最先端の「デジタル国家」
の創造」に改正されている【資料 1】。 
この「世界最先端の『デジタル国家』の創造」に向けて、内閣府より「Society5.0」の実現が

示され「フィジカル空間のセンサーからの膨大な情報がサイバー空間に集積されます。サイバー
空間では、このビッグデータを人工知能（AI）が解析し、その解析結果がフィジカル空間の人間
に様々な形でフィードバックされます。今までの情報社会では、人間が情報を解析することで価

ー学生確保（本文）ー3ー



値が生まれてきました。Society 5.0 では、膨大なビッグデータを人間の能力を超えた AI が解析
し、その結果がロボットなどを通して人間にフィードバックされることで、これまでには出来な
かった新たな価値が産業や社会にもたらされることになります。」と述べられており、イノベー
ションによる新たな価値が創造される社会が求められている【資料２】。
このように、これからの日本社会において情報技術を活用して新たな価値創造ができる人材が

求められている一方、情報技術に関連する人材育成に関しては、「IT 人材の最新動向と将来推計
に関する調査結果」（報告書概要）【資料 3】において、IT 人材（IT 企業及びユーザー企業情報
システム部門に所属する人材）は 平成 27 年（2015 年）で 17 万人、その 15 年後である令和 12
年（2030 年）には最大で約 79 万人が不足すると予測されており、全国的に IT 人材の確保が急
務となっている。さらに詳しく IT 人材の動向を確認するために都道府県別の就業状況を確認し
てみると、国内の IT 技術者（職業（小分類）における「システムコンサルタント・設計者」及
び「ソフトウェア作成者」及び「その他の情報処理・通信技術者」の数を合算）数の約６割は東
京圏に集中していることがわかる。さらに、各都道府県内における総就業者数に占める IT 技術
者の割合も他の地域に比べ東京圏の割合が高くなっており、都市圏へ集中していることが確認で
きる。

（図１）デジタル人材に関する調査（「デジタル人材の育成・確保に向けて」令和 4 年 
2 月 4日 デジタル田園都市国家構想担当大臣 若宮 健嗣） 

令和２年（2020 年）に独立行政法人 情報処理推進機構より発刊された「IT 人材白書 2020」
【資料 4】においては、企業規模や業種を問わず、すべての企業においてデジタル化の推進は喫
緊の課題であるとの報告がなされており、迅速かつ抜本的な対応が求められているとともに、こ
の課題解決を企業独自の活動のみで行うことは困難であるとの報告がなされている。さらには、
経済産業省委託事業として平成 31 年（2019 年）3 月にみずほ情報総研より報告された「IT 人材
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需給に関する調査」【資料５】においては、AI（Artificial Intelligence：人工知能）やビッグデー
タを使いこなし、第４次産業革命に対応した新しいビジネスの担い手として、付加価値の創出や
革新的な効率化等により生産性向上等に寄与できる IT 人材の確保が重要であるとの報告がなさ
れている。このような背景を踏まえると、少子高齢化が進んでいる地方部においては、18 歳に
限らず、有職者を含めた幅広い人材を対象に教育を提供し、いずれに居住しようとも、地域や地
域経済へ貢献できる IT 人材を輩出することが重要であると考える。

②中長期的な 18 歳人口等入学対象人口の全国的、地域的動向の分析
本学部は、通信教育課程の特色を活かし、高等学校卒業後すぐに進学する人だけではなく、

幅広い年齢層、職業の社会人にも時間的・空間的に制約のない学びの環境を提供することが可能
である。そのため、本学部の入学対象は居住地域に限定されることなく、本法人が設置されてい
る新潟や近隣エリアはもとより、通信制等の高等学校を卒業する者、また学び直しやスキルアッ
プを行う全国の社会人になると見込まれる。 
通信制大学への入学者は過去 5 年間で急増している。通信制大学の学生数（正規課程）は

184,735 人であり、５年前（161,142 人）から比べるとの 15％の増加傾向にある。直近では令和
7 年（2025 年）に新たに 2 大学（東京経営大学および ZEN 大学）が開設されており、今後も通
信制大学および通信教育課程は増加傾向にある。 
年齢構成は若年層（18～22 歳、23～29 歳）の割合が 27.2％から 35.4％まで増加しており、

高等学校卒業後すぐに進学する人（18 歳～22 歳）の通信制大学への進学需要が増加傾向にある
ことが確認できる。 

（図２）通信制大学学生の年齢構成（文部科学省「学校基本調査」令和元年度、令和 5年度に 
よる 正規の課程のみ） 

これを踏まえ、入学対象者として高等学校卒業者と社会人の動向について分析する。 

１．18 歳人口推移と高等学校卒業者の動向と将来に向けた推移 
文部科学省の学校基本調査によると、令和６年度（2024 年度）の高等教育機関への進学率は

87.3％、大学・短大進学率も 62.3%であり、どちらも共に過去最高を記録している【資料６】。
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また、中央教育審議会大学分科会 高等教育の在り方に関する特別部会 配布資料「大学進学者数
等の将来推計について」【資料７】によると、今後も大学への進学者数は 18 歳人口の推移とと
もに減ってくるものの、大学進学率は右肩上がりとなる推計がなされており、本学部開設後の
令和８年～令和 12 年（2026年～2030 年）の大学進学者数は 60 万人程度で推移し、その後、
開設後 10 年目となる令和 17 年（2035年）には 56 万人前後となる予測がなされている。今後
も全国的に 18 歳人口は減少傾向にあるが、大学進学率においては若干の上昇傾向が見込まれ
ている。 
 
２．通信制高校の生徒数の増加 
学校基本調査によると通信制高校の生徒数も増加傾向であり、令和６年度（2024 年度）の生

徒数は 290,087人で、前年比 109.5％で過去最高となっている。また卒業後の進路において、令
和５年度（2023 年度）の通信制高校卒業者数は 84,450 人だったところ、このうち 21.1%にあ
たる 17,917 人が大学に進学している。通信制高校生徒数の増加と大学進学率の上昇に伴い、大
学進学者数も過去最高となった。 

 

 
（図３）通信制高校生徒数と大学進学率の推移（文部科学省「学校基本調査」） 
 
このような高校教育における通信制課程の生徒数が増加している主な要因としては、時間の

自由度が大きい通信制の教育システムが学業以外の活動に集中したい現代の若者の生活スタイ
ルに合致していることが挙げられる。旧来の通信制高校は経済的な理由、不登校の経験、発達
に課題があって通学が困難等の諸事情により通学制の高校教育が受けられない者の学習ニーズ
に対応することが主目的であったが、現在は多様なニーズに対応し、高校生の約 10人に 1人が
通信制高校の在籍者である。通信教育は少子化の中でニーズが拡大している教育形態であると
いえよう。 
本学部は卒業に必要なすべての単位を通学することなくメディア授業により修得できるため、

通信制高校を卒業した生徒の学習スタイルと親和性が高い。また、新型コロナウイルス禍の影
響によりオンライン（遠隔）授業の利便性が向上、浸透したこともあり、今後、通学すること
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なくメディア授業のみで完結できる通信教育課程へのニーズは継続が予測される。 

３．当該分野における入学志願動向 
18 歳人口が減少傾向にある一方で、大学進学率に上昇が見られる中、本学部に関連する分野

の学部学科を持つ大学への入学志願動向を、日本私立学校振興・共済事業団による「私立大
学・短期大学等入学志願動向」を基に考察した。理・工学系の分野については過去 5 年の志願
倍率を見ると倍率平均 12.53 倍、定員充足率についても 100％前後で推移していることから、
他の系統学部に比べても志願者・志願倍率が高く、今後も継続して志願者・志願倍率を維持し
ていく見込みであると考える。 

（図４）過去５年間の理・工学系の入学志願動向（日本私立学校振興・共済事業団「私立大
学・短期大学入学志願動向」より） 

さらに、理・工学系の中でも本学部に特に近い学部が工学部、情報科学部、情報工学部であ
り、それらの学部のデータを（表１）としてまとめた。情報工学部の動向は令和 4 年（2022 年）
からのデータしか公表されていなかったものの、それでも３学部合計の志願倍率は 11～12倍前
後、充足率も 100%前後で推移しているため、今後も維持していくと考えられる。 
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（表１）理・工学系のうち工学部、情報科学部、情報工学部の過去５年の動向 
年度 令和 2 年 

（2020 年） 
令和 3 年 
（2021 年） 

令和 4 年 
（2022 年） 

令和 5 年 
（2023 年） 

令和 6 年 
（2024 年） 

工学部 
学部数 48 51 51 51 52 

志願倍率（倍） 12.05 10.54 11.15 10.75 10.62 
充足率（%） 106.80 102.08 104.82 100.14 95.91 

情報科学部 
学部数 4 4 4 4 3 

志願倍率（倍） 26.56 26.72 31.85 31.17 12.34 
充足率（%） 108.60 113.49 105.91 111.91 102.80 

情報工学部 
学部数 3 3 4 

志願倍率（倍） 19.57 17.98 15.64 
充足率（%） 108.16 110.20 100.00 

合計 
学部数 52 55 58 58 59 

志願倍率（倍） 12.71 11.28 12.38 11.97 10.88 
充足率（%） 106.88 102.60 104.98 101.03 95.56 

出典：（日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向」より） 

４．通信制大学の学生数の推移 
文部科学省の令和６年度（2024 年度）学校基本調査によると、通信制大学の学生数（正規課

程）は 184,735 人であり、過去５年の状況を見ると増加傾向にあり、直近は 185,000 人程度で
推移している。（再掲）うち、8 割程度は 23 歳以上の学生であり、一般的な高等教育修了後の
年齢層の学生が在籍していることも特徴のひとつである。 

（図５）通信制大学の学生数推移（文部科学省「学校基本調査」） 

公益財団法人私立大学通信教育協会が公表している大学通信教育の現状（データ集）による
と、令和６年度（2024 年度）における大学通信教育を行う大学の数は 43 大学あるが、その中
で本学部と類似の工学分野で高度デジタル・IT 人材の養成を目的とする通信教育課程の大学は
３大学あり、そのうちメディアを利用して行う授業のみの教育システムをとっている大学は２
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大学である。詳細は後述するがこの２大学においては、収容定員に対する大幅な超過が生じて
いることから、本学部の設置によって、この需要に応えることが可能であると考える。なお、
令和７年度（2025 年度）は、通信教育課程を有する新設大学は２大学（東京経営大学およびＺ
ＥＮ大学）、通信教育課程は名古屋産業大学、近畿大学、岡山理科大学、日本女子大学の 4大学
で新設されており、大学の通信教育課程の設置が続いている。６大学の入学定員の合計は
4,390人となり、この内、ＺＥＮ大学は入学定員 3,500人の大規模な通信制大学であるが、第１
期生のうち令和７年度（2025 年度）4 月入学生の出願者数は 4,371 人、入学者は 3,380 人であ
り（ZEN大学公式ホームページより）、令和７年度（2025年度）10月入学生を現在も学生募集
中である。近畿大学建築学部は「近畿大学建築学部の通信教育課程であるが、1 月から募集を
開始し、定員を大きく超過する可能性が出てきたため、募集を調整し、上期のスクーリングの
受講人数を制限することになった」（近畿大学公式ホームページより、大学教育学会発行「IDE 
現代の高等教育」2025 年 5 月号を引用）とあり、学生募集状況が好調な様子が窺える。（令和
７年（2025 年）6 月 23 日現在、募集状況を公表しているのはこの２大学のみ。） 

令和 7 年（2025 年）開設の通信教育課程 
大学名 学部学科名 入学定員 学位の分野 

ZEN 大学 知能情報学部知能情報学科 3,500 文学、経済学、理学、工学 

東京経営大学 経営学部経営マネジメント学科 350 経済学 
名古屋産業大学 現代ビジネス学部現代ビジネス学科 200 経済学 
近畿大学 建築学部建築学科 100 工学 
岡山理科大学 情報理工学部情報科学科 200 工学 
日本女子大学 食科学部食科学科 40 家政 
※大学のみ、短大除く。設置認可、届出案件のみ。定員増の認可申請は除く。編入学定員は除く。

令和８年度（2026年度）開設においても、本学部を含む 7大学 入学定員 2,000 人分の設
置、定員増の認可申請が現在審査中である。近年、これほどの大規模な通信制課程の設置が続
くことは、大学の通信教育課程の収容力の増加につながり、進学需要を喚起する側面もあると
考える。 
本学部は特に、成長分野である「デジタル」領域において工学的アプローチから専門人材を

養成することを目的に、通信制本来の役割に鑑み、学修者のニーズに柔軟に応えるとともに、
学生の学びの経済的負担等の軽減を図っていることも特色として、既設の類似学部等の通信教
育課程との差別化を図っている。 

５．社会人の「学び直し」に関する意向とその目的 
加えて社会人の学び直しに対する関心も高まっている。株式会社ベネッセコーポレーション

が全国 18 歳～64歳の男女 40,000 人に対して実施した「社会人の学びに関する意識調査
2024」結果概要によると、「リスキリング（学び直し）」の必要性を感じている方は全体の 58％
で、2023年（55.6％）からやや増加が見られた、との記載があり、近年の社会人の学び直しの
ニーズは一定の割合を維持していると言える。また総務省労働局「労働力調査（基本集計）
2024年 2 月分」に基づき、労働人口における学び直しニーズを人口推計すると、学習経験の有
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無に関わらず、学習意欲がある層は約 3,220万人とされており、その内、学習経験は無いが今
後「学ぶつもり」層は約 920 万人いるとの推計人数が出ている。学習意欲があり、学習経験も
あると回答している層は約 2,300 万人に及ぶが、その規模から推察するに必ずしも高等教育機
関で学んでいるわけではない。読書や動画視聴、アプリ等の学習ツールの活用、講座への参加
などスモールステップで学習経験を積んでいる層が大半であると考える。そのような学習経験
者が、体系だてられたプログラムによる学習機会、発展的な学びの内容、学位を有することを
目的に、高等教育機関での学習にステップアップを希望することも期待できる。 
 このように社会人の学び直しに対する潜在的なニーズは、多様であり、一定規模で存在して
いることを把握している。 

（図６）「社会人の学びに関する意識調査 2024」 
（株式会社ベネッセコーポレーション「社会人の学びに関する意識調査 2024」結果概要） 

学び直し経験者がその後、高等教育機関へ進学（含む通信制）する期待の根拠として、「４．
通信制大学の学生数の推移」の記載に追加で考察する。通信制大学の学生数は全体的に増加傾
向（学校基本調査）である。進学者の８割程度は 23歳以上の学生であり、学生数も増加してい
る。「大学通信教育の実態及び教育の質向上等に関する調査研究」報告書によると、通信教育課
程へ入学者のうち 74%が入学前に何らかの「教育・習い事等の学習経験」を持っている。（全
体から「無回答」「その他」を除いた 74％が何らかの「教育・習い事等の経験」を持っている
と推察。）このことを「社会人の学び直し」に関する調査の結果とあわせて考察すると、学習意
欲があって、学習経験ありの約 2,300 万人および学習経験なしの約 920 万人いずれもを最大の
潜在層として、うち学習経験ありの約 2,300 万人が次のステップに繋がりやすい有力な潜在層
であると位置づけられる。さらにデジタル化など近年の社会的な環境変化に対応するために、
各省庁が就業と並行してリスキリングや学び直しを可能とする施策の検討を進めており、こう
いった動機付けの可能性も踏まえると、この社会人の学び直しのニーズは今後も確実に増えて
いくと言える。 
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（図７）入学前の教育・習い事等の経験（複数回答）（n=7,959） 
  （文部科学省「大学通信教育の実態及び教育の質向上等に関する調査研究」調査報告書 
   令和７年３月 委託先：株式会社リベルタス・コンサルティング令和７年３月） 

さらに高等教育機関における社会人の学び直しに対する関心についても考察する。内閣府が
令和 4 年（2022年）7 月に全国 18 歳以上の人に対して行った「生涯学習に関する世論調査」
によると、学校を出て一度社会人となった後に、大学、大学院、短大、専門学校などにおいて
「正規課程で学び直しをしたことがある、または現在学び直しをしている」「正規課程で学び直
しをしたことはないが、公開講座や社会人を対象とした学修プログラムなどの短期の講座で学
び直しをしたことがある、または現在学び直しをしている」「学び直しをしたことはないが、今
後は学び直しをしてみたい」と回答した者は 44.4%であり、30代-40 代ではそれらが 50%を超
えている【資料８】。 
その学び直しの理由として 1 番多かったのが「現在または当時の仕事において必要性を感じ

たため」であり、全体の 49.4%を占め、続いて「人生を豊かにするため」（38.7%）、「就職や転
職のために必要性を感じたため」（36.6%）と続き、上位 3 項目のうち、2 項目が仕事に関連す
る理由となっていることがわかる【資料９】。前回平成 30年（2018年）に行った「生涯学習に
関する世論調査」の際、この 1 年くらいの間に「学習したことがある」とする者に、学習した
理由を聞いたところ、上位 3 項目は「教養を深めるため」（37.1%）、「人生を豊かにするため」
（36.2%）、「現在の、または当時就いていた仕事において必要性を感じたため」（32.7%）の順
であり、仕事において必要性を感じて学習をした割合が 13.2pt も上昇している【資料 10】。前
回世論調査の「学習をしたことがある」とした回答者と比較しても、現在の仕事に直接的に必
要な知識を得ることが学び直しの動機として増えてきていることを確認している。また、正規
課程で学び直しをしたことがないが短期講座等での学び直し経験者、今後は学び直しをしてみ
たいと回答した者をあわせると、回答者の約 4割に潜在的なニーズがあることがわかった。 
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６．当該分野の社会人の学び直しのニーズについて 
社会人の正規課程における学び直しに関しては、本学部に関連する分野である情報技術分野

において、特にニーズが高いと考えられる。上記記載の学び直しの理由からも、ビジネス活動
において、企業内における働き方改革や業務効率化等でクラウド、ビッグデータ、AI、IoT を
始めとする情報技術が用いられていることを考えると、当座の仕事に直結する情報技術分野の
学び直しニーズが高いことが推測される。内閣府による「生涯学習に関する世論調査」でも今
後社会人として学校で学び直したい内容について「デジタル技術や情報通信技術に関すること」
が 28.6%を占め、上位３項目の中に入っていることから、一般的な学び直しのニーズとして情
報技術分野のニーズが高いことがわかる【資料 11】。 
また、IT 業務に携わる人材が引き続き活躍していくためにも新しい知識やスキルのアップデ

ートは必須となることが予想される。IPA による「デジタル・トランスフォーメーション（DX）
推進に向けた企業と IT 人材の実態調査」にて、AI 等の先端的な IT 業務に従事する人材（先端
IT 従事者）とそれ以外の人材（先端 IT 非従事者）のスキルアップ意欲についてアンケート調
査を実施したところ、「これからも活躍し続けるためには、新しいスキルの習得が必要だと思う」
という設問に対して「強くそう思う」もしくは「どちらかと言うとそう思う」と回答した割合
は、先端 IT 従事者で 81.4%という高い結果報告がなされており、すでに IT 業務に携わってい
る人においてもスキルアップデートのための学び直しのニーズが高いと言える【資料 12】。 

このような中、本学部と同じ高度デジタル・IT 人材の養成を目的とする他の通信教育課程の
大学では、収容定員に対する大幅な在籍者の超過が生じており、編入学においても入学定員充
足率が 100%を超えていることから【資料 13】、１年次入学だけではなく、３年次編入学につい
てもそのニーズは高いと考えられる。 
本学部では、3 年次の編入についても 200 人の編入学定員を設定しており、このような需要

に応えることが可能であり、教育機会の拡大に寄与できると考えらる。 

③新設組織の主な学生募集地域
本学部は、通信教育課程の特色を活かし、時間的・空間的に制約のない学びの環境を提供す

ることが可能であり、通学の必要が無いため、入学対象者が居住地域に限定されることはない。
よって学生募集地域を限定して設定することはしない。
ただし、前述のとおり入学対象として想定している社会人については、情報技術分野におい

て特に学び直しのニーズが高いと考え、その対象となりうる IT 技術者は首都圏への集中傾向が
見て取れることから、学生募集地域として重要視している。いずれに居住しようとも、地域や地
域経済へ貢献できる IT 人材を輩出することが重要であると考える。

④既設組織の定員充足の状況
事業創造大学院大学は大学院大学であり、現時点において学部は設置していないため、既設

組織に該当するものは無い。また、新設組織と関係のある大学等以外の組織についての該当も無
い。

ー学生確保（本文）ー12ー



（３）学生確保の見通し 
①学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

   ア 既設組織における取組とその目標 
事業創造大学院大学は大学院大学であり、現時点において学部は設置していないため、近接

する学問分野を持つ学科に該当する既設組織は無い。また、新設組織と関係のある大学等以外
の既設組織の該当も無い。 
ただし、後述している本学部と教育内容やその方法、定員規模等が類似している競合校があ

るため、それらの大学が実施している入学者獲得のための施策や実績を参考に、次で述べる本
学部における学生確保に向けた具体的な取組を計画している。 

 
   イ 新設組織における取組とその目標 

本学部は、通信教育課程の特色を生かし、高校卒業後すぐに進学する者だけではなく、幅広
い年齢層、職業の社会人等にも時間的・空間的に制約のない学びの環境を提供することが可能
である。 
そのため、本学部の入学対象は居住地域に限定されることなく「①全国の高等学校を卒業す

る者」、また「②学び直しやスキルアップを行う全国の社会人」になると見込まれる。これら
の入学対象者①と②に応じた学生確保に向けた具体的な取組については、後述している本学部
と教育内容やその方法、定員規模等が類似している競合校が実施している入学者獲得のための
施策を参考に以下１～６で述べるとともに、各取組における目標は、競合校の実績を推計した
数値を参考に本学部独自に設定した。それらについて以下の（表２）でもまとめている。
WEB と印刷物を使い分け、効率的に広報をするとともに、説明会はオンラインとオフライン、
それぞれのメリットを明確にしながら両方を活用し、入学希望者に適した対応をしていく。 

 
（表２）取組ごとの目標と見込まれる効果 

 
1.公式 WEB サイ
トや公式 SNS
による広報 

2.WEB 広告の 
活用 

3 資料請求者に対
する資料配布 

4.大学説明会/ 
個別相談会 

5.進路相談会の 
活用 

主
な
対
象 

高等学校 
卒業者 

○  ○ ○ ○ 

社会人 ○ ○ ○ ○  

見込まれる 
効果 

認知拡大 
ナーチャリング 

認知拡大 
リードの獲得 

出願意欲の向上 
大学説明会への動
員促進 
出願アクション 

出願意欲の向上 
出願アクション 

リードの獲得 
興味関心を高める 
大学説明会への動
員促進 

目標 
WEB サイト訪問数 
月間平均 150,000 

資料請求数 
8,000 件 

大学説明会/個別相談会 

参加者数 580 人 

入学者の 
見込み数 

高等学校を卒業する者 100 人 
学び直しやスキルアップを行う全国の社会人 700 人 
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１． 公式WEB サイトや公式 SNS による広報【対象①・②】 
公式 WEB サイトでは、随時最新情報の更新が可能であり、ユーザーが求めるコンテンツの

充実を図っていくことが可能である。また SNS では情報拡散による認知拡大のほか、プッシ
ュ配信による最新情報の提供、相互コミュニケーションも可能であることから、ナーチャリ
ングの効果も見込んでいる。なお、WEBサイト訪問数の目標は競合校の令和５年（2023年）
11 月～令和６年（2024 年）１月の月間訪問数を参考に、月間平均 150,000 と設定した。 

WEB サ イ ト を 使 っ て 本 学 部 を 理 解 し や す く す る た め に 、 公 式 サ イ ト
（https://kaishi.ac.jp/info-d/）を令和 5 年（2023 年）9 月より開設している。構想中である
学部名（仮称）や入学定員数、本学が養成を目指す人材像や実施予定科目の抜粋、学生納付
金等、進学を検討する上で必要な情報を公開している。今後はインターネットで学ぶ利便性
を体感してもらえるような授業動画の一部を公開するなど、学びへの一歩を踏み出せるよう
なコンテンツを充実させていくとともに、今後学部開設に向けて決まっていく教員情報など、
随時情報を更新していく。 
さらに SNS での情報収集は全世代で主流となっていることから、本学部でも公式 SNS を

開設し、情報発信をしていく。具体的には LINE、Instagram、X、YouTube を活用するが、
各 SNS の年代別利用率を考慮しながら、それぞれの SNS 登録者のメインターゲットを想定
し、媒体ごとに訴求内容を変えていく。教員予定者インタビューや大学説明会情報、業界に
関するコラムなどの配信を予定し、本学部に興味を持ってもらえるような施策を展開してい
く。 

    
２． WEB 広告の活用【対象②】 

学び直しやスキルアップ、キャリアチェンジのニーズを持つ社会人については、WEB 広告
を活用したターゲティングを行い、公式サイトや SNS へ誘導することで、認知拡大やリード
の獲得をしていく。その受け皿として、社会人が入学するにあたり不安に思うであろう点を
解決できるようなコンテンツを用意する。具体的には、働きながらでも継続しやすい学修環
境の訴求（時間や場所に縛られないオンデマンド授業等）、他大学と比較しても廉価な本学部
の学費についての訴求、初めてのオンライン授業でも継続可能な学修サポート制度の訴求等
をしていくことで、多様な生活環境や社会生活にありながらも学びへの意欲がある社会人が、
安心して本学部を選択できるようなWEB ページを用意する。 

 
３． 資料請求者に対する資料配布【対象①・②】 

本学部に興味のある方向けには、本学部の公式サイトより学部紹介冊子の送付を随時無料
で行っていくことで、出願意欲の向上や大学説明会への誘導、あるいは出願アクションを促
していく。この資料請求の目標については、競合校の実績を推計した数値を参考に 8,000件と
した。令和７年（2025 年）4 月からは本学部で養成する人材像をかみ砕いてよりわかりやす
く説明した内容を盛り込んだ冊子にリニューアルし、引き続き資料請求者へ発送をしていく。
また、公式サイト内で送付している冊子データをダウンロードし、より手軽に閲覧できるよ
うな対応も行っていく。 
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４． 大学説明会、個別相談会【対象①・②】 
本学部への入学を希望・検討している高校生やその保護者、または社会人を対象に、本学

部の通信教育課程の特長を積極的に公開し、関心を深めてもらうための出願促進イベントと
して、オンライン大学説明会を実施する。説明会では、教員予定者による学部内容の紹介や
学修サポート体制、参加者からの質問へのリアルタイム回答などのコンテンツを用意。大学
説明会はリアルタイムのオンライン開催で実施していくが、後日アーカイブ配信も行い、当
日参加できなかった方へも案内していく。この他に学部概要紹介動画等を公式サイトでも掲
載し、興味を持ったタイミングでいつでも視聴できるようにする。 
個別相談会については、一人ひとりの不安や疑問に寄り添った対応をすることを目的にす

るが、オンライン開催と主要都市での対面開催の 2 種類にて対応。時間帯は平日の夕方や土
曜日など、遠方者でも参加しやすく、社会人や高校生でも時間が取れそうな、選びやすい時
間帯で対応していく。 
これらのイベントでは出願意欲の向上や出願アクションを促していくことが狙いである。

この大学説明会、個別相談会の参加者人数の目標についても競合校の実績を推計した数値を
参考にしており、580 人と設定した。 

５． 進路相談会の活用【対象①】 
高校生向けの進路選択支援を行っている民間企業が主催する、オンライン、または公共施

設、高校等で開催される進路相談会にも参加をしていく。主に春と秋に開催される首都圏を
中心とした会場動員数が多い相談会への参加を年 20 回程度予定している。この他にも特に高
校内で行われる進路相談会への参加要請があった場合は、基本的にすべて参加していく。本
学部について直接説明をする機会を設けることで、本学部への興味関心を高め、リードを獲
得していくとともに、大学説明会への参加を促すことを目的としている。 

上記１～５の各取組を確実に実行していくため、スケジュール【資料 14】を立てて行って
いく。本学部の学生募集エリアはオンラインの特性を活かし、居住地域に限定されることな
く全国となるため、WEB やデジタルを活用した広報をメインとして積極的に展開する。そう
することで本学部が情報学分野の最先端の学部であること、高度なデジタル人材の育成をし
ていることの理解にもつながると考える。 
なお、上記のような取り組みにより、開設当初は社会人を多く受け入れる想定であるが、

「②中長期的な 18 歳人口等入学対象人口の全国的、地域的動向の分析」でも述べたとおり通
信制大学進学層の多様化傾向があることを踏まえ、令和 10年度（2028年度）以降は社会人だ
けではなく、若年層（18 歳～22 歳までで高等学校卒業後すぐに進学する人や専修学校生など
を想定）の進学需要にも応える計画である。具体的には「高大接続」「専修学校（専門学校）
からの編入」である。 
「高大接続」については、通信制高校の生徒数が増加していることから、以下のように通信
制高校を中心に連携を図っていくことを計画している。まずは、本法人の系属校として令和
７年（2025 年）4 月に開設した広域通信制の開志創造高校があるため、この開志創造高校と
高大接続連携を進めていく。具体的には、高校在学中に選択できる専攻の１つとして「高
校・大学連携専攻」を設置し、本学部の授業を科目履修できるようにするが、その際に「生
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成 AI コース」や「アプリプログラミングコース」など、基礎となる科目群をあらかじめこち
らでカテゴライズし、複数のコースを用意する予定である。その中から興味のあるコースを
選択して受講できる仕組みにし、本学部での学修や将来像のイメージを膨らませることで進
学意欲を高め、入学者を獲得する取り組みを行う。なお、このような連携は同じ系属校の単
位制・通信制の開志学園高校とも進めていく計画だが、系属校に限らず他の通信制高校とも
進める予定である。これは高等学校においても通信教育による自律的な学習習慣を身につけ、
本学部の学修スタイルに親和性の高い高校生へ教育効果が高いと考えているため、計画を重
点的に展開するものである。 
続いて、専修学校（専門学校）からの入学者であるが、令和８年度（2026 年度）から専修
学校（専門学校）の履修要件が時間制から単位制へ移行される点に着目している【資料 31】。
大学と専修学校（専門学校）との間で教育面での制度的な同等性が確保され、専修学校（専
門学校）と大学間の移動が容易になるため、専門学校修了者の大学への編入等、流動化のニ
ーズを喚起できるのではないかと考えている。これを受け、令和 10年度（2028年度）から始
まる３年次編入学の受け入れを念頭に、本法人の系属校である 34 校の専修学校の在校生にも
広く編入学の案内を行っていく予定である。 
 

   ウ 当該取組の実績の分析結果に基づく、新設組織での入学者の見込み数 
上記で述べたターゲット別の学生募集の取り組みにより、全国の高等学校を卒業する者の入

学者数の見込みは 100 人程度、学び直しやスキルアップを行う全国の社会人の入学者数は 700
人前後と見込んでおり、各取り組みを確実に実行していくことで定員を充足する入学者の確保
ができると考えている。さらに令和 10 年度（2028 年度）以降は、増加する若年層の多様な進
学ニーズにも対応し、段階的に高校卒業者の割合も増やしていくことで、開設年度以降も継続
して入学定員 800 人の学生を確保していく見通しである。 

 
②競合校の状況分析 
ア 競合校の選定理由と新設組織との比較分析、優位性 

本学部は、インターネットで 24 時間いつでも学ぶことができる通信教育課程の学部である。
入学定員 800人、３年次編入学定員 200人、収容定員は 3,600人であり、教育研究対象とする
主たる学問分野を情報学として、特にその中心を、社会への応用を目指す工学分野における情
報学に教育研究を置く。学校種、定員規模、学問分野、所在地、学力層等から類似する通信教
育課程の学部を持つ大学は「東京通信大学」「サイバー大学」の 2 校であり、競合として想定
する学部学科は以下のとおりである。 
・東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科 
・サイバー大学 IT 総合学部 IT総合学科 

 
１． 競合校の選定理由 

「東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科」と「サイバー大学 IT 総合
学部 IT 総合学科」を競合校として選定した観点について、まずは以下のとおり（表３）にま
とめ、選定理由を説明する。 
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（表３）競合する大学についての比較表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：各大学公式ホームページを参考に本学部にて調査 
1.1学校種の類似性 
本学は令和８年（2026 年）4 月に情報デザイン学部 情報デザイン学科（通信教育課程）が

開設されると、事業創造大学院大学から開志創造大学（仮称）に名称変更し、専門職大学院
から通信教育課程学部も持つ大学となる。「東京通信大学」「サイバー大学」も、いずれもメ
ディア授業のみで完結する通信教育を行う学部を設置している通信制大学であり、学校種は
同じ大学である。 

 
1.２定員規模の類似性 
本学部の入学定員は 800 人、３年次編入学定員は 200 人、収容定員は 3,600 人である。「東

京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科」は、入学定員 850 人、編入学定員
300 人、収容定員は 4,000 人であり、「サイバー大学 IT 総合学部 IT 総合学科」の入学定員は
800人、2年次編入学定員 50人、3年次編入学定員 325人、収容定員は 4,000人である。いず
れの学部も定員の規模は本学部と同程度である。 

 
1.３学問分野の類似性 
本学部では、教育研究対象とする主たる学問分野を情報学として、特にその中心を、社会

への応用を目指す工学分野における情報学の教育研究に置く。よって、学位又は学科の分野
を「工学関係」としている。「東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科」
の設置認可申請書における設置の趣旨等を記載した書類では「主たる教育研究対象は、情報
学であり、経営学の一部の領域も取り込んでいる」との記載があり、設置認可申請書におけ
る基本計画書の学位又は学科の分野は「工学関係」となっている【資料 15】。「サイバー大学 
IT総合学部 IT総合学科」の学位又は学科の分野は基本計画書を確認すると経済学、社会学、
工学と複数の記載がなされているが、いずれの大学とも工学を主とする学問分野としており、
本学部と類似している【資料 16】。 

 （本学） 
情報デザイン学部 
情報デザイン学科 

東京通信大学 
情報マネジメント学部 
情報マネジメント学科 

サイバー大学 
IT 総合学部 
IT 総合学科 

学校種 大学 大学 大学 
入学定員 

（2 年次編入学定員） 

（3 年次編入学定員） 

収容定員 

800 人 
 

200 人 
3,600 人 

   850 人 
   

   300 人 
4,000 人 

   800 人 
     50 人 
   325 人 
4,000 人 

学位の分野 工学関係 工学関係 経済学、社会学、工学 
所在地 新潟県新潟市 東京都新宿区 福岡県福岡市 

学力層 
入学選考で学力試験を
設けない 

入学選考で学力試験を
設けていないため不明 

入学選考で学力試験を
設けていないため不明 

その他 
通信教育課程 

（通学の必要無し） 
通信教育課程 

（通学の必要無し） 
通信教育課程 

（通学の必要無し） 
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1.4所在地の類似性 
本学部の所在地は新潟県新潟市である。「東京通信大学」は東京都新宿区、「サイバー大学」

は福岡県福岡市であり、いずれも所在地に類似性は無い。ただし、メディアを利用して行う
授業のみの通信教育の場合、学生募集地域を限定されることなく、全国的な学生募集が可能
である。また、公益財団法人私立大学通信教育協会が公表している大学通信教育の現状（デ
ータ集）【資料 17】によると、実際に入学対象者が通信教育課程への進学を検討する際も、大
学の所在地が入学の動機や決め手になることはほぼ無いと考えるため、所在地の類似性がな
くても競合校として想定する上で影響はないと考える。 

 
1.５学力層の類似性 
本学部における入学者選抜の基本方針は、入学志願者の大学教育を受けるに相応しい能力

や適性等を多面的に判定し、公正かつ妥当な方法で実施し、受験希望者に対して出願書類と
して調査書及び志望動機書の提出を求めることとしており、判定については、調査書及び志
望動機書に基づく書類選考により行う。 
「東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科」も「サイバー大学 IT 総合

学部 IT 総合学科」も同様に入学試験において学力試験による選抜は行っておらず、学力層の
把握は困難である。よって競合校の選定において、学力層の類似性は考慮していない。 

 
２． 競合校との比較分析 

先述した観点より「東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科」と「サイ
バー大学 IT 総合学部 IT 総合学科」の 2 校を競合校として想定したが、続いては、以下５つ
の観点について比較しながら本学部の特長について述べる。 

 
2.1教育内容と方法 
「東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科」の教育目標は「21 世紀型の

市民的教養としての情報技術と、マネジメントの諸知識と技法を活用し、21 世紀の知識基盤
社会における複雑かつ多様な諸課題を発見・理解・解決する能力を有する人材の育成である。」
としており、カリキュラム・ポリシーによると、教育課程編成の考え方として、専門基礎、
教養、情報技術、社会の理解と調査、マネジメントの 5 項目が挙げられている。また、学び
方は独自のオンライン学習システム「＠ROOM（アット・ルーム）」を利用し、24 時間デバ
イスフリーでの学習が可能である。（東京通信大学公式ホームページより） 
「サイバー大学 IT 総合学部 IT 総合学科」の人材育成目標は、「IT 活用力、ビジネス応用

力、コミュニケーション力を身に付けた高度 IT 人材を育成すること」としており、ディプロ
マ・ポリシーでは「IT 基礎力」「IT 実践力」「ビジネス基礎力」「課題解決力」「批判的思考力」
「コラボレーション」「エンゲージメント」の７項目の能力を身に付けた者に卒業を認定する
とし、そのために必要な教育課程として教養科目、外国語科目、専門科目、卒業研究科目に
ついてカリキュラム・ポリシーで説明されている。また、授業の受講やテストは独自の eラー
ニングプラットフォーム「Cloud Campus」を利用して、オンデマンドの授業動画を視聴し、
学習する。なお、「Cloud Campus」はデバイスフリーのシステムとなっている。（サイバー大
学公式ホームページより） 

ー学生確保（本文）ー18ー



本学部では「情報学分野に関する知識・スキルを修得させ、情報技術を活用して、情報社
会における課題解決と価値創造ができる人材を育成する」という教育目的を達成するために
必要な科目を開設している。その教育課程の編成については、実践的であることが特色とな
っており、専門教育科目の編成は、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）の中の主に、
「情報社会の基盤となる情報技術に関する知識とスキルを⾝につけている」「情報社会におけ
るビジネスに関する知識とスキルを⾝につけている」「情報技術を活⽤し、課題解決と価値創
造ができる⼒を⾝につけている」および「地域社会、国際社会で協働できる協調・リーダー
シップと、志を開いて学び続ける姿勢を⾝につけている」に重点を置き、そのために必要な
情報・⼯学系、ビジネス系、演習系の 3 つの領域によって構成されている。
また、すべての授業をメディア授業として実施するが、このメディア授業はインターネッ

ト等による通信手段によりラーニングマネジメントシステム（以下 LMS）から非同期で配信
されるオンデマンド方式の授業を基本とする。その際には、非同期メディア授業においても
双方向性を確保し、効率的かつ利便性の高い通信教育の優位性を担保しながら、LMS にポー
トフォリを連携することで学修効果を高められるような工夫をしている。
以上のことより教育内容については、大学ごとにそれぞれ掲げている教育目標、教育目的

が明確であり、そのための特色ある教育課程が編成されている。この点においては本学部も
同様であるため優劣は無いが、同じ工学関係の学位又は学科の分野であっても、差別化を図
ることができていると考える。一方でその方法においては、各大学とも独自の学修管理シス
テムが用いられており、以下（表４）のような特長を持っているが、本学部の LMS で想定し
ている機能もおおむねそれらの特長を網羅している。それを踏まえた上で本学部の LMS の独
自性は、ポートフォリオと連携し、作成したプレゼンテーションやレポートなど、日々の学
修成果を蓄積する機能を持たせている点、また、学修成果をアピールする機能を設け、外部
に対して必要な成果を見せる機能となっている点である。これにより学修成果を蓄積し、ア
ピールすること、つまり学修を統合する機会をすべての学生に保証している点が、本学部の
特長となっている。

（表４）競合する大学の LMS の特長 
東京通信大学 
情報マネジメント学部 
情報マネジメント学科 

サイバー大学
IT総合学部
IT総合学科

システムの名称 ＠ROOM Cloud Campus 
できること 講義動画視聴 

授業の進捗確認 
小テスト 
単位認定試験 
オフライン再生
授業の質問
資料のダウンロード
デバイスフリー

授業動画の視聴 
小テスト 
レポート
ディベート
オンラインプレゼンテーション
デバイスフリー
オフライン再生

出典：各大学公式ホームページを参考に本学部にて調査 
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2.2入試 
「東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科」「サイバー大学 IT総合学部 

IT 総合学科」とも春（4 月）入学と秋（10 月）入学の制度を設けているが、秋入学は、いず
れの大学とも定員に余裕があった場合に限り実施する制度となっており、入試日程も年度当
初から公開されていない。実際、秋入学の受け入れをしているのは「サイバー大学 IT 総合学
部 IT 総合学科」のみである【資料 18】。令和６年度（2024年度）の入試の受験時期、入学手
続き時期については（表５）のとおりとなっている。受験期間内で複数の入試回数が設けら
れているものの、基本的には途切れなく出願できるようになっており、受験時期が長期にわ
たって設定されている。多様な生活環境にある入学対象者を考慮し、入学を決意したタイミ
ングで受験しやすいようなスケジュール設定となっている。 
本学部の入学対象者も居住地域に限定されることなく全国の高等学校を卒業する者、また

学び直しやスキルアップを行う全国の社会人を想定しているため、上記２大学同様、様々な
属性の入学対象者が受験しやすい入試を設計していく。具体的には、複数回の選考日を設け
ることで長期間の出願受付が可能となる入試制度とし、入学手続き時期は入試ごとに定める
予定である。また、本学部においても４月入学だけでなく、10 月にも若干の学生を受け入れ
るが、この 10 月入学の学生は４月入学者の定員を補うものとして実施する。以上を踏まえる
と、入試において上記２大学と比較した際に大きな相違点は無い。本学部も含めいずれの大
学も通信教育課程であるため、入学対象者がそれぞれのタイミングで入学や学び直しを決意
した際に、機を逃さず受験できるような入試制度を整えることが重要であると考えるが、こ
の点において、競合校と比較した際に優劣は無いと考える。 

 
（表５）競合する大学の令和 6 年度（2024 年度）の入試状況 

 東京通信大学 
情報マネジメント学部 
情報マネジメント学科 

サイバー大学 
IT総合学部 
IT総合学科 

募集期間 2024/8/2～2025/3/3 2024/10/21～2025/3/10 
入学手続時期 入試ごとに定められる 2025/2/27～2025/3/27 

出典：各大学公式ホームページを参考に本学部にて調査 
 

2.3学生納付金、奨学制度などの修学支援の内容 
「東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科」は在籍年次により授業料が

異なり、1～2 年次の授業料は 380,000 円、3～4 年次の授業料は 180,000 円、4 年間在籍した
際の学生納付金は 1,274,000円である。一方の「サイバー大学 IT総合学部 IT総合学科」は、
1 単位あたり 22,000 円の単価設定となっており、４年間在籍して卒業要件となる 124 単位を
取得した場合の学生納付金は 2,940,000円である。 
本学部の学生納付金は、入学金 30,000 円、年間授業料 250,000 円、4 年間在籍した際の学

生納付金の合計は 1,254,000円であり、「東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメン
ト学科」とほぼ同水準となっている（表６）。 
いずれの大学と比較しても本学部の学生納付金のほうが廉価であり、入学希望者の経済的

事情を考慮した場合の優位性は担保されている。また修学支援の内容についてはいずれの大
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学とも高等教育の修学支援新制度の対象校であり、日本学生支援機構奨学金の利用も可能と
なっているため、本学部でも同様に利用できるよう準備を進める。その他、独自の制度とし
て 3 社と本学が提携する教育ローンを用意する予定である。独自奨学金制度は現時点で用意
する予定はないものの、学生納付金面の優位性があることから学生確保に支障を来すもので
はないと考えている。 

 
（表６）4 年間在籍した際の学生納付金の比較 

 （本学） 
情報デザイン学部 
情報デザイン学科 

東京通信大学 
情報マネジメント学部 
情報マネジメント学科 

サイバー大学 
IT総合学部 
IT総合学科 

学生納付金合計 1,254,000円 1,274,000円 2,940,000円 
学
生
納
付
金
内
訳 

入学金 30,000円 30,000円 100,000 円 

学籍管理料(４年) 96,000円 124,000 円 48,000円 

ｼｽﾃﾑ利用料(４年) 128,000 円 ― 64,000円 

授業料(４年) 1,000,000円 1,120,000円 2,728,000円 

出典：各大学公式ホームページを参考に本学部にて調査 
 
2.4就職支援の内容 
「東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科」においては、就職支援を行

うキャリア・サポートセンターから情報提供し、LMS 上での求人情報掲載や就職ガイダン
ス・セミナーなどの動画コンテンツを提供している。（東京通信大学公式ホームページより） 
「サイバー大学 IT 総合学部 IT 総合学科」でもキャリアコンサルタントや公認心理師・臨

床心理士の有資格者が在籍する「キャリアセンター」を設置し、就職・キャリア支援をして
いる。（サイバー大学公式ホームページより） 
本学部においても学内にキャリア支援委員会を配置し、定期的に学生の就職に向けた課題

の検討及び、情報共有をするとともに、事務局内に配置する学生課を通じて、1年から 4 年ま
での間、定期的に学生の就職意向調査を実施し、その結果に基づいた適切な指導を実施する。
また、企業が学校、またその学校に在籍する学生に向け、オンラインで求人情報をダイレク
トに送付できるクラウドサービスであるキャリタス UC（無料プラン）も導入する。さらには
教員を中心に学生の就職先確保と情報収集のために活動する組織を編成し、全国に支社・支
店を配置する大企業や地方中堅企業を主なターゲットに置き、就職を希望する学生が就職
100％達成できるよう、企業との関係の強化、学部・学生の特徴を理解した上での求人開拓を
実施する。  
就職支援においては、専門部署を配置して学生への情報提供や指導をしていく体制を設け

ている点で、上記２大学と大きな相違点は無いが、実施においては教員と職員との適切な情
報共有、学生フォローの実施による社会的・職業自立に向けた指導及び、体制の構築を目指
していく。その上でキャリタスUCを導入することで学生が就職活動を効率的かつ効果的に行
えるよう支援し、一人ひとりの状況にあわせたサポートができるような体制を整えていく点
が本学部の特長である。 
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2.5取得できる資格 
「東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科」における資格については、

授業で学んだ知識やスキルを活かすことで資格取得を目指せるという位置づけになっている。
（東京通信大学公式ホームページより） 
「サイバー大学 IT 総合学部 IT 総合学科」においても資格については同様の扱いとしてい

るが、その一方で専門科目を特定の資格を取得する際の申請条件として活用できる資格もあ
る。（サイバー大学公式ホームページより） 
本学部においても上記 2 大学と同様、教育課程を修了することによって取得可能な資格は

設定しないため、この点において相違点は無い。しかし、科目履修と関連性が高い資格につ
いては取得を推奨するため、もしそれらの取得を希望する学生がいる場合には、本学部にて
準備する株式会社ウイネットが提供する eラーニング教育サービス「webトレーニング」を提
供し、事務局キャリア支援課にて学生を支援していく。このような独自の資格取得サポート
体制を設けている点が本学部の特長である。 

 
イ 競合校の入学志願動向等 

競合として考える「東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科」と「サイ
バー大学 IT 総合学部 IT 総合学科」の過去 3 年間の志願状況は【資料 13】のとおりである。
「東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科」は入学定員を充足しているも
のの、「サイバー大学 IT総合学部 IT総合学科」の令和５年度（2023年度）の入学定員充足率
は 95.1%であった。これについては「サイバー大学中期目標（2021 年度～2025 年度）に基づ
く事業計画の進捗状況―点検・評価結果― 2023 年度報告」によると「2022 年 4 月より収容
定員を 4,000 人へと変更したが、収容定員を意識した募集活動を行い、厳正な審議を経た入学
者選抜を行うことで、2024 年 5 月 1 日時点の在学生数は 4,202 人となり、収容定員充足率は 
105.1%となっている。」との報告がなされており、収容定員充足率を適正に保つため、令和５
年度（2023 年度）の入学定員が未充足であったと考えられる。 
なお、一部学問分野が類似する通信制大学として、令和７年（2025 年）４月に ZEN 大学も

開設されており、その学生確保状況は【資料 32】のとおりである。入学定員 3,500人の大規模
な通信制大学の新設であったが、４月・10 月の入学時期の設定に対し、４月入学ですでに定
員の 96.6%を確保している。令和７年（2025 年）６月 23 日現在、10 月入学のための募集を
開始している。 
 
ウ 新設組織において定員を充足できる根拠等 

上記記載のとおり「サイバー大学 IT 総合学部 IT 総合学科」の令和５年度（2023 年度）の
入学定員は、収容定員充足率を適正に保つために意図的に調整したものであったと考えられる
が、令和４年度（2022年度）の入学者は前年を上回っており、定員充足率は 125.9％となって
いる。「東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科」についても、過去３年間
の平均定員充足率は 150%を超えており、本学部と学校種や学問分野で類似性が高い競合２校
において、一定の入学者を確保できていると言える。さらに「サイバー大学 IT総合学部 IT総
合学科」は令和 4 年度（2022 年度）の入学定員より 320 人増の 800 人へ、「東京通信大学 情
報 マネジメント学部 情報マネジメント学科」は、令和６年度（2024 年度）の入学定員より
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450 人増の 850 人へ入学定員を変更する学則変更をしており、いずれの大学とも長期的な学生
確保の見通しがあるものと考えられる。 
そのうえで、「サイバー大学 IT 総合学部 IT 総合学科」とは学費の面で大きな優位性がある

ため、「サイバー大学 IT 総合学部 IT 総合学科」を志望する層とは異なる層も本学部の入学対
象となる。また、「東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科」とは、学費面
の類似性が高く、入学対象となる市場もほぼ同じと考えられるが、前述のとおり一般的な学び
直しのニーズが高い分野であること、またすでに IT 業界に携わっている人においてもスキル
アップデートのための学び直しのニーズが高いこと、その上で本学部と類似性が高い競合２校
とも収容定員に超過が生じていることから、本学部がその需要に応えることが可能である。 

 
エ 学生納付金等の金額設定の理由 

本学部の学生納付金は、入学金 30,000 円、授業料 250,000 円であり、この他に学籍管理料
24,000 円、システム利用料 32,000 円を含め初年度の学生納付金は 336,000 円、４年間在籍し
た際の学生納付金の合計は 1,254,000 円となっている。 
学生納付金の設定については、本学が私立大学であることから、大学の経営に係る財務的な

視点と学生納付金の学生への還元など受益者に対する説明責任の観点を重視し、完成年度での
収支の均衡を基本として、本学部の人件費及び教育研究や管理運営に係る経常経費等の財務予
測による実質的な採算分岐点に基づき設定している。その上で、地方に住む高校生やあらゆる
生活環境や社会環境の社会人であっても入学しやすい金額設定とした。さらに同分野の通信教
育課程学部として後発となることを踏まえ、競合校と想定する「東京通信大学 情報マネジメ
ント学部 情報マネジメント学科」の学生納付金とはほぼ同水準としており、「サイバー大学 IT
総合学部 IT 総合学科」の学生納付金よりも低い金額設定としている。これにより、これまで
経済的な理由により学びを断念していた人に対しても学びやすい環境を提供できる。よって本
学部の学生納付金は上記競合 2 校と比較しても学生確保に支障を来すものではないと判断して
いる。 

 
③先行事例分析 
先行事例の該当は無い。 

 
④学生確保に関するアンケート調査 

本学部を設置するにあたり、学生確保の見通しが客観的に担保できているかを確認するため、
第三者機関の協力を得て、開設年度に入学対象の令和６年度（2024 年度）時点での高校 2 年生
を対象にアンケート調査を実施した【資料 19】。本法人は新潟県に所在しており、日頃から新潟
県内及び近隣の都道府県の高等学校との関係性構築を図っているため優先的に依頼をした。また
新規開拓を念頭に、通信制をはじめ周辺エリアの高等学校も対象とした【資料 20】。また、本学
部が高校生だけではなく、学び直しを目的とする社会人までを入学対象としていることから、
WEB モニタ調査を活用して社会人へもアンケート調査を実施した【資料 21】。その他に、本学
部への資料請求者やオンライン大学説明会参加者にもアンケート調査を実施した【資料 22】。高
校生対象アンケート調査（大学保有リスト調査・高校留置調査）では、本学部の設置の理念、養
成する人材像、アドミッション・ポリシー、設置場所、アクセス、学生納付金、競合する大学・
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学部・学科の名称を記載したリーフレット【資料 29】も同時に配布し、社会人対象アンケート
調査（大学保有リスト調査・オンライン大学説明会調査・社会人 WEB モニタ調査）及び高校生
対象アンケート調査（オンライン大学説明会調査）では、同様のリーフレットを画面で閲覧でき
るように）した。概要は以下（表７）（表８）のとおり。 

 
（表７）高校生対象アンケート調査概要 

調査方法 

大学保有リスト調査 オンライン大学説明会調査 高校留置調査 

資料請求者に対し、DM で調
査を依頼し、WEB 画面にて回
答 

オンライン大学説明会への参
加者に対し、情報デザイン学
部情報デザイン学科に関する
説明を行ったうえで、WEB 画
面にて回答 

調査対象校に事前に調査協力
を依頼し、応諾を得た対象校
へ調査票・リーフレットを送
付、ホームルームなどで配
布・回収 

調査対象 
大学への資料請求者のうち、
高校２年生 

オンライン大学説明会に参加
した高校２年生 

情報デザイン学部情報デザイ
ン学科への進学が想定される
高校２年生 

調査期間 2024 年 12 月～2025 年 2 月 2024 年 12 月～2025 年 2 月 2024 年 12 月 
有効 
回答数 

145 件 
※重複回答を除く 

26 件 
※重複回答を除く 

9,088 件 
※重複回答を除く 

 
（表８）社会人対象アンケート調査概要 

調査方法 

大学保有リスト調査 オンライン大学説明会調査 社会人 WEB モニタ調査 
資料請求者に対し、DM で調
査を依頼し、WEB 画面にて回
答 

オンライン大学説明会への参
加者に対し、情報デザイン学
部情報デザイン学科に関する
説明を行ったうえで、WEB 画
面にて 
回答 

一般のインターネットパネル
を利用した調査 

調査対象 
大学への資料請求者のうち、
社会人 

オンライン大学説明会に参加
した社会人 

20～59 歳の高校卒業以上の学
生・社会人 

調査期間 2024 年 12 月～2025 年 2 月 2024 年 12 月～2025 年 2 月 2024 年 12 月 

有効回答数 
スクリーニ
ング調査 
本調査  

 
190 件 
146 件 
※本調査は重複回答を除く 

 
20 件 
17 件 
※本調査は重複回答を除く 

 
486,838 件 
240,725 件 
※本調査は重複回答を除く 

調査機関 株式会社アンド・ディ 
報告書作成 株式会社リクルート、株式会社アンド・ディ 

 
結果については、リーフレットを読んだうえで本学部を「第一志望として受験」し、合格した

場合「入学する」と回答した高校生は 64 人、社会人は 913 人で合計 977 人となり、入学定員の
800人に対して約 1.2倍の「第一志望×入学したい」の意向を確認した【資料 23】。これは、「卒
業後の進路」「進学を希望する場合の大学等の設置者」「入学希望時期（社会人のみ）」「興味のあ
る学問分野」において本学部が該当する選択肢に合致する回答をクロス集計した数値である。 
上記において本学部が該当する選択肢は、「大学進学」「私立」「工学・その他（情報学、情報

デザイン学、データサイエンス学、情報システムデザイン学、コンピュータ情報学など）」とな

ー学生確保（本文）ー24ー



り、その条件に合致した回答者が本学部を「第一志望として受験」し、合格した場合に「入学す
る」と回答した高校生の人数は 64 人であった。社会人の場合には、この他に本学部への入学を
希望する時期を問う設問を追加し、これを開設年度である「2026 年度」と回答した人数をクロ
ス集計した結果 913人であった。 
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（表９）高校生へのアンケート調査結果 

※表中の％はすべて「有効回答数（合計）」に対する％

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5

有効回答者数
（合計）

卒業後の進路 進学希望の
大学設置者

興味のある
学問分野

新設組織の
受験希望有無

合格した場合の
入学希望有無

うち うち うち うち うち

入学する

64名

( 0.7%)

第一志望として
受験する 志望順位が上位の他の志望

校が不合格の場合に入学する

67名 2名

( 0.7%) ( 0.0%)

入学しない

大学等進学希望 私立希望 を選択

9,259名 5,267名 4,366名 583名

(56.9%) (47.2%) ( 6.3%) 入学する

16名

( 0.2%)

第二志望として
受験する 志望順位が上位の他の志望

校が不合格の場合に入学する

67名 48名

( 0.7%) ( 0.5%)

入学しない

入学する

4名

( 0.0%)

第三志望以降と
して受験する 志望順位が上位の他の志望

校が不合格の場合に入学する

150名 142名

( 1.6%) ( 1.5%)

入学しない

受験しない ▼

クロス集計の結果

入学見込数

第一志望受験×入学する 64名

第二志望以下受験×上位の志望校が不合格の場合に入学する 190名

【工学】その他
（情報学、情報
デザイン学、デー
タサイエンス学、
情報システムデ
ザイン学、コン
ピュータ情報学
など）
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（表 10）社会人へのアンケート調査結果 

※表中の％はすべて「有効回答数（合計）」に対する％

SC8 SC9×SC10 Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6

回答者数
（合計）

大学入学資格
あり

スキルアップ・
資格取得のた
めの学習経験
または意向あ

り

オンライン学習
での大学等進
学希望

進学希望の
大学設置者

興味のある
学問分野

新設組織の
受験希望有無

合格した場合
の入学希望有

無

入学希望年度

うち うち うち うち うち うち うち

2026年入学希望

913名

入学する ( 0.2%)

1,989名 2027年以降入学希望

( 0.4%) 1,076名
( 0.2%)

2026年入学希望

2,551名 116名
( 0.5%) ( 0.0%)

505名 2027年以降入学希望
( 0.1%) 389名

( 0.1%)

入学しない

を選択

487,048名 410,463名 240,451名 78,244名 62,630名 10,127名
(84.3%) (49.4%) (16.1%) (12.9%) ( 2.1%) 2026年入学希望

136名

入学する ( 0.0%)

495名 2027年以降入学希望

( 0.1%) 359名
( 0.1%)

2026年入学希望

2,006名 241名
( 0.4%) ( 0.0%)

1,435名 2027年以降入学希望
( 0.3%) 1,194名

( 0.2%)

入学しない

2026年入学希望

26名

入学する ( 0.0%)

145名 2027年以降入学希望
( 0.0%) 119名

( 0.0%)

2026年入学希望

2,084名 197名
( 0.4%) ( 0.0%)

1,812名 2027年以降入学希望
( 0.4%) 1,615名

( 0.3%)

入学しない

受験しない

▼

クロス集計の結果

入学見込数
第一志望受験×入学する ※2026年 913名

第二志望以下受験×上位の志望校が不合格の場合に入学する ※2026年 438名

【工学】その他
（情報学、情報
デザイン学、デー
タサイエンス学、
情報システムデ
ザイン学、コン
ピュータ情報学
など）

スキルアップ・資
格取得のための
学習経験または
意向あり

大学入学資格あ
り

オンライン学習
での大学等進学

希望
私立希望

第二志望として
受験する

第三志望以降と
して受験する

志望順位が上位
の他の志望校が
不合格の場合に
入学する

志望順位が上位
の他の志望校が
不合格の場合に
入学する

志望順位が上位
の他の志望校が
不合格の場合に
入学する

第一志望として
受験する
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これを踏まえて見込まれる入学者数の内訳は以下のとおりであり、学生を確保する見通しは十
分にあると考えている。 

①高等学校を卒業してすぐ入学する者 64 人
②学び直しやスキルアップを行う全国の社会人 913 人

また、３年次編入学についても同様に３年次編入学資格をもつ社会人を対象に、2028 年度か
ら受け入れを計画していることを明示し、インターネットによる３年次編入学アンケート調査を
実施した【資料 24】。 
調査（法人保有リストに対する WEB 調査・社会人 WEB 調査）にあたっては、本学部の設置

の理念、養成する人材像、アドミッション・ポリシー、設置場所、アクセス、学生納付金、競合
する大学・学部・学科の名称を記載したリーフレット画像を画面で閲覧できるようにして調査を
実施した【資料 30】。 

（表 11）３年次編入学アンケート調査概要 

調査方法 
法人保有リストに対するWEB 調査 社会人WEB 調査 
法人の保有するリストを用いたイ
ンターネット調査

一般のインターネットパネルを利
用した調査 

調査対象 
法人の保有するリスト 20～59 歳の高校卒業以上の学生・

社会人 
調査期間 2024年 12月～2025 年 2月 2024年 12月～2025 年 1月 

有効回答数 
スクリーニング調査 

本調査

385 件 
304 件 
※本調査は重複回答を除く 

67,503件 
23,196件 
※本調査は重複回答を除く 

調査機関 株式会社アンド・ディ 
報告書作成 株式会社リクルート、株式会社アンド・ディ 

結果については「卒業後の進路」「進学を希望する場合の大学等の設置者」「興味のある学問
分野」において本学部に該当する選択肢に合致する回答をクロス集計したところ、「第一志望と
して受験」し、合格した場合に「入学する」とした人数は 277 人となり、３年次編入学定員 200
人を上回る結果となった【資料 25】。 
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※表中の％はすべて「有効回答数（合計）」に対する％

SC8 SC9×SC10 Q1 Q2 Q3 Q4 Q5

有効回答者数
（合計）

大学編入学資
格あり

スキルアップ・
資格取得のた
めの学習経験
または意向あ

り

オンライン学習
での大学等進
学希望

進学希望の
大学設置者

興味のある
学問分野

新設組織の
受験希望有無

合格した場合
の入学希望有

無

うち うち うち うち うち うち うち

入学する

277名
( 0.4%)

373名
( 0.5%)

84名
( 0.1%)

入学しない

を選択

67,888名 46,835名 25,381名 8,784名 7,196名 1,364名
(69.0%) (37.4%) (12.9%) (10.6%) ( 2.0%)

入学する

52名
( 0.1%)

233名
( 0.3%)

171名
( 0.3%)

入学しない

入学する

19名
( 0.0%)

299名
( 0.4%)

245名
( 0.4%)

入学しない

受験しない

▼

クロス集計の結果

入学見込数
第一志望受験×入学する 277名

第二志望以下受験×上位の志望校が不合格の場合に入学する 416名

第二志望として
受験する

第三志望以降と
して受験する

志望順位が上位
の他の志望校が
不合格の場合に
入学する

志望順位が上位
の他の志望校が
不合格の場合に
入学する

志望順位が上位
の他の志望校が
不合格の場合に
入学する

第一志望として
受験する

【工学】その他
（情報学、情報
デザイン学、デー
タサイエンス学、
情報システムデ
ザイン学、コン
ピュータ情報学

など）

スキルアップ・資
格取得のための
学習経験または
意向あり

編入学資格あり
オンライン学習
での大学等進学

希望
私立希望

（表 12）３年次編入学のアンケート調査結果 
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以上のアンケート調査結果から、入学定員 800 人に対して 977 人、３年次編入学定員 200 人
に対して 277 人の入学意向が確認され、いずれの入学定員も上回る結果を得られた。 

 
さらに継続的に学生を確保できる見通しとして、社会人の令和９年度（2027 年度）以降（開

設年度の翌年度以降）の入学意向についても集計した。その集計結果は（表 10-1）のとおりであ
る。 
本学部が該当する選択肢に合致する回答をクロス集計した上で、「本学部を第一志望として受

験」し、合格した場合に「入学する」とした社会人が、入学を希望する時期を「2027 年度」と
した人数は 517 人であった。さらに「第二志望として受験」し、「志望順位が上位の他の志望校
が不合格の場合に入学する」とした人数は 916 人であった。合計 1,433 人である。令和 10 年度
（2028 年度）についても同様のクロス集計によって合計で 735 人、令和 11 年度（2029 年度）
以降は合計 1,717 人の回答を得ている。これらは最大値であるため、数年先の見通しについては
回答者の経年による環境、心境の変化等により増減することは想定しているが、開設以降の入学
意向者の概数を把握することを目的にアンケートを実施済である。この結果から社会人について
は開設後複数年にわたり段階的に入学希望層が数百人単位でいることも把握している。 
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（表 10-1）社会人へのアンケート調査結果（2027 年度以降の入学意向の集計結果を追加） 
※表中の％はすべて「有効回答数（合計）」に対する％

SC8 SC9×SC10 Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6

回答者数

（合計）

大学入学資格

あり

スキルアップ・

資格取得のた

めの学習経験

または意向あ

り

オンライン学習

での大学等進

学希望

進学希望の

大学設置者

興味のある

学問分野

新設組織の

受験希望有無

合格した場合の

入学希望有無

入学希望年度

うち うち うち うち うち うち うち

2026年入学希望

913名

入学する ( 0.2%)

1,989名 202７年入学希望

( 0.4%) 517名

( 0.1%)

202８年入学希望

199名

( 0.0%)

それ以降

360名

( 0.1%)

2026年入学希望

2,551名 116名

( 0.5%) ( 0.0%)

505名 202７年入学希望

( 0.1%) 190名

( 0.0%)

202８年入学希望

51名

( 0.0%)

それ以降

148名

( 0.0%)

入学しない

を選択

487,048名 410,463名 240,451名 78,244名 62,630名 10,127名

(84.3%) (49.4%) (16.1%) (12.9%) ( 2.1%) 2026年入学希望

136名

入学する ( 0.0%)

495名 202７年入学希望

( 0.1%) 203名

( 0.0%)

202８年入学希望

64名

( 0.0%)

それ以降

92名

( 0.0%)

2026年入学希望

2,006名 241名

( 0.4%) ( 0.0%)

1,435名 202７年入学希望

( 0.3%) 568名

( 0.1%)

202８年入学希望

240名

( 0.0%)

それ以降

386名

( 0.1%)

入学しない

2026年入学希望

26名

入学する ( 0.0%)

145名 202７年入学希望

( 0.0%) 39名

( 0.0%)

202８年入学希望

22名

( 0.0%)

それ以降

58名

( 0.0%)

2026年入学希望

2,084名 197名

( 0.4%) ( 0.0%)

1,812名 202７年入学希望

( 0.4%) 348名

( 0.1%)

202８年入学希望

296名

( 0.1%)

それ以降

971名

( 0.2%)

入学しない

▼

受験しない クロス集計の結果

入学見込数
第一志望受験×入学する 2026年 913名

2027年 517名

2028年 199名

それ以降 360名

第二志望以下受験×上位の志望校が不合格の場合に入学する 2026年 438名
2027年 916名

2028年 536名

それ以降 1,357名

第二志望として

受験する

第三志望以降

として受験する

志望順位が上

位の他の志望

校が不合格の

志望順位が上

位の他の志望

校が不合格の

志望順位が上

位の他の志望

校が不合格の

第一志望として

受験する

【工学】その他

（情報学、情報

デザイン学、

データサイエン

ス学、情報シス

テムデザイン

学、コンピュー

タ情報学など）

スキルアップ・

資格取得のた

めの学習経験

または意向あり

大学入学資格

あり

オンライン学習

での大学等進

学希望

私立希望
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⑤人材需要に関するアンケート調査等
「（２）人材需要の社会的な動向等 ①新設組織で養成する人材の全国的、地域的、社会的動

向の分析」で前述したとおり、本学部で養成する人材が、昨今の経済・産業活動を取り巻く環境
の変化により育成が急務であることを踏まえ、さらに客観的な視点から社会的な人材需要の見通
しがあることの根拠を明示するため、新卒採用の対象となる学生の就職先として想定される企業
に対して第三者機関の協力を得てインターネットによるアンケート調査を行った。この調査にあ
たり、本学部の設置の理念、養成する人材像、アドミッション・ポリシー、設置場所、アクセス、
学生納付金、競合する大学・学部・学科の名称を記載したリーフレットをインターネットアンケ
ート内で参照できるようにした【資料 26】。調査の概要は以下（表 13）のとおりである。

（表 13）人材需要に関するアンケート調査の概要

調査方法 
調査対象の企業・団体の人事・採用担当者にアンケート URL を送付し、
WEB にて回収 

調査対象 
卒業生の就職先として想定される企業 
※主として情報・通信・システム関連の企業

調査期間 2024年 12月 16日（月）～2025 年２月７日（金） 
配布数 1,614 社 

有効回答数 312 社（有効回答率 19.3%） 
調査機関 株式会社アンド・ディ 
報告書作成 株式会社リクルート、株式会社アンド・ディ 

１．本学部卒業生の採用意向について 
この結果、312 社の企業より採用動向や採用したい人材像についての回答を得ることができ、

そのうち「大学新卒採用予定あり」と回答したのは 299社（95.8%）であった。さらに本学部
の卒業生の採用意向について尋ねたところ「採用対象になる」と回答したのは 169社（54.2%）
であり、具体的に本学部の卒業生について何人程度の採用が見込めるかについて尋ねたとこ
ろ、採用意向人数の合計は 357人という結果であった（「10～19人」のように幅がある回答の
場合に中間の 14人として計算）【資料 27】。これは、本学部で想定している新卒で就職を希望
する人数以上の需要があることとなる。 
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（表 14）卒業生の採用意向人数の合計 

業種別 回答企業数 
大学新卒採用 
意向あり 

採用対象になる 採用意向人数合計 

情報・通信業 259 247 154 338 
卸売・小売業 14 14 3 2 
その他サービス 6 6 1 0 

製造業 4 3 2 8 
放送、新聞、出版業 3 3 1 1 
学校・学習支援業 3 3 2 3 
金融業、保険業 2 2 1 1 

保健医療・社会福祉業 2 2 0 0 
建設業 1 1 0 0 
その他 18 18 5 4 
全体 312 299 169 357 

 
その理由として、前述の学生確保に関するアンケート調査においても本学部で見込まれる入
学者数の内訳で、高等学校を卒業してすぐ入学する者は 64 人という結果であったことから、
本学部を卒業後、新卒採用で就職を希望する学生はおおよそ、高等学校を卒業してすぐ入学
する者 70 人程度と考えているためである。 
 有職社会人学生については、現職内での異動や昇進、転職等の様々な選択肢があり一様に
それらの需要を確認することは困難であるが、先行事例において以下の傾向を把握してい
る。競合校として想定するサイバー大学の在学生データ、卒業生データ【資料 28】によると
在学生の約半数が社会人学生であるが、2023 年度３月卒業生 456 人のうち、就職・転職を選
択したのは 140 人で 30.7%であった。このことからサイバー大学よりも社会人学生の割合が
多いことが想定される本学部では、新卒採用や転職を希望しない学生（現職での職務遂行、
異動や昇進が学び直しの目的）がサイバー大学よりも多いと予想している。本学部の入学定
員 800 人と３年次編入学定員 200 人、合計 1,000人に対して卒業後就職を希望する人数は多
くても２割となる 200 人を超えることはないと見通している。そのため、今回のアンケート
調査による採用意向人数の合計 357人は、本学部を卒業後に就職を希望する人数として想定
する 200 人以上の人材需要があることとなる。 
 
２．企業の長期的な人材確保の見通し 
アンケートに回答した 312 社に、今後 10 年程度の採用予定人数の見通しを尋ねたところ、

（表 15）のとおり「充足できる」と回答した企業は 119 社で約 40%を占め、「どちらかとい
うとできる」まで含めると 230 社となり、７割強の企業が充足できる見通しを示した。一方
で「必要な社会人基礎力を持った人材」「必要な専門性を持った人材」の採用の見通しに関し
ては、「必要な社会人基礎力を持った人材」を「充足できる」と回答した企業は 21.8%の 68
社、「必要な専門性を持った人材」については「充足できる」と回答した企業は 28 社しかな
く、確実に充足できるとしている企業は１割に満たない。大学新卒者について、長期的に一
定の採用見通しはあるものの、その中で「必要な社会人基礎力を持った人材」「必要な専門性
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を持った人材」を確保することの見通しの難しさが窺える。 
 
（表 15）今後 10年程度の量的・質的な人材確保の見通し 

今後 10 年後の採用の
見通しについて 

充足でき
る 

どちらか
というと
できる 

どちらか
というと
できない 

充足でき
ない 

充足でき
る・計 

充足でき
ない・計 

a.採用予定人数 
（n=312） 

N 119 111 56 26 230 82 
% 38.1 35.6 17.9 8.3 73.7 226.3 

b.必要な社会人基
礎力を持った人材 

（n=312） 

N 68 174 52 18 242 70 
% 21.8 55.8 16.7 5.8 77.6 22.4 

c.必要な専門性を
持った人材 
（n=312） 

N 28 185 74 25 213 99 
% 9.0 59.3 23.7 8.0 68.3 31.7 

 
３．企業が求めている人材像 
上記のとおり質の面での人材確保の難易度が見て取れたが、それではどのような人材を採用
したいのか、本学部での養成人材や修得を目指す専門知識・技術を備える人材についての採
用意向を調査した。（表 16）のとおり本学部の卒業生を「採用対象になる」「おそらく採用対
象になる」「採用対象として検討してもよい」と回答した 289 社が回答したのは、「IT 業界を
中心としたスタートアップから大企業まで幅広いステージでの活躍を目指す人材」がもっと
も高く 63.0%、次いで「企業戦略の立案の際、コミュニケーション能力と広い視野でリーダ
ーシップを発揮する人材」が 59.5%という結果だった。 
さらに本学部の卒業生が「採用対象になる」と回答した 169 社においては、「おそらく採用
対象になる」等と回答した他の企業層と比較しても全体的にスコアが高かったが、中でも目
立ったのは「IT 業界を中心としたスタートアップから大企業まで幅広いステージでの活躍を
目指す人材」の採用意向であり、72.8%ともっとも高かった。本学部では、情報学分野に関す
る知識・スキルを修得させ、情報技術を活用して、情報社会における課題解決と価値創造が
できる人材の養成を目指しているが、企業からその必要性は高く、中でも幅広い活躍が期待
できるジェネリックスキルが求められる度合いが高いことがわかった。 
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（表 16）どのような人材を採用したいか 
どのような能力（ジェ
ネリックスキル）を修
得した人材を採用した
いか 

 

AI,サイバー
セキュリテ
ィなど最先
端の情報技
術、知識を
学んだ人材 

IT 業界を中
心としたス
タートアッ
プから大企
業まで幅広
いステージ
での活躍を
目指す人材 
 

情報技術を
活用してま
だ 世 に な
い、新しい
価値を生み
出す人材 
 

情報技術の
知識とスキ
ルを経営や
マーケティ
ングに応用
できる人材 
 

デザイン思
考を用いて
課題を解決
し、まだ世
にない新し
い価値を生
み出す人材 
 

企業戦略の
立案の際、
コミュニケ
ーション能
力と広い視
野でリーダ
ーシップを
発揮する人
材 
 

あては
まるも
のはな
い 

卒業生の
採用意向
あり・計 

N 289 135 182 122 118 127 172 5 

% 46.7 63.0 42.2 40.8 43.9 59.5 1.7 

採用対象
になる 

N 169 89 123 73 68 77 101 3 

% 52.7 72.8 43.2 40.2 45.6 59.8 1.8 

おそらく
採用対象
になる 

N 86 33 45 37 31 33 49 1 

% 38.4 52.3 43.0 36.0 38.4 57.0 1.2 
採用対象
として検
討しても
よい 

N 34 13 14 12 19 17 22 1 

% 38.2 41.2 35.3 55.9 50.0 64.7 2.9 

 ※表内の%は四捨五入のため、各項目の合計値は 100%にならない場合がある 

 
４．従業員に対する本学部への進学推奨について 
本学部卒業生が「採用対象になる」と回答した 169 社に対して、自社従業員に対して本学部
への進学を勧めたいか尋ねたところ、「とても勧めたいと思う」と回答した企業は約半数とな
る 81 社で、「まあ勧めたいと思う」と回答した企業とあわせると 90%近い 150 社に上った。
このことから本学部の開設や人材養成については、リスキリングの視点でも企業から期待が
あることがわかる。 
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（表 17）自社従業者に対する新設組織への進学推奨意向 
 推奨意向あり・計 推奨意向なし・計 

推奨意向 
あり・計 

推奨意向 
なし・計 

 とても勧め
たいと思う 

まあ勧めた
いと思う 

あまり勧め
たいと思わ
ない 

まったく勧
めたいと思
わない 

卒 業生 の
採 用意 向
あり・計 

N 289 91 156 38 4 247 42 

% 31.5 54.0 13.1 1.4 85.5 14.5 

採 用対 象
になる 

N 169 81 69 17 2 150 19 

% 47.9 40.8 10.1 1.2 88.8 11.2 

お そら く
採 用対 象
になる 

N 86 8 69 8 1 77 9 

% 9.3 80.2 9.3 1.2 89.5 10.5 
採 用対 象
と して 検
討 して も
よい 

N 34 2 18 13 1 20 14 

% 5.9 52.9 38.2 2.9 58.8 41.2 

 
５．採用予定者に対して予定している採用方法や形態 
本学部卒業生が「採用対象になる」と回答した 169 社に対して、予定している採用方法や形
態について尋ねたところ、「採用対象になる」と回答した企業では「現住所での勤務が継続で
きるようテレワーク等の柔軟な働き方を尊重する」が 41.4％ともっとも高く、次いで「部門
別、コース別採用等で、専門性を早期に発揮できる活躍を期待する」が 40.2％であった。本
学部の入学意向者の居住エリアは全国に点在しており、新卒採用において現住所にいながら
全国の企業の新卒採用枠にアクセスできる可能性を確認できた。このことは、学生募集上の
PR ポイントであると同時に、本学部ではいずれに居住しようとも、地域や地域経済へ貢献す
るマインドをもった IT 人材を輩出することが重要であると考えており、企業側にもその需要
がある見通しをもつことができた。 

 
 
（４）新設組織の定員設定の理由 

昨今の経済・産業活動において、IT とビジネスが密接に関連しており、IT や情報ツールの活用に
よって、ビジネス戦略をより効果的に実現できるようになっている。企業規模や業種を問わず、すべ
ての企業においてデジタル化の推進は喫緊の課題であり【資料 4】、このような中、これからの日本社
会においては情報技術を活用して新たな価値創造ができる人材が求められている。一方で情報技術に
関連する人材育成においては、IT人材不足が顕在化しており、人材の確保が急務となっている【資料
3】。一方、社会人の学び直しニーズは潜在的に約 3,220 万人程度いると民間調査にて発表されており、
政府による「リスキリング」の政策推進も検討されている。このような社会的背景もある中で、デジ
タル技術や情報通信技術の知識を学ぶ必要性やスキルアップデートのニーズは今後も拡大されると考
えている。 
そのために本学部は通信教育課程として、18 歳に限らず幅広い年齢層、社会人（有職者）を含め
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た幅広い人材を対象に教育機会を広めるため、「時間的・空間的に制約のない学び」によって、通学
の必要無く、居住地を変えることなく、デジタル技術や情報通信技術の知識を体系的に学べる教育機
会を提供する。これらは増加する大学通信教育課程への進学ニーズの中で、ビジネスや工学に関係す
る科目を配置し、卒業に必要な単位を通学することなくメディア授業により修得し、学問分野や学び
方において他大学と差別化を図るものである｡ 
近年、通信制大学に通う学生数は増加傾向であり、通信制大学および通信教育課程の学部設置も

増加傾向にある。直近では令和７年（2025年）で、計 4,390人の入学定員が認可され、ＺＥＮ大学、
近畿大学で学生募集状況が好調であることが確認できている。令和８年（2026 年）にも本学部を含
む７校、入学定員 2,000 人分が認可申請中である。大学通信教育においては、進学需要および大学収
容力の供給いずれにおいても増加傾向にあり、しばらくは新たな進学需要を喚起しながらその意欲に
応える必要があると認識している。 
さらに大学通信教育だけではなく、高等学校教育における通信制課程の生徒数は、令和６年度

（2024 年度）に 290,087 人で、前年比 109.5％で過去最高と増加し、卒業後の進路においても、令和
５年度（2023年度）の通信制高校卒業者数 84,450人のうち 21.1%にあたる 17,917人が大学に進学し
過去最高となっていることから、高等学校においてデジタルを活用し、通信教育による自律的な学習
習慣を身につけた高校生の受け入れの必要性も生じている。時間の自由度が大きい通信制の教育シス
テムは学業以外の活動を効率よく両立させたい現代の若者の生活スタイルに合致していることや、旧
来の経済的な理由、不登校の経験、発達に課題があって通学が困難等の諸事情により通学制の高校教
育が受けられない者の学習ニーズは一定数継続することが考えられ、通信教育課程が後期中等教育、
高等教育において需要が増加することが予測される。このように、少子化の中でも通信教育のマーケ
ットは多様に拡大をしていると言える。 
これらの状況を踏まえ、開設当初は入学者として社会人を多く受け入れる想定ではあるが、時代の

変化を予測し、系属校を始めとした通信制高校との高大接続を図りながら、令和 10 年度（2028 年度）
以降は若年層（18 歳～22歳）の獲得にも注力し、その入学者割合を増やしていく計画である。 
また、令和８年度（2026 年度）から専修学校（専門学校）の履修要件が時間制から単位制へ移行

される（学校教育法の改正）点に着目すると、専修学校(専門学校)と大学において制度的な同等性が
確保されるため、学生の移動が容易になる。専門学校生へは、大学においてさらに高度な知識や技術
を身につけられるニーズを喚起することが可能ではないかと考え、専修学校（専門学校）における本
学部の編入制度を使いこのニーズに応える計画をもっている。 
さらには内閣府による「生涯学習に関する世論調査」からも高等教育機関における社会人の学び直

しに対する関心は高く、特に仕事に直結する知識習得を目的とする傾向が強まっていることがわかっ
ており、中でも情報技術分野は、IT業務に携わっている有識者のスキルアップデートも含めて学び直
しのニーズが高いことからも、１年次入学だけではなく、３年次編入学の受け入れでこれに応えられ
ると考えている。 
上記のようなニーズがあることを踏まえ、本学部ではＷＥＢと印刷物を使い分けた率的な広報を

展開しながら、オンラインとオフラインのメリットを活かした多面的な取り組みにより、高校生と社
会人それぞれにアプローチを行う計画である。これらの各種施策に対して設定した各目標をクリアし
ていくことで、高等学校卒業者の入学者数は 100人程度、社会人の入学者数は 700人前後獲得できる
と見込んでいる。本学部と類似する「東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科」
と「サイバー大学 IT 総合学部 IT 総合学科」においても、近年、収容定員の超過傾向やそれに伴う定
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員増の学則変更等を行っており、いずれも長期的に安定した学生確保が見込まれていると推測できる。
また、高等学校卒業者においても、理・工学系分野は他の系統学部に比べても過去５年の志願倍率は
高いことから、今後も継続して志願者・志願倍率を維持していく見込みである。本学部は類似する２
校と比較して学費面での優位性があることに加え、ビジネスや工学に関係する科目を配置しており、
高まる学び直し需要のうち、より工学的なアプローチで IT やビジネスを学ぶ層の需要に対応するこ
とができる。 
これらの見通しが客観的に担保できているかを確認するために、開設年度の入学対象となる高校

２年生と社会人にアンケート調査を実施したところ、入学定員 800 人に対して 977 人の入学意向回
答を得ることができた。同様に３年次編入学に関しても社会人を対象にアンケート調査を実施したと
ころ、３年次編入学定員 200 人に対して 277 人の入学意向が確認され、いずれの入学定員も上回る
結果を得ている。また、本学部で養成する人材の需要に関してのアンケート調査では、採用意向人数
の合計 357 人の結果を得ている。これは入学定員 800 人と３年次編入学定員 200 人、合計 1,000人
に対して本学部が想定する卒業後就職希望者２割となる 200 人以上である。 

 
以上のように人材需要の社会的な動向や大学通信教育のみならず通信教育市場の拡大と社会人の

「学び直し」のデータ、それらを踏まえた通信制高校との高大接続等を含む学生募集戦略等の具体的
な取組にもとづく入学者の見込み数、競合校の状況分析を鑑みて、定員を検討した。中長期的な学生
確保の見通しと、本学部が養成する人材に対する企業からのニーズについては、進学意向アンケート
調査や人材需要に関するアンケート調査を用いて仮説検証した。このように複数の根拠にもとづく重
層的な分析を行い、中長期的な学生確保の見通しと、本学部が養成する人材に対する企業からのニー
ズがあると判断し、入学定員 800 人、３年次編入学定員 200 人と設定した。 
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l】「令和3年度版情報通信白書（第1部） ＜抜粋〉」

我が国における
デジタル化の歩み

日
我
が
国
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
歩
み

1990 年代後半より、 パソコン、 インター ネットや携帯電話などの情報通信技術が急速に普及す

る中、 我が国では、 2000 年に情報通信技術戦略本部が設置され、 IT 基本法が制定されて以降、

e-Japan戦略を始めとした様々な国家戦略等を掲げ、 インフラ整備、 ICT 利活用やデータ利活用の

推進等を通じて、 デジタル化を推進してきた。

序章においては、 このように大きな転換が生じた 2000 年頃以降について、 我が国のデジタル化

政策の歴史、 社会におけるデジタル化の進展状況や国際指標での位置付けを概観するとともに、 我

が国のデジタル化が後れた原因を考察する
＊ 1

0

nl 我が国デジタル化政策の歴史

デジタル化と一 口に言っても、私たちの生活・社会や企業、 政府などの様々な分野においてデジ

タル化が進められてきている。 様々な観点から整理することが可能であるが、 ここでは、 これまで

の国家戦略等における目指す目標や重点的な取組の特徴から、 2000 年以降から新型コロナウイル

ス感染症の流行が拡大する 2020 年頃までを ICTインフラの整備を進めた第一期、 ICT 利活用を推

進した第二期、 デジタルデータの利活用を推進する第三期、 デジタル社会の構築を目指す第四期の

4 つの時代に区分し、 それぞれの経緯を整理する
＊

2(図表 0-1-1-1) 。

図表0-1 -1 -1 デジタル化の歴史

穿 第2期 第3期 第4期

f : ICT利活用の推進

| lCTインフラの整備

デジタルデータの利活用

（出典）総務省作成

"
i

第一期：ICTインフラの整備

第一期では、 世界的に進展する産業・社会構造の変化(IT 革命）に対し、 我が国全体として戦

略的かつ重点的に取り組むための体制整備及び国家戦略の策定が進められた。 この国家戦略では、

世界最先端の IT 国家となることを目指し、 様々な具体的な目標が掲げられたが、 特に ICTインフ

ラの整備が進められた時期である。 ICT 化を進めるためには、 ICTインフラにより、 インター ネッ

トを利用できる環境を整備することが不可欠であり、 そのための取組が進められた。

ァ e-」apan戦略 (2001 年）

1990 年代後半、 コンピュ ー タや通信技術の急速な発展により社会、 経済の大きな変革が世界規

*1 これまでの情報通信白書でも、 デジタル化に関する経緯についてまとめている。 例えば、 平成27年版情報通信白書では通信自由化以降の30
年のICTの進化について、 令和元年版情報通信白書ではデジタル経済の進化について、 令和2年版情報通信白書では移動通信システムの進化

について、 整理している。
*2 各期における特徴を基に4つの区分に分類しているが、 取り上げた特徴以外の取組も行っていることには留意が必要である。 例えばICTイン

フラ整備については、 第一期だけではなく、 それ以降も通信インフラの高速化・大容量化や無線化などに対応し、 引き続き必要な整備が行わ
れている。

2 令和3年版 情報通信白書 第1部
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【資料2】『内閣府の政策「Society5.0」とは』
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く2> IT人材動向の将来予測

IT人材の 「不足規模」 に関する推計結果
【資料3】「IT人材の最新動向と将来推計に関する調

査結果」（報告書概要） 〈経済産業省2016年6月〉

■ IT関連産業の産業人口に関する将来推計（マクロ推計）の一環として、人材の不足状況や今後の見通しに関するアンケー ト調査結果に基づき、

現在及び将来の人材不足数に関する推計も実施。

■マクロ推計によれば、2015年時点で約17万人のIT人材が不足しているという結果になった。さらに、前頁で示されたとおり、今後IT人材の供給力

が低下するにもかかわらず、ITニーズの拡大によってIT市場は今後も拡大を続けることが見込まれるため、IT人材不足は今後ますます深刻化し、

2030 には シ＇オ場合で 59万 Cl戸まで ｀‘ と⑬佳計結果妍尋られた。

IT人材の不足規模に関する予測
_
 

■ 2015年の人材不足規模：約17万人
■ 2030年の人材不足規模：約59万人（中位シナリオ）

⇒ IT人材不足は、今後ますます深刻化
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衣緯 今回嘩計では、将来の市場拡大見通しによって低位・中位・高位の 3 種のシナリオを設定。低位シナリオでは市場研申岱率を1％程度、高位シナリオでは市場⑪申び率を2~
岱） 4%疇（アンケー澤果に基づく将来見込み）、中位シナリオはその中間(1.5~2.5％程度） と仮定した。さらに、低位・中位・高位の各シナリオにつき、今後の労働生産性

に変化がない場合と、労働生産性が毎年1％及び3％向上する場合の3種類の推計結果を算出した。

約 79万人
（裏位シナリオ）

約 59万人
（中位シナリオ）

約41万人
（低位シナリオ）
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1.

(1) 

28 6 IT 1

IT

IT 2 2030

79

IT IT IT

AI Artificial Intellegence

IT

20173 29 6 9

IT

(2) 

IT

1 IT
http://www.meti.go.jp/press/2016/06/20160610002/20160610002.html

2

3 2017 Society 5.0 
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/pdf/miraitousi2017_t.pdf
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Ⅱ．卒業後の状況

１．高等学校等卒業者

図３　高等教育機関への進学率

3 短期大学・専門学校の進学率は、（注）２　計算式の入学者部分にそれぞれの入学者を当てはめて算出。

高等専門学校４年進学率は、同部分に４年生の学生数を当てはめて算出。

4 □で囲んだ年度は、最高値である。

○

○

高等教育機関（大学（学部）・短期大学（本科）入学者、高等専門学校４年在学者及び専門学校入学者）
への進学率（過年度卒を含む）は８７．３％で、前年度より３．３ポイント上昇し、過去最高。

　大学（学部）・短期大学（本科）進学率（過年度卒を含む）は６２．３％で、前年度より１．２ポイント上昇し、
過去最高。
大学(学部)進学率（過年度卒を含む）は５９．１％で、前年度より１．４ポイント上昇し、過去最高。
専門学校進学率（過年度卒を含む）は２４．０％で、前年度より２．１ポイント上昇し、過去最高。

（注）
1 ＝

大学（学部）・短期大学（本科）入学者、高等専門学校４年在学者及び専門学校入学者

18歳人口（３年前の中学校・義務教育学校卒業者及び中等教育学校前期課程修了者）
高等教育機関進学率

2 ＝
18歳人口（３年前の中学校・義務教育学校卒業者及び中等教育学校前期課程修了者）

大学（学部）の入学者
大学(学部)進学率

83.8%84.0%

87.3%

60.4%61.1%
62.3%

56.6%57.7%59.1%

3.7% 3.4% 3.1%

22.5%
21.9%

24.0%

1.0% 1.0% 1.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

昭60.3 平2.3 7.3 12.3 17.3 22.3 27.3 令2.3

18歳人口 高等教育機関

進学率

大学（学部）・短大（本科）

進学率

大学(学部)進学率

短期大学進学率 専門学校進学率 高等専門学校４年

進学率

R2,R3,R6 24.0％

（千人）

H6 13.2％

R6 87.3％

R6 59.1％

H24,R4,R5,R6 1.0％

R6 62.3％

6.3

【資料６】文部科学省「令和６年度学校基本調査結果の概要」
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【資料７】文部科学省将来構想部会
「大学への進学者数等の将来推計について」
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２ 大学、大学院、短大、専門学校などの学校における社会人の学び直しについて

（１）社会人となった後の学校における学び直しの状況

問８. あなたは、学校を出て一度社会人となった後に、大学、大学院、短大、専門学校などの学
校において学び直しをしたことがありますか。なお、この調査でいう社会人には主婦・主夫

や無職の方も含みます。また、 正規課程に限らず公開講座や社会人を対象とした学習プロ

グラムなど、学び直しの形態は問いません。（〇は１つ） 

令和４年７月 

・正規課程で学び直しをしたことがある、または現在学び直しをしている 5.8％ 

・正規課程で学び直しをしたことはないが、公開講座や社会人を対象とした

学習プログラムなどの短期の講座で学び直しをしたことがある、または現在

学び直しをしている 9.3％ 

・学び直しをしたことはないが、今後は学び直しをしてみたい 29.3％ 

・学び直しをしたことはなく、今後も学び直しをしたいとは思わない 46.4％ 

・まだ在学中であり、社会人となった経験がない 3.0％ 

  

総 数 ( 1,557 人)

〔 性 〕

男 性 ( 729 人)

女 性 ( 828 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 161 人)

30 ～ 39 歳 ( 161 人)

40 ～ 49 歳 ( 269 人)

50 ～ 59 歳 ( 285 人)

60 ～ 69 歳 ( 253 人)

70 歳 以 上 ( 428 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

5.3 

6.2 

8.1 

10.4 

29.9 

28.7 

48.8 

44.2 

2.5 

3.4 

5.3

7.1

5.6 

6.2 

6.3 

6.3 

7.1 

4.2 

1.9 

8.1 

9.7 

8.8 

13.4 

10.3 

32.9 

37.3 

41.3 

32.6 

28.9 

15.4 

30.4 

47.2 

41.6 

50.9 

45.8 

52.3 

28.6 

-

-

-

-

-

0.6

1.2

1.1

1.4

4.7

17.8

無回答

5.8 9.3 29.3 46.4 

3.0 

6.3

正規課程で学び
直しをしたことが
ある、または
現在学び直しを
している

正規課程で学び直し
をしたことはないが、
公開講座や社会人を
対象とした学習プログ
ラムなどの短期の講
座で学び直しをした
ことがある、または
現在学び直しをして
いる

学び直しをした
ことはなく、今後
も学び直しをした
いとは思わない

まだ在学中で
あり、社会人と
なった経験が
ない

学び直しをした
ことはないが、
今後は学び直し
をしてみたい

【資料８】内閣府「生涯学習に関する世論調査」（令和4年7月調査）概要
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（ア）社会人となった後の学校における学び直しの理由

（問８で「正規課程で学び直しをしたことがある、または現在学び直しをしている」、「正規課程

で学び直しをしたことはないが、公開講座や社会人を対象とした学習プログラムなどの短

期の講座で学び直しをしたことがある、または現在学び直しをしている」と答えた者に） 

問９. 社会人となった後に大学、大学院、短大、専門学校などの学校で学び直した理由、あるい
は学び直している理由は何ですか。（〇はいくつでも） 

（上位４項目） 

令和４年７月 

・現在または当時の仕事において必要性を感じたため 49.4％ 

・人生を豊かにするため 38.7％ 

・就職や転職のために必要性を感じたため 36.6％ 

・教養を深めるため 34.0％ 

学校を出て一度社会人となった後に、学校において「正規課程で学び直しをしたこと　　

がある、または現在学び直しをしている」、「正規課程で学び直しをしたことはない　　

が、公開講座や社会人を対象とした学習プログラムなどの短期の講座で学び直しをし　　

たことがある、または現在学び直しをしている」と答えた者に、複数回答　　

現在または当時の仕事において必要性を
感じたため

人 生 を 豊 か に す る た め

就職や転職のために必要性を感じたため

教 養 を 深 め る た め

自 由 時 間 を 有 効 に 活 用 す る た め

仕事以外で生活上の必要性を感じたため

他の人との親睦を深めたり、友人を得たり
するため

そ の 他

無 回 答

49.4

38.7

36.6

34.0

14.5

11.9

10.2

2.6

0.9

0 10 20 30 40 50 60

総 数 （n=235人、M.T.=198.7%)

(%)

【資料９】内閣府「生涯学習に関する世論調査」（令和4年7月調査）概要
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ア 学習をした理由

更問１ （問１で「学習したことがある（小計）」と答えた方（999 人）に） 

学習した理由は何ですか。この中からいくつでもあげてください。（複数回答） 

（上位５項目） 

平成 30 年 7 月 

・教養を深めるため 37.1％ 

・人生を豊かにするため 36.2％ 

・現在の、または当時就いていた仕事において必要性を感じたため 32.7％  

・家庭や日常生活に生かすため 32.1％ 

・健康の維持・増進のため 29.9％ 

（この１年間くらいの間に「学習したことがある（小計）」とする者に、複数回答）

教 養 を 深 め る た め

人 生 を 豊 か に す る た め

現在の、または当時就いていた仕事におい

て必要性を感じたため

家 庭 や 日 常 生 活 に 生 か す た め

健 康 の 維 持 ・ 増 進 の た め

他の人との親睦を深めたり、友人を得たり

するため

勤 務 先 な ど か ら 勧 め ら れ た た め

地域や社会における活動に生かすため

新しく就職したり、転職したりするために必

要性を感じたため

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い

37.1

36.2

32.7

32.1

29.9

23.8

20.7

16.9

10.6

1.2

0.8

0.3

0 10 20 30 40

総 数 （n=999人、M.T.=242.5%)

(%)

【資料10】内閣府「生涯学習に関する世論調査」（平成30年7月）概要

－学生確保（資料）－16－－学生確保（資料）－16－

shuku
長方形

shuku
長方形



（ウ）今後社会人として学校で学び直したい内容

（問８で「正規課程で学び直しをしたことがある、または現在学び直しをしている」、「正規課程

で学び直しをしたことはないが、公開講座や社会人を対象とした学習プログラムなどの短

期の講座で学び直しをしたことがある、または現在学び直しをしている」、「学び直しをした

ことはないが、今後は学び直しをしてみたい」、「まだ在学中であり、社会人となった経験が

ない」と答えた者に） 

問 11. これから社会人として大学、大学院、短大、専門学校などの学校で学び直す場合、どの
ようなことを学び直したいと思いますか。在学中の方は、学校を出て社会人となった後、大

学、大学院、短大、専門学校などの学校で学び直す場合に読み替えてお答えください。（〇

はいくつでも） 

（上位 10 項目） 

令和４年７月 

・医療や福祉に関すること 29.0％ 

・外国語に関すること 28.9％ 

・デジタル技術や情報通信技術に関すること 28.6％ 

・健康やスポーツに関すること 27.7％ 

・心理学に関すること 26.6％ 

・文学、歴史・地理、哲学や宗教に関すること 25.9％ 

・経営やビジネスに関すること 23.3％ 

・法律・政治、経済や国際関係に関すること 22.7％ 

・芸術文化に関すること 21.0％ 

・環境に関すること 19.9％ 

学校を出て一度社会人となった後に、学校において「正規課程で学び直しをしたことがある、　

または現在学び直しをしている」、「正規課程で学び直しをしたことはないが、公開講座や社　

会人を対象とした学習プログラムなどの短期の講座で学び直しをしたことがある、または現在　

学び直しをしている」、「学び直しをしたことはないが、今後は学び直しをしてみたい」と答　

えた者、または「まだ在学中であり、社会人となった経験がない」と答えた者に、複数回答

医 療 や 福 祉 に 関 す る こ と

外 国 語 に 関 す る こ と

デジタル技術や情報通信技術に関すること

健 康 や ス ポ ー ツ に 関 す る こ と

心 理 学 に 関 す る こ と

文学、歴史・地理、哲学や宗教に関すること

経 営 や ビ ジ ネ ス に 関 す る こ と

法律・政治、経済や国際関係に関すること

芸 術 文 化 に 関 す る こ と

環 境 に 関 す る こ と

数 学 や 自 然 科 学 に 関 す る こ と

地 方 創 生 に 関 す る こ と

そ の 他

無 回 答

29.0

28.9

28.6

27.7

26.6

25.9

23.3

22.7

21.0

19.9

10.7

8.3

3.0

1.9

0 10 20 30 40

総 数 （n=737人、M.T.=277.6%)

(%)

【資料11】生涯学習に関する世論調査（令和4年7月調査）概要
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23.8%

10.2%

44.4%

39.4%

24.2%

33.4%

7.6%

17.0%

0% 25% 50% 75% 100%

先端IT従事者 (n=500)

先端IT非従事者 (n=500)

強くそう思う

どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない

まったくそう思わない

14.4%

4.2%

42.6%

24.0%

35.2%

44.4%

7.8%

27.4%

0% 25% 50% 75% 100%

先端IT従事者 (n=500)

先端IT非従事者 (n=500)

強くそう思う

どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない

まったくそう思わない

10.8% 34.4%

22.6%

43.8%

46.8%

11.0%

28.2%

0% 25% 50% 75% 100%

先端IT従事者 (n=500)

先端IT非従事者 (n=500)

強くそう思う

どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない

まったくそう思わない

30.4%

12.6%

51.0%

47.6%

14.4%

25.2%

4.2%

14.6%

0% 25% 50% 75% 100%

先端IT従事者 (n=500)

先端IT非従事者 (n=500)

強くそう思う

どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない

まったくそう思わない

「これからも活躍し続けるためには、
新しいスキルの習得が必要だと思う」

「将来、自分のスキルが陳腐化することを
心配している」

「今現在、新しいスキルを十分習得できていると思う」

「1年後には、新しいスキルを習得できていると思う」

◆ 先端IT従事者のほうが、先端IT非従事者よりも、スキルアップの必要性やスキルアップしないことのリスク（スキルの陳腐化）を強く

感じる傾向があることがうかがえる。

◆ 先端IT非従事者は、新しいスキルを十分習得できていないという問題意識は感じているものの、今後もその状態は変わらない（１年後

も新しいスキルを習得できていない）と感じていることが読み取れる。

40

（出典）本調査において実施したWebアンケート調査結果から

「強く思う」
「どうちらかと言えば
　そう思う」
　合計　81.4%

【資料12】IPA「デジタル・トランスフォーメーション（DX）推進に向けた企業とIT人材の実態調査」～概要編～令和2年5月14日
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令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

サイバー大学
IT総合学部
IT総合学科

収容定員 2,500名 4,000名 4,000名

在籍数 3,710名 4,343名 4,429名

定員超過率 148.4％ 108.6％ 110.7％

東京通信大学
情報マネジメント学部
情報マネジメント学科

収容定員 1,600名 2,000名 ２,000名

在籍数 2,409名 2,842名 3,066名

定員超過率 169.0％ 158.1％ 153.3%

収容定員超過状況

【資料13】大学通信教育課程定員超過状況
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東京通信大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科 志願状況 

令和 3 年度 

（2021 年度） 

令和 4 年度 

（2022 年度） 

令和 5 年度 

（2023 年度） 

１年次入学 

定員 400 400 400 

志願者数 922 728 635 

受験者数 887 692 618 

合格者数 882 563 519 

入学者数 826 519 478 

定員充足率 206.5％ 129.8％ 119.5％

２年次編入学 

定員 ― ― ― 

志願者数 223 41 45 

受験者数 210 41 39 

合格者数 209 39 38 

入学者数 176 36 34 

定員充足率 ― ― ― 

３年次編入学 

定員 200 200 200 

志願者数 95 282 243 

受験者数 60 272 229 

合格者数 55 271 225 

入学者数 53 251 208 

定員充足率 26.5% 125.5% 104%

サイバー大学 IT 総合学部 IT 総合学科　志願状況

令和 3 年度 

（2021 年度） 

令和 4 年度

（2022 年度） 

令和 5 度 

（2023 年度） 

１年次入学 

入学定員 480 800 800 

志願者数 1,532 ― ― 

受験者数 ― ― ― 

合格者数 1,153 ― ― 

入学者数 971 1,007 761 

定員充足率 202.3% 125.9% 95.1% 

２年次編入学 

入学定員 30 50 50 

入学者数 56 56 54 

定員充足率 186.7% 112.0% 108.0% 

３年次編入学 

入学定員 245 325 325 

入学者数 430 382 326 

定員充足率 175.5% 117.5% 100.3% 

【資料13】大学通信教育課程定員超過状況

出典：東京通信大学「2023年度 設置計画履行状況報告書」

出典：令和３～４年度については「サイバー大学 令和４年度 自己点検評価書  [令和３年度報告書]」より
        （受験者数は記載無し）
         令和５年度については「サイバー大学中期目標（2021年度～2025年度）に基づく事業計画の進捗状況
         ―点検・評価結果―　2023年度報告」より
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３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

企画・更新内容

WEBサイトリニューアル

公開

学部設置認可申請書提出

報告

2026年度生募集広報

本格的にスタート

大学案内パンフレット

配布開始

認可後WEBサイト情報

更新

学部開設案内

WEBサイト入試ページ

公開

入試要項配布

出願受付開始

入学試験開始
入学試験 入学試験

資料請求

WEB広告

2026年度進学業者媒体

掲載開始

web広告露出強化 WEB広告露出強化 WEB広告露出強化 WEB広告露出強化
認可後

WEB広告露出強化

入試要項＆

WEB出願案内送付

WEB広告露出強化

WEB広告 WEB広告 WEB広告

資料請求数目標/月間 300 400 500 600 700 800 800 700 700 700

オンライン大学説明会 オンライン大学説明会 オンライン大学説明会 オンライン大学説明会 オンライン大学説明会 オンライン大学説明会 オンライン大学説明会 オンライン大学説明会 オンライン大学説明会 オンライン大学説明会

説明会参加者数目標/月間 20 30 30 40 50 80 90 60 30 30

個別相談会

（オンライン＆対面）

個別相談会

（オンライン＆対面）

個別相談会

（オンライン＆対面）

個別相談会

（オンライン＆対面）

個別相談会

（オンライン＆対面）

個別相談会

（オンライン＆対面）

個別相談会

（オンライン＆対面）

個別相談会

（オンライン＆対面）

個別相談会

（オンライン＆対面）

個別相談会

（オンライン＆対面）

説明会参加者数目標/月間 5 5 5 5 5 5 5 5 5

１月 ２月 ３月 ４月

企画・更新内容 入学試験 入学試験 入学試験

資料請求 WEB広告 WEB広告 WEB広告

資料請求数目標/月間 600 600 600

オンライン大学説明会 オンライン大学説明会 オンライン大学説明会 オンライン大学説明会

説明会参加者数目標/月間 20 20 20

個別相談会

（オンライン＆対面）

個別相談会

（オンライン＆対面）

個別相談会

（オンライン＆対面）

個別相談会

（オンライン＆対面）

説明会参加者数目標/月間 5 5 5

学部開設

２０２５年
内容

２０２６年
内容

【資料14】広報・学生募集スケジュール
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(1) 時代が求める教養を兼ね備え、社会的課題を発見し解決に向けて積極的に取り組む

ことができる。

(2) 他者に対する共感的姿勢を持ち、協働して課題に取り組むことができる。

(3) 自らの専門知識や技術を深化させながら、その隣接分野に視野を広げていくことが

できる。

(4) 情報技術を効果的に活用して職種横断的な調整力を持つ。

2. カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

(1) 初年次において幅広く学び、興味と関心のある領域を多面的視点で認識させる。

(2) 論理的で分析的な思考力・研究力の養成を目指して、今後の学修に必要な基礎学力

を向上させ、調査研究の方法を教授して知的基盤を形成する。

(3) 情報分野、福祉分野及び関連する隣接分野にわたる問題意識を深める。

3. アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針）

(1) 東京通信大学の教育理念に共感し、eラーニングを通じた学修に積極的に取り組む

意欲のある人。

(2) 自分の経験やキャリアを活かす意欲のある人。

(3) 多様な価値観や自分とは異なる感性を柔軟に受け入れることができる人。

(4) 社会・地域に貢献したいと考える人。

2.3 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科の特色

2.3.1 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科の教育研究対象

情報マネジメント学部 情報マネジメント学科の主たる教育研究対象は、情報学であり、

経営学の一部の領域も取り込んでいる。 

情報学については、情報学分野参照基準で位置付けられる、情報学を学ぶ学生が身につ

けるべき基本的な知識と技能が習得できる科目を配置した。しかしながら、経団連が平成

17年 6月「産官学連携による高度な情報通信人材の育成強化に向けて」において、企業の

ニーズと大学における情報工学教育のギャップが大きいと指摘しているように、情報学の

基礎と本質を学ばせることは極めて重要であるが、特定の情報技術に偏らない教育が必要

である。また、情報学分野参照基準を踏まえれば、社会が求めているのは、情報学とその

周辺領域としての社会や経営に関する広い知識を備えた人材である。例えば、実社会で情

報システムを構築するには、経営課題の分析や業務で扱う中心的なデータやそれを処理す

るデータベースの設計、業務フロー、顧客の要求を的確にヒアリングして設計に落とし込

む能力が必要である。このように、情報技術だけではなく経営や会計に関わる知識などの

能力が必要とされるのは明白であり、情報学と隣接する分野を同時に学修することで、実

学的な価値が格段に強化されると言える。

【資料15】東京通信大学 「設置の趣旨等を記載した書類」 
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1①・③ 1 ○ 5 兼4
オムニバス・

共同(一部)・

メディア

1①・③ 1 ○ 1 メディア

1②・④ 1 ○ 1 メディア

1①・③ 1 ○ 1 兼1
オムニバス・

メディア

1②・④ 1 ○ 兼1 メディア

1①・③ 1 ○ 3 1
オムニバス・

メディア

1②・④ 1 ○ 1 1
オムニバス・

メディア

－ 1 6 0 5 2 1 1 0 兼6 －

1①・③ 1 ○ 兼1 メディア

1②・④ 1 ○ 兼1 メディア

1①・③ 1 ○ 1 メディア

1②・④ 1 ○ 1 メディア

1①・③ 1 ○ 兼1 メディア

1②・④ 1 ○ 兼1 メディア

1①・③ 1 ○ 1 メディア

1②・④ 1 ○ 1 メディア

－ 0 8 0 0 1 0 0 0 兼1 －

1①・③ 1 ○ 1 メディア

1①・③ 1 ○ 1 メディア

1②・④ 1 ○ 1 メディア

－ 0 3 0 0 1 0 1 0 0 －

1①・③ 1 ○ 1 メディア

1①・③ 1 ○ 兼1 メディア

1①・③ 1 ○ 兼1 メディア

1①・③ 1 ○ 兼1 メディア

1①・③ 1 ○ 1 メディア

1①・③ 1 ○ 1 メディア

1①・③ 1 ○ 1 メディア

1①・③ 1 ○ 兼1 メディア

1②・④ 1 ○ 1 メディア

1①・③ 1 ○ 兼1 メディア

1②・④ 1 ○ 兼1 メディア

1①・③ 1 ○ 兼1 メディア

1②・④ 1 ○ 兼1 メディア

1①・③ 1 ○ 1 メディア

1②・④ 1 ○ 1 メディア

1②・④ 1 ○ 兼1 メディア

1②・④ 1 ○ 2
オムニバス・

メディア

1②・④ 1 ○ 兼1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 2
オムニバス・

メディア

2①・③ 1 ○ 兼1 メディア

2①・③ 1 ○ 兼1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 兼1
オムニバス・

メディア

－ 0 24 0 4 1 0 0 0 兼6 －

導
入
科
目

外
国
語
科
目

情
報
科
目

Ａ
群

教
養
教
育
科
目

科
学
の
探
究
科
目

－小計（8科目）

社会と教育

社会と文化

文化社会学

現代文化論

文献・情報調査法

小計（3科目） －

社会思想史

コミュニケーション論Ｂ

コミュニケーション論Ａ

選択理論心理学概論

小計（24科目） －

－

プレゼンテーションＡ

プレゼンテーションＢ

基礎英語Ｂ

実践英語Ａ

実践英語Ｂ

応用英語Ａ

応用英語Ｂ

総合英語Ａ

総合英語Ｂ

情報基礎Ⅰ

情報基礎Ⅱ

相互扶助の経済と文化

文化人類学

都市の文化と思想

学術研究の本質

日本語文章論

アカデミックライティング

知的生産の技術

社会と倫理

小計（7科目）

基礎英語Ａ

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要
（情報マネジメント学部 情報マネジメント学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

先進技術と情報生態の人類学

東アジアの歴史と文化

社会と歴史

社会と宗教

ジェンダー論

多文化共生Ａ

多文化共生Ｂ

グローバリゼーション

比較文化関係論

生命と倫理

社会と先端医療

保健福祉学概論

社会と環境

【資料15】東京通信大学 基本計画書
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1①・③ 2 ○ 兼1 メディア

1①・③ 1 ○ 兼1 メディア

1②・④ 1 ○ 兼1 メディア

1①・③ 1 ○ 兼1 メディア

1②・④ 1 ○ 兼1 メディア

1①・③ 1 ○ 1 メディア

1②・④ 1 ○ 1 メディア

1①・③ 1 ○ 1 メディア

1②・④ 1 ○ 1 メディア

1①・③ 1 ○ 1 メディア

1②・④ 1 ○ 1 メディア

1②・④ 1 ○ 1 メディア

1②・④ 1 ○ 1 メディア

1②・④ 1 ○ 兼1 メディア

1②・④ 1 ○ 兼1 メディア

1②・④ 1 ○ 兼1 メディア

1②・④ 1 ○ 兼1 メディア

2① 1 ○ 1 メディア

2② 1 ○ 1 メディア

2③ 1 ○ 1 メディア

2④ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 メディア

－ 0 26 0 4 2 0 1 0 兼5 －

1①・③ 1 ○ 1 1
共同・
メディア

1②・④ 1 ○ 1 1
共同・
メディア

1①・③ 1 ○ 1 1
共同・
メディア

1②・④ 1 ○ 1 1
共同・
メディア

1①・③ 1 ○ 1 メディア

1②・④ 1 ○ 1 メディア

1①・③ 1 ○ 兼1 メディア

1②・④ 1 ○ 兼1 メディア

1①・③ 1 ○ 兼1 メディア

1②・④ 1 ○ 兼1 メディア

－ 0 10 0 3 0 0 1 0 兼2 －

1②・④ 1 ○ 1 兼3
オムニバス・

メディア

2②・④ 1 ○ 4
オムニバス・

メディア

1②・④ 1 ○ 1 2 兼2
オムニバス・

メディア

－ 0 3 0 6 2 0 0 0 兼5 －

1①・③ 1 ○ 兼1 メディア

1①・③ 1 ○ 1 メディア

－ 0 2 0 0 1 0 0 0 兼1 －

1①・③ 1 ○ 兼1 メディア

1②・④ 1 ○ 兼1 メディア

1①・③ 1 ○ 兼1 メディア

1②・④ 1 ○ 1 メディア

－ 0 4 0 0 0 0 1 0 兼3 －小計（4科目）

Ｂ
群

Ｃ
群

Ｄ
群

キ
ャ

リ
ア
形
成
科

目

健
康
科
目

小計（2科目）

－

現代社会の課題と探究Ａ

現代社会の課題と探究Ｂ

社会学概論Ｂ

国際関係概論

戦後社会論

－

生命と人間

予防医学

小計（10科目）

数学応用Ⅱ

物理学概論Ⅰ

数学入門Ⅰ

社会と福祉

人の移動と民族問題

数学入門Ⅱ

数学応用Ⅰ

小計（25科目）

社会調査方法論Ⅱ

社会学概論Ａ

物理学概論Ⅱ

生物学概論Ａ

協調の手法

社会調査概論Ⅰ

社会調査概論Ⅱ

社会調査方法論Ⅰ

社会心理学概論Ａ

社会心理学概論Ｂ

役割離脱論

－

脱近代社会と労働の社会学

小計（3科目）

－

問題発見・解決の方法

－

現代社会論

社会システム論

政治学

国際化と日本

経済人類学

地域経済とグローバリズム

アジア経済論

日本国憲法

運動と健康Ａ

コミュニティの国際比較

運動と健康Ｂ

脳とこころ・身体

アスリートの心理と身体

生物学概論Ｂ

現代社会の課題と探究Ｃ

キャリアデザイン

ボランティア論
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情報マネジメント総論Ａ 1③・④ 1 ○ 4 1
オムニバス・

メディア

情報マネジメント総論Ｂ 1③・④ 1 ○ 4
オムニバス・

メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

デザイン思考概論 2②・④ 1 ○ 1 メディア

社会と情報Ⅰ 3①・③ 1 ○ 1 メディア

社会と情報Ⅱ 3②・④ 1 ○ 1 メディア

情報化社会とテクノロジーⅠ 3①・③ 1 ○ 1 メディア

情報化社会とテクノロジーⅡ 3②・④ 1 ○ 1 メディア

生活環境デザインⅠ 3①・③ 1 ○ 1 メディア

生活環境デザインⅡ 3②・④ 1 ○ 1 メディア

ヒューマンインタフェースⅠ 3①・③ 1 ○ 1 メディア

ヒューマンインタフェースⅡ 3②・④ 1 ○ 1 メディア

先端応用 4①・③ 1 ○ 4
オムニバス・

メディア

ネットワークとサービスⅠ 4①・③ 1 ○ 1 メディア

ネットワークとサービスⅡ 4②・④ 1 ○ 1 メディア

テクノロジーマーケティングⅠ 4①・③ 1 ○ 1 メディア

テクノロジーマーケティングⅡ 4②・④ 1 ○ 1 メディア

－ 17 0 0 10 2 0 0 0 0 －

1①・③ 1 ○ 1 メディア

1②・④ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 メディア

4① 1 ○ 1 1
共同・

メディア・面接

4② 1 ○ 1 1
共同・

メディア・面接

4③ 1 ○ 1 1
共同・

メディア・面接

4④ 1 ○ 1 1
共同・

メディア・面接

－ 2 6 0 0 2 0 2 0 0 －

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 兼1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 メディア

新聞情報マネジメント 3①・③ 1 ○ 1 メディア

国際政治と情報マネジメント 3②・④ 1 ○ 1 メディア

3②・④ 1 ○ 兼1 メディア

－ 4 5 0 3 1 0 1 0 兼2 －－

社会調査演習Ⅳ

質的調査Ⅰ

質的調査Ⅱ

小計（8科目）

取材の情報学

メディアの社会学

情
報
社
会

社
会
調
査

メ
デ
ィ

ア

専
門
教
育
科
目

情
報
社
会

情報メディアとデザインの文明論

小計（9科目）

スポーツメディア論

社会情報処理Ⅰ

社会調査演習Ⅰ

教授メディアと学習

ネット依存と心理

広告論

－

社会情報処理Ⅱ

社会調査演習Ⅱ

社会調査演習Ⅲ

情報倫理

小計（17科目） －
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1①・③ 1 ○ 1 メディア

1②・④ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 メディア

3①・③ 1 ○ 1 メディア

3②・④ 1 ○ 1 メディア

プログラミング演習Ⅰ 3① 1 ○ 1 メディア

プログラミング演習Ⅱ 3② 1 ○ 1 メディア

プログラミング演習Ⅲ 3③ 1 ○ 1 メディア

3④ 1 ○ 1 メディア

－ 12 0 0 2 2 0 0 0 0 －

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 メディア

3①・③ 1 ○ 1 メディア

3②・④ 1 ○ 1 メディア

3①・③ 1 ○ 1 メディア

3②・④ 1 ○ 1 メディア

3①・③ 1 ○ 1 メディア

3②・④ 1 ○ 1 メディア

3③ 1 ○ 1 メディア

3④ 1 ○ 1 メディア

－ 14 0 0 2 2 0 0 0 0 －

3①・③ 1 ○ 1 メディア

3①・③ 1 ○ 1 メディア

3②・④ 1 ○ 1 メディア

3①・③ 1 ○ 1 メディア

3②・④ 1 ○ 1 メディア

3①・③ 1 ○ 1 メディア

3②・④ 1 ○ 1 メディア

4①・③ 1 ○ 1 メディア

4②・④ 1 ○ 1 メディア

－ 7 2 0 2 0 0 0 0 0 －

小計（14科目）

初級プログラミング演習Ⅰ

初級プログラミング演習Ⅱ

初級オブジェクト指向プログラミング

初級プログラミングⅠ

システム設計Ⅰ

初級セキュアプログラミング

プログラミング演習Ⅳ

ソフトウェア総論Ⅰ

ソフトウェア総論Ⅱ

ハードウェア総論Ⅰ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

情
報
シ
ス
テ
ム

情
報
と
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

情
報
シ
ス
テ
ム

データ匿名化演習Ⅱ

サーバ構築演習Ⅰ

初級プログラミングⅡ

データ構造とアルゴリズムⅠ

システム設計Ⅱ

データベース論Ⅰ

データベース論Ⅱ

インターネット技術Ⅰ

インターネット技術Ⅱ

小計（9科目）

社会とサイバーセキュリティ

情報セキュリティⅠ

－

－

－

データ構造とアルゴリズムⅡ

情報セキュリティと人間心理Ⅰ

サーバ構築演習Ⅱ

情報セキュリティⅡ

ハードウェア総論Ⅱ

システム総論Ⅰ

システム総論Ⅱ

小計（12科目）

情報マネジメント戦略Ⅰ

情報マネジメント戦略Ⅱ

情報セキュリティと人間心理Ⅱ

データ匿名化演習Ⅰ
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1①・③ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 兼1 メディア

2②・④ 1 ○ 兼1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 メディア

3①・③ 1 ○ 1 メディア

3①・③ 1 ○ 兼1 メディア

3②・④ 1 ○ 兼1 メディア

－ 7 7 0 2 2 1 0 0 兼2 －

1①・③ 1 ○ 1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

3②・④ 1 ○ 1 メディア

3②・④ 1 ○ 1 メディア

3③・④ 1 ○ 1
メディア・

面接

3③・④ 2 ○ 1
メディア・

面接

4①・③ 1 ○ 兼1 メディア

4②・④ 1 ○ 兼1 メディア

－ 1 9 0 2 0 0 1 0 兼2 －

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 メディア

2①・③ 1 ○ 1 メディア

2②・④ 1 ○ 1 メディア

3①・③ 1 ○ 1 メディア

3①・③ 1 ○ 1 メディア

3②・④ 1 ○ 1 メディア

3①・③ 1 ○ 1 メディア

3②・④ 1 ○ 1 メディア

リーダーシップ論Ⅰ 3①・③ 1 ○ 1 メディア

リーダーシップ論Ⅱ 3②・④ 1 ○ 1 メディア

3②・④ 1 ○ 1 メディア

3②・④ 1 ○ 1 メディア

4①・③ 1 ○ 1 メディア

4②・④ 1 ○ 1 メディア

－ 11 6 0 3 2 0 0 0 0 －

財政学

行政法Ｂ

人材マネジメント

社会統計学Ⅰ

社会統計学Ⅱ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
礎

企
業
と
会
計

経
営
と
組
織

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

インターンシップＢ

経営戦略

経営学特論

国際経営論

ビジネスデータ分析Ⅰ

ビジネスデータ分析Ⅱ

IT産業論

ベンチャー論

プロジェクトマネジメントの手法

情報ビジネス論Ⅰ

情報ビジネス論Ⅱ

行政法Ａ

ビジネスライティングＢ

ビジネスマナー

経営学入門

小計（9科目） －

小計（17科目） －

経営組織論

組織行動論Ⅰ

組織行動論Ⅱ

マーケティング概論Ⅰ

マーケティング概論Ⅱ

簿記概論

簿記各論

企業社会と労働法

企業と会社法

－

管理会計

インターンシップＡ

財務会計各論

財務会計概論

社会と経済

消費組合論

経済学入門

会計学

ビジネスライティングＡ

小計（14科目）
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4通 4 ○ 12 6 兼17
共同・
メディア

－ 0 0 4 12 6 0 0 0 兼17 －

－ 76 121 4 12 6 1 3 0 兼23 -

卒業研究

１学年の学期区分 4学期

合計（196科目）

１学期の授業期間 8週

１時限の授業時間 90分

－

学位又は称号 学士(情報マネジメント) 学位又は学科の分野 工学関係

本学は単位制を採用し、124単位以上を修得することを卒業要件とする。
教養教育科目については以下の要件を満たして37単位以上修得すること。
　導入科目 必修 学術研究の本質

選択必修　4単位以上
　外国語科目 選択必修　2単位以上
　情報科目 選択必修　2単位以上
　科学の探究科目 選択必修　ＡＢＣＤの各群から各2単位以上

選択　　　17単位以上
キャリア形成科目 選択必修　1単位以上
健康科目 選択必修　2単位以上

専門教育科目については以下の要件を満たして87単位以上修得すること。
　中分類「情報社会」
　　小分類「情報社会」　　　　　　必修

情報マネジメント総論Ａ、 情報マネジメント総論Ｂ、
情報倫理、 デザイン思考概論、
社会と情報Ⅰ、 社会と情報Ⅱ、
情報化社会とテクノロジーⅠ、 情報化社会とテクノロジーⅡ、
生活環境デザインⅠ、 生活環境デザインⅡ、
ヒューマンインタフェースⅠ、 ヒューマンインタフェースⅡ、
先端応用、
ネットワークとサービスⅠ、 ネットワークとサービスⅡ、
テクノロジーマーケティングⅠ、 テクノロジーマーケティングⅡ

　　小分類「社会調査」 必修
社会情報処理Ⅰ、 社会情報処理Ⅱ

　　小分類「メディア」 必修
メディアの社会学、 情報メディアとデザインの文明論、
教授メディアと学習、 ネット依存と心理

　中分類「情報システム」
　　小分類「プログラミング」　　　必修

初級プログラミングⅠ、　　　　　　　初級プログラミングⅡ、
初級プログラミング演習Ⅰ、　　　　　初級プログラミング演習Ⅱ、
初級オブジェクト指向プログラミング、初級セキュアプログラミング、
データ構造とアルゴリズムⅠ、 データ構造とアルゴリズムⅡ、
プログラミング演習Ⅰ、 プログラミング演習Ⅱ、
プログラミング演習Ⅲ、 プログラミング演習Ⅳ

　　小分類「情報システム」 必修
ソフトウェア総論Ⅰ、 ソフトウェア総論Ⅱ、
ハードウェア総論Ⅰ、 ハードウェア総論Ⅱ、
システム総論Ⅰ、 システム総論Ⅱ、
システム設計Ⅰ、 システム設計Ⅱ、
データベース論Ⅰ、 データベース論Ⅱ、
インターネット技術Ⅰ、 インターネット技術Ⅱ、
サーバ構築演習Ⅰ、 サーバ構築演習Ⅱ

　　小分類「情報とセキュリティ」　必修
社会とサイバーセキュリティ、
情報セキュリティⅠ、 情報セキュリティⅡ
データ匿名化演習Ⅰ、 データ匿名化演習Ⅱ、
情報マネジメント戦略Ⅰ、 情報マネジメント戦略Ⅱ

　中分類「マネジメント」
　　小分類「マネジメント基礎」　　必修

経済学入門、ビジネスマナー、
ビジネスライティングＡ、 ビジネスライティングＢ、
社会統計学Ⅰ、 社会統計学Ⅱ、
経営学入門

　　小分類「企業と会計」 必修
簿記概論

　　小分類「経営と組織」 必修
IT産業論、ベンチャー論、
マーケティング概論Ⅰ、 マーケティング概論Ⅱ、
経営戦略、
ビジネスデータ分析Ⅰ、 ビジネスデータ分析Ⅱ、
情報ビジネス論Ⅰ、 情報ビジネス論Ⅱ、
プロジェクトマネジメントの手法、    経営組織論

なお、他学部の専門教育科目については20単位まで専門教育科目の単位として認定
する。
(履修科目の登録の上限：46単位(年間))

リサーチレポート

小計（1科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等
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chihiro-syukunobe
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前･後 1 ○ 1 1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（IT総合学部IT総合学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教
養
科
目

スタディスキル入門

ITによる知的生産術*

キャリア入門
セルフマネジメント論

コミュニケーション論*

ロジカルシンキング*

文書作成と表計算 ～Word・Excel活用

～*

ファイナンシャル・プランニング入門

博物学
我々の宇宙
暮らしの中の物理学
化学入門
地球科学入門

AI（人工知能）入門*

プレゼンテーション入門*

リーダーシップ概論
キャリアデザイン

ロジカルライティング*

Webデザイン入門
資産運用実践論

宗教と建築からみたインドネシア文化

住まいの文化史
韓流文化論

心理学入門*

日本文学入門 ～文化と歴史から学ぶ
～
日本の伝統芸能

脳科学入門
物理学入門
健康管理入門
人工衛星入門 ～宇宙の総合エンジニ
アリング～
防災論入門
医療・ヘルスケアとIT

「使いやすさ」の心理学 ～デザイン
とユーザビリティ～

日本語文化論*

宗教学入門
西洋建築 歴史の旅
日本の心と異文化理解
キリスト教文化Ⅱ

世界遺産でたどる日本の歴史
和食文化論
キリスト教文化Ⅰ

アンコール遺跡を中心とした文化遺産
の保存修復

西洋音楽史
講談の世界

写真・映像制作の基礎
人間社会と感染症の歴史
企業環境学―企業経営と環境取り組み
―
流通経営論

【資料16】サイバー大学 基本計画書

－学生確保（資料）－29－



必

修

選

択

自

由

講
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演
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・
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習
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授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 兼1 メディア

1･2･3前･後 1 ○ 1 メディア

2前･後 1 ○ 兼1 メディア

3前･後 1 ○ 1 1 メディア

－ 2 58 0 4 1 2 2 0 兼44 －

1前･後 2 ○ 2 メディア

1前･後 2 ○ 2 メディア

1･2前･後 2 ○ 1 メディア

1･2前･後 2 ○ 1 メディア

1･2･3前･後 2 ○ 1 メディア

1･2･3前･後 2 ○ 1 メディア

1･2･3前･後 2 ○ 1 メディア

1･2･3前･後 2 ○ 1 メディア

1･2前 2 ○ 兼1 メディア

1･2後 2 ○ 兼1 メディア

2･3後 2 ○ 兼1 メディア

2･3前 2 ○ 兼1 メディア

－ 8 16 0 0 1 2 0 0 兼1 －

1･2前･後 2 ○ 1 1 メディア
*1 *2 *3 *4 *5 *6 *7 *8

1･2前･後 2 ○ 1 メディア
*1 *2 *3 *4 *5 *7 *8

1･2前･後 2 ○ 1 メディア
*5 *6

1･2前･後 2 ○ 1 メディア
*5 *6 *7

1･2前･後 2 ○ 兼1 メディア
*6 *7

1･2前･後 2 ○ 1 メディア
*6

1･2前･後 2 ○ 1 1 メディア
*8

1･2前･後 2 ○ 兼2 メディア

1･2前･後 2 ○ 1 メディア
*4

1･2前･後 2 ○ 1 メディア

1･2前･後 2 ○ 1 1 メディア
*1 *2 *3 *5 *8

1･2前･後 2 ○ 1 メディア
*1 *2 *5

1･2前･後 2 ○ 1 メディア
*1 *7 *8

1･2前･後 2 ○ 1 1 メディア
*2 *3 *8

1･2前･後 2 ○ 1 メディア
*7 *8

1･2前･後 2 ○ 1 1 メディア
*4

1･2前･後 2 ○ 1 メディア
*6

1･2前･後 2 ○ 1 メディア
*6 *7

1･2前･後 2 ○ 1 メディア

1･2前･後 2 ○ 1 メディア

1･2前･後 2 ○ 1 1 メディア
*3 *4

1･2前･後 2 ○ 1 1 メディア

1･2前･後 2 ○ 1 1 メディア
*1 *2 *3 *4 *5

1･2前･後 2 ○ 1 メディア

1･2前･後 2 ○ 1 メディア
*1 *2 *3

1･2前･後 2 ○ 兼2 メディア

1･2前･後 2 ○ 1 メディア
*4

1･2前･後 2 ○ 兼1 メディア

1･2前･後 2 ○ 兼1 メディア

－ 40 18 0 9 5 5 1 0 兼7 －

専任教員等の配置

備考

メディア情報文化論
政治学入門
ゲームの歴史と未来

ソーシャルメディア概論*

科目
区分

授業科目の名称

日本人はテレビをどう食べたか?～制
作現場からのテレビ映像論～
社会保障入門
スポーツビジネスのしくみ

社会学入門*

コンビニ経済学 ～コンビニを見たら
日本が分かる～
地域おこし実践論

配当年次

単位数 授業形態

就職活動実践演習
スタディスキル実践
* これらの科目で修得した単位は、ITコミュニケーションプログラムの場合、12単位を上限として専門基礎科目（選択）の卒業要件単位とみなすことができる。

小計（60科目） －

外
国
語
科
目

基礎英語Ⅰ
基礎英語Ⅱ
中級英語Ⅰ
中級英語Ⅱ

－

専
門
科
目

専
門
基
礎
科
目

ITのための基礎知識

インターネット入門

プロジェクトマネジメント入門

企業経営入門

上級英語Ⅰ－A
上級英語Ⅰ－B
上級英語Ⅱ－A
上級英語Ⅱ－B
中国語入門A
中国語入門B

会計簿記入門

経済学入門

情報端末とネットサービス入門

ビジネス法務入門

コンピュータのための基礎数学

プログラミング入門

中国語応用A
中国語応用B

小計（12科目）

起業入門

マーケティング入門

経営組織論

マクロ経済学

アルゴリズムとデータ構造

Cプログラミング演習

コンピュータ入門

インターネット技術Ⅰ

Web入門

情報セキュリティ入門

サービステクノロジー論

IoT入門

リスク管理と監査

小計（29科目） －

ソフトウェア開発論Ⅰ

情報処理のための基礎知識

UNIX入門

RPA（ロボティック・プロセス・オー
トメーション）入門

ビジネス事例から学ぶ統計入門

管理会計

【資料16】サイバー大学 基本計画書
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教
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手

3前･後 2 ○ 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 兼1 メディア

3前･後 2 ○ 1 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 メディア

3前･後 2 ○ 1 メディア

3前･後 2 ○ 2 メディア

3前･後 2 ○ 2 メディア

3前･後 2 ○ 1 兼1 メディア

3前･後 2 ○ 兼1 メディア

3前･後 2 ○ 1 メディア

－ 0 50 0 13 6 1 0 0 兼3

4前･後 2 ○ 8 6 メディア
*1 *2 *3 *4

テクノロジーコース　特別研究Ⅰ 4前･後 3 ○ 6 4 メディア

テクノロジーコース　特別研究Ⅱ 4前･後 3 ○ 6 4 メディア

ビジネスコース　ゼミナール 4前･後 2 ○ 6 2 1 メディア
*5 *6 *7

ビジネスコース　特別研究Ⅰ 4前･後 3 ○ 5 1 メディア

ビジネスコース　特別研究Ⅱ 4前･後 3 ○ 5 1 メディア

4前･後 2 ○ 2 1 1 メディア
*8

4前･後 3 ○ 1 メディア

4前･後 3 ○ 1 メディア

－ 6 18 0 14 8 2 1 0

－ 56 160 0 17 10 9 4 0 兼55

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

情報セキュリティ応用

暗号技術と情報セキュリティ

情報化社会とテクノロジー

ITプロジェクトマネジメント講義

業務アプリケーションの進化と開発

地域マーケティング論

専任教員等の配置

備考

専
門
科
目

専
門
応
用
科
目

コーポレート・ファイナンス

データベース論

ソフトウェア工学

インターネット技術Ⅱ

Web応用

情報セキュリティマネジメント

Webアプリケーション開発

統計解析とデータマイニング

AIアルゴリズム

AIプログラミング

Pythonプログラミング演習

ネットワーク実践論

商品企画論

経営戦略

ネットマーケティング論

eコマース実践論

事業創造詳論

ソフトウェア開発論Ⅱ

合計（135科目） －

学位又は称号 学士（IT総合学） 学位又は学科の分野 経済学、社会学、工学

ITプロジェクトマネジメント演習

小計（25科目） －

卒
業
研
究
科
目
※

テクノロジーコース　ゼミナール

ITコミュニケーションコース　ゼミナール

ITコミュニケーションコース　特別研究Ⅰ

ITコミュニケーションコース　特別研究Ⅱ

小計（9科目） －

*1  テクノロジーコース　ネットワークプログラム　必修科目 *5  ビジネスコース　ITマネージメントプログラム　必修科目
*2  テクノロジーコース　セキュリティプログラム　必修科目 *6  ビジネスコース　起業・経営プログラム　必修科目
*3  テクノロジーコース　ソフトウェアプログラム　必修科目 *7  ビジネスコース　ネットビジネスプログラム　必修科目

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

専門科目は、1・2年次配当の専門基礎（講義・演習）、3年次配当の専門応用（講
義・演習）、4年次配当の卒業研究の科目区分からコース・プログラムごとの必修
科目8科目16単位分（卒業研究1科目2単位を含む）を履修する。更に該当プログラ
ムで指定した6～9科目12～18単位分を選択必修科目として履修し、その他の選択
科目と併せて46単位以上を履修する。
教養科目は、プログラム共通の必修2単位、選択22単位以上を履修する。
外国語科目は、プログラム共通の必修8単位、選択4単位以上を履修する。
その他、専門科目、外国語科目、教養科目から26単位分を自由選択で履修するこ
とができる。
なお、年間履修登録単位数の上限は45単位と定めている。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

*4  テクノロジーコース　AIテクノロジープログラム　必修科目 *8  ITコミュニケーションコース　ITコミュニケーションプログラム　必修科目

※卒業研究科目は、担当教員ごとに授業科目として開講する（履修者0名の場合は休講とする）

【資料16】サイバー大学 基本計画書
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トップ > 協会概要 > 大学通信教育の現状（データ集）

大学通信教育の現状（データ集）
Data

1. 学校数・学生数・女性の比率 （文部科学省「学校基本調査報告書」令和4年度による）

学生数

女性の比率

正規の課程 その他の学生

大学 179,877 43,087 約54.7%

大学院 3,620 3,387 約42.8%

短期大学 18,881 2,449 約78.4%

2. 募集校の地域分布

太字は公益財団法人私立大学通信教育協会の加盟校。

大学

地区 校数（42） 大学

北海

道
2 北海道情報・日本医療

DATA

大学通信教育の現状（データ集）

大学・大学院・短期大学を探す 合同入学説明会

動画 通信教育 教員免許状・資格 一括資料請求

【資料17】 公益財団法人 私立大学通信教育協会「大学通信教育の現状（データ集）」
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東北 1 東北福祉

関東 24

慶應義塾・産業能率・星槎・聖徳・創価・玉川・中央・帝京・帝京平成・東京通

信・東京福祉・東京未来・日本・日本ウェルネススポーツ・日本女子・人間総合科

学・ビジネスブレークスルー・法政・放送・武蔵野・武蔵野美術・明星・八洲学

園・早稲田

中部 4 愛知産業・中部学院・新潟産業・日本福祉

近畿 9 大阪芸術・大手前・京都芸術・京都橘・近畿・姫路・神戸親和・奈良・佛教

中国 1 環太平洋

九州 2 九州保健福祉・サイバー

大学院

地区 校数（26） 大学院

北海

道

東北 1 東北福祉（M）

関東 13

桜美林（M）・星槎（M・D）・聖徳（M・D）・帝京（M）・帝京平成（M）・東京

福祉（M）・日本（M・D）・人間総合科学（M・D）・放送（M・D）・ビジネス・

ブレークスルー大学院大学（P）・武蔵野（M）・明星（M・D）・SBI大学院大学

（P）

中部 3 岐阜女子（M）・名古屋学院（M・D）・日本福祉（M・D）

近畿 5
高野山（M）・京都産業（M）・京都芸術（M）・佛教（M・D）・明治国際医療

（M）

中国 2 吉備国際（M・D）・東亜（M）

九州 1 九州保健福祉（M・D）

短期大学

地区 校数（11） 短期大学

大学・大学院・短期大学を探す 合同入学説明会

動画 通信教育 教員免許状・資格 一括資料請求

【資料17】 公益財団法人 私立大学通信教育協会「大学通信教育の現状（データ集）」

学
生

－学生確保（資料）－33－
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北海

道

東北

関東 4 小田原・自由が丘産能・聖徳・帝京

中部 1 愛知産業

近畿 3 近畿・豊岡・神戸常盤

中国

九州 1 近畿大学九州

3. 年齢 （文部科学省「学校基本調査報告書」令和4年度による。正規の課程のみ）

18～22歳 23～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

大学 17.2% 16.6% 15.9% 19.0% 17.0% 14.3%

大学院 0.3% 7.2% 20.5% 29.3% 27.0% 15.7%

短期大学 64.6% 8.5% 9.6% 9.9% 5.9% 1.5%

4. 職業 （文部科学省「学校基本調査報告書」令和4年度による。正規の課程のみ）

教員 公務員
会社(商店)

員・
銀行員等

個人営業・
自由業 無職 その他

大学 4.5% 5.8% 32.3% 6.2% 25.4% 25.8%

大学院 18.8% 8.6% 37.4% 7.2% 8.3% 19.7%

短期大学 1.3% 1.6% 15.6% 1.4% 65.7% 14.4%

5. 最終学歴 （私立大学通信教育協会「入学者調査」令和4年度による。正規の課程のみ）

大学・大学院・短期大学を探す 合同入学説明会

動画 通信教育 教員免許状・資格 一括資料請求

【資料17】 公益財団法人 私立大学通信教育協会「大学通信教育の現状（データ集）」
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高校卒業 専門学校修了 短大卒業 大学卒業 そ の 他

大学 33.0% 12.1% 12.1% 29.9% 12.9%

短期大学 83.7% 1.3% 0.6% 1.6% 12.8%

※『大学通信教育ガイド2024(大学・短大編)』の数字（比率）は誤っております。
正しくは、上記の数字（比率）です。お詫びして訂正いたします。

6. 入学の動機 （私立大学通信教育協会「入学者調査」令和4年度による。正規の課程のみ）

大卒資
格

職業資
格

知識技
術

その大
学 教養 生涯教

育
動機な

し その他

大学 31.7% 23.3% 13.0% 11.8% 8.0% 7.8% 0.1% 4.3%

短期大

学
40.8% 35.2% 7.8% 5.0% 4.8% 2.4% 0.1% 3.9%

●大卒資格＝大学卒業資格を得るため  ●職業資格＝職業上の資格を得るため  ●知識技術＝職業上の知識・技術
習得
●その大学＝その大学で学びたいため  ●教養＝教養のため  ●生涯学習＝生涯学習・再学習のため
●動機なし＝殊更に動機はない

7. 地域別 （私立大学通信教育協会「入学者調査」令和4年度による。正規の課程のみ）

北海
道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州・沖

縄 外国

大学 3.1% 4.2% 45.6% 14.3% 18.6% 3.6% 1.7% 8.7% 0.3%

大学院 2.7% 3.5% 44.6% 12.4% 23.0% 3.9% 1.8% 6.3% 1.8%

短期大

学
4.9% 5.8% 34.4% 15.6% 15.0% 3.8% 3.9% 16.4% 0.2%

大学・大学院・短期大学を探す 合同入学説明会

動画 通信教育 教員免許状・資格 一括資料請求

【資料17】 公益財団法人 私立大学通信教育協会「大学通信教育の現状（データ集）」

－学生確保（資料）－35－

https://www.uce.or.jp/
https://www.uce.or.jp/
https://www.uce.or.jp/
https://www.uce.or.jp/
https://www.uce.or.jp/
https://www.uce.or.jp/
https://www.uce.or.jp/all/
https://www.uce.or.jp/all/
https://www.uce.or.jp/all/
https://www.uce.or.jp/all/
https://www.uce.or.jp/all/
https://www.uce.or.jp/explanation/
https://www.uce.or.jp/explanation/
https://www.uce.or.jp/explanation/
https://www.uce.or.jp/explanation/
https://www.uce.or.jp/explanation/
https://www.uce.or.jp/movie/
https://www.uce.or.jp/movie/
https://www.uce.or.jp/movie/
https://www.uce.or.jp/movie/
https://www.uce.or.jp/movie/
https://www.uce.or.jp/about/
https://www.uce.or.jp/about/
https://www.uce.or.jp/about/
https://www.uce.or.jp/about/
https://www.uce.or.jp/about/
https://www.uce.or.jp/licence/
https://www.uce.or.jp/licence/
https://www.uce.or.jp/licence/
https://www.uce.or.jp/licence/
https://www.uce.or.jp/licence/
https://naruniha.com/lp/siryoseikyu_uce/
https://naruniha.com/lp/siryoseikyu_uce/
https://naruniha.com/lp/siryoseikyu_uce/
https://naruniha.com/lp/siryoseikyu_uce/
https://naruniha.com/lp/siryoseikyu_uce/


過去の入学状況 2024年11月時点

1年次入学 2年次編入学 3年次編入学

2020年度 春 560 37 232

2020年度 秋 256 26 202

2021年度 春 688 35 273

2021年度 秋 283 21 157

2022年度 春 848 36 284

2022年度 秋 159 20 98

2023年度 春 628 34 217

2023年度 秋 133 20 109

2024年度 春 490 32 156

2024年度 秋 119 14 120

入学者数
IT総合学部

【資料18】サイバー大学の入学状況

－学生確保（資料）－36－

chihiro-syukunobe
長方形



【資料19】高校留置調査_調査票・リーフレット

＜資料＞高校留置調査・調査票_高校生（1年次入学） 1－学生確保（資料）－37－



＜資料＞高校留置調査・調査票_高校生（1年次入学） 2

【資料19】高校留置調査_調査票・リーフレット

－学生確保（資料）－38－



＜資料＞高校留置調査・調査票_高校生（1年次入学） 3

【資料19】高校留置調査_調査票・リーフレット

－学生確保（資料）－39－



＜資料＞高校留置調査・調査票_高校生（1年次入学） 4

【資料19】高校留置調査_調査票・リーフレット

－学生確保（資料）－40－



No. ⾼校名 所在地 No. ⾼校名 所在地
1 ⽊造⾼等学校 ⻘森県 54 おおぞら⾼等学院新潟キャンパス 新潟県
2 下⼭学園⾼等学校 ⻘森県 55 阿賀黎明⾼等学校 新潟県
3 柏⽊農業⾼等学校 ⻘森県 56 ⻄新発⽥⾼等学校 新潟県
4 ⿊⽯⾼等学校 ⻘森県 57 豊栄⾼等学校 新潟県
5 ⼋⼾⼯業⼤学第⼀⾼等学校 ⻘森県 58 分⽔⾼等学校 新潟県
6 久慈東⾼等学校 岩⼿県 59 中条⾼等学校 新潟県
7 岩⼿⼥⼦⾼等学校 岩⼿県 60 ⾒附⾼等学校 新潟県
8 盛岡商業⾼等学校 岩⼿県 61 柏崎⼯業⾼等学校 新潟県
9 岩⼿⾼等学校 岩⼿県 62 巻総合⾼等学校 新潟県
10 盛岡⽩百合学園⾼等学校 岩⼿県 63 加茂⾼等学校 新潟県
11 ⼀関修紅⾼等学校 岩⼿県 64 柏崎総合⾼等学校 新潟県
12 盛岡⼤学附属⾼等学校 岩⼿県 65 五泉⾼等学校 新潟県
13 ⾼⽥⾼等学校 岩⼿県 66 新潟東⾼等学校 新潟県
14 ⾓⽥⾼等学校 宮城県 67 東京学館新潟⾼等学校 新潟県
15 村⽥⾼等学校 宮城県 68 新潟⻘陵⾼等学校 新潟県
16 東陵⾼等学校 宮城県 69 中越⾼等学校 新潟県
17 ⼩⽜⽥農林⾼等学校 宮城県 70 村上桜ケ丘⾼等学校 新潟県
18 佐沼⾼等学校 宮城県 71 新潟⻄⾼等学校 新潟県
19 仙台商業⾼等学校 宮城県 72 ⼩出⾼等学校 新潟県
20 東北⽣活⽂化⼤学⾼等学校 宮城県 73 開志学園⾼等学校 新潟県
21 ⿅⾓⾼等学校 秋⽥県 74 JAPANサッカーカレッジ⾼等部 新潟県
22 増⽥⾼等学校 秋⽥県 75 ⽩根⾼等学校 ⼭梨県
23 新庄神室産業⾼等学校 ⼭形県 76 吉⽥⾼等学校 ⼭梨県
24 鶴岡中央⾼等学校 ⼭形県 77 ⻑野⼥⼦⾼等学校 ⻑野県
25 新庄東⾼等学校 ⼭形県 78 ⻑野⼯業⾼等学校 ⻑野県
26 鶴岡⼯業⾼等学校 ⼭形県 79 ⻑野南⾼等学校 ⻑野県
27 東北⽂教⼤学 ⼭形城北⾼等学校 ⼭形県 80 松本筑摩⾼等学校 ⻑野県
28 ⼭形明正⾼等学校 ⼭形県 81 梓川⾼等学校 ⻑野県
29 九⾥学園⾼等学校 ⼭形県 82 伊那⻄⾼等学校 ⻑野県
30 ⽶沢中央⾼等学校 ⼭形県 83 上伊那農業⾼等学校 ⻑野県
31 惺⼭⾼等学校 ⼭形県 84 中野⻄⾼等学校 ⻑野県
32 ⼭形学院⾼等学校 ⼭形県 85 岡⾕⼯業⾼等学校 ⻑野県
33 帝京安積⾼等学校 福島県 86 上⽥染⾕丘⾼等学校 ⻑野県
34 平⼯業⾼等学校 福島県 87 加茂農林⾼等学校 岐⾩県
35 会津農林⾼等学校 福島県 88 光南⾼等学校 岡⼭県
36 福島北⾼等学校 福島県 89 南陽⾼等学校 ⼭⼝県
37 ⽩河旭⾼等学校 福島県 90 筑紫⼥学園⾼等学校 福岡県
38 あさか開成⾼等学校 福島県
39 相⾺総合⾼等学校 福島県
40 福島東稜⾼等学校 福島県
41 ⼩⾼産業技術⾼等学校 福島県
42 いわき総合⾼等学校 福島県
43 国際アート＆デザイン⼤学校⾼等課程 福島県
44 ⽇々輝学園⾼等学校 栃⽊県
45 藤岡中央⾼等学校 群⾺県
46 明聖⾼等学校 千葉県
47 千葉黎明⾼等学校 千葉県
48 ⽇本体育⼤学柏⾼等学校 千葉県
49 関東国際⾼等学校 東京都
50 向上⾼等学校 神奈川県
51 横浜創学館⾼等学校 神奈川県
52 横浜清⾵⾼等学校 神奈川県
53 クラーク記念国際⾼等学校横浜⻘葉キャンパス 神奈川県

【資料20】高校留置調査協力高校一覧

－学生確保（資料）－41－



スクリーニング調査＜社会人（1年次入学）＞

＜資料＞調査票_社会人（1年次入学） 1

↑
本調査対象者条件
↓

【資料21】社会人WEBモニタ調査_調査票

－学生確保（資料）－42－



スクリーニング調査＜社会人（1年次）＞

＜資料＞調査票_社会人（1年次入学） 2

＜本調査対象外＞

【資料21】社会人WEBモニタ調査_調査票

－学生確保（資料）－43－



スクリーニング調査＜社会人（1年次）＞

＜資料＞調査票_社会人（1年次入学） 3

↑本調査対象者条件

↑本調査対象者条件

↑本調査対象者条件

前問＝5/6回答者のうち

【資料21】社会人WEBモニタ調査_調査票

－学生確保（資料）－44－



本調査＜社会人（1年次）＞

＜資料＞調査票_社会人（1年次入学） 4

【資料21】社会人WEBモニタ調査_調査票

－学生確保（資料）－45－



本調査＜社会人（1年次）＞

＜資料＞調査票_社会人（1年次入学） 5

【資料21】社会人WEBモニタ調査_調査票

－学生確保（資料）－46－



本調査＜社会人（1年次）＞

＜資料＞調査票_社会人（1年次入学） 6

【資料21】社会人WEBモニタ調査_調査票

－学生確保（資料）－47－



スクリーニング調査票＜OC参加者・資料請求者＞

＜資料＞調査票_OC参加者・資料請求者 1

【資料22】資料請求・大学説明会参加者調査_調査票

－学生確保（資料）－48－



調査票＜OC参加者・資料請求者＞

＜資料＞調査票_OC参加者・資料請求者 2

※社会人・高校生とも対象

【資料22】資料請求・大学説明会参加者調査_調査票

－学生確保（資料）－49－



調査票＜OC参加者・資料請求者＞

＜資料＞調査票_OC参加者・資料請求者 3

↑本調査対象者条件

↑本調査対象者条件

↑本調査対象者条件

前問＝5/6回答者のうち

【資料22】資料請求・大学説明会参加者調査_調査票
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調査票＜OC参加者・資料請求者＞

＜資料＞調査票_OC参加者・資料請求者 4

【資料22】資料請求・大学説明会参加者調査_調査票
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調査票＜OC参加者・資料請求者＞

＜資料＞調査票_OC参加者・資料請求者 5

【資料22】資料請求・大学説明会参加者調査_調査票
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調査票＜OC参加者・資料請求者＞

＜資料＞調査票_OC参加者・資料請求者 6

【資料22】資料請求・大学説明会参加者調査_調査票
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調査票＜OC参加者・資料請求者＞

＜資料＞調査票_OC参加者・資料請求者 7

【資料22】資料請求・大学説明会参加者調査_調査票

－学生確保（資料）－54－



開志創造大学 情報デザイン学部
情報デザイン学科
［通信教育課程］

（仮称・設置構想中）
学生確保アンケート調査

【2026年設置：社会人・高校生の1年次入学意向】

調査結果報告書

2025年2月

株式会社リクルート

株式会社アンド・ディ

開志創造大学 御中
【資料23】学生確保アンケート調査_1年次_報告書

－学生確保（資料）－55－



▶新設組織の概要
• 情報デザイン学部情報デザイン学科［通信教育課程］

• 1年次 入学定員 800名 ※2026年開設

• 3年次 編入学定員 200名 ※2028年開設

目次

2開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次入学／社会人・高校生＞1

2

3
• 入学意向者数：1年次入学 4

• 入学意向まとめ ＜高校生＞ 5

• 入学意向まとめ ＜社会人＞ 6

• 単純集計：1年次入学＜高校生＞ 7

• 単純集計：1年次入学＜社会人＞ 9

• 調査目的

20２6年４月1年次入
学、2028年4月3年次編入）の設置について、周辺エリアに所在する高校の２年生および全国の社会人に受
験意向・入学意向をアンケート調査し、学生確保の見通しを確認する。

＜社会人対象＞

大学保有リスト調査 オンライン大学説明会調査 社会人Webモニタ調査

資料請求者に対し、DMで調査を依頼し、WEB画面にて回
答

オンライン大学説明会への参加者に対し、情報デザイン学
部情報デザイン学科に関する説明を行ったうえで、WEB

画面にて回答
一般のインターネットパネルを利用した調査

大学への資料請求者のうち、
社会人

オンライン大学説明会に参加した社会人 20～59歳の高校卒業以上の学生・社会人

2024年12月～2025年2月 2024年12月～2025年2月 2024年12月

スクリーニング調査 190件 20件 486,838件
本調査 146件 17件 240,288件

※本調査は重複回答を除く ※本調査は重複回答を除く ※本調査は重複回答を除く

＜高校生対象＞

大学保有リスト調査 オンライン大学説明会調査 高校留置調査

資料請求者に対し、DMで調査を依頼し、WEB画面にて回
答

オンライン大学説明会への参加者に対し、情報デザイン学
部情報デザイン学科に関する説明を行ったうえで、WEB

画面にて回答

調査対象校に事前に調査協力を依頼し、応諾を得た対象
校へ調査票・リーフレットを送付、ホームルームなどで配布･

回収

大学への資料請求者のうち、
高校生2年生

オンライン大学説明会に参加した高校２年生
情報デザイン学部情報デザイン学科[通信教育課

程]への進学が想定される高校２年生

2024年12月～2025年2月 2024年12月～2025年2月 2024年12月

145件 26件 9,088件
※重複回答を除く ※重複回答を除く ※重複回答を除く

株式会社アンド・ディ

有効回答数

調査方法

調査対象

調査期間

有効回答数

調査機関

報告書作成 株式会社リクルート、株式会社アンド・ディ

調査方法

調査対象

調査期間

【資料23】
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＜調査結果＞

【資料23】

－学生確保（資料）－57－



入学意向者数：1年次入学
• 情報デザイン学部情報デザイン学科［通信教育課程］（1年次入学定員

800名）への受験・入学意向者は977人。
＜高校生調査＞ 高校卒業後に大学進学を希望する5,267人のうち

• 上記のうち、希望する大学の設置者で「私立」を選択したのは4,366人であった。

• また、興味のある学問分野を複数回答で尋ねたところ、情報デザイン学部情報デザイン学科の関連分
野である「【工学】その他（情報学、情報デザイン学、データサイエンス学、情報システムデザイン学、コン
ピュータ情報学など）」を選択したのは583人であった。

• さらに、情報デザイン学部情報デザイン学科への受験意向を尋ねたところ、「第一志望として受験する」
と回答したのは67人、入学意向を尋ねたところ、「入学する」と回答したのは64人であった。

＜社会人調査＞大学入学資格があり、かつキャリアアップや資格取得のための自己学習の経験者または意
向者240,451人のうち、学習のために今後大学（通信教育）への進学を希望する者は78,244人

• 上記のうち、希望する大学の設置者で「私立」を選択したのは62,630人であった。

• また、興味のある学問分野を複数回答で尋ねたところ、環境デザイン学部環境デザイン学科の関連分
野である「【工学】その他（情報学、情報デザイン学、データサイエンス学、情報システムデザイン学、コン
ピュータ情報学など）」を選択したのは10,127人であった。

• さらに、情報デザイン学部情報デザイン学科への受験意向を尋ねたところ、「第一志望として受験する」
と回答したのは2,551人。入学意向を尋ねたところ、2026年に「入学する」と回答したのは913人で
あった。

• 以上の通り、高校生と社会人を合計すると、全体では977人が情報デザイン学部情報デザイン学科の
受験・入学意向を示しており、入学定員（800名）を上回った。

開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次入学／社会人・高校生＞1 4

※表内の（％）は「全体」に対する割合

全体
有効回答

数

大学入学
資格

自己学習
経験・意向

あり

大学
進学希望

私立希望
関連分野

希望

(※1） （※2） （※3） （※4） 構成比 （※5） 構成比

※2026年入学希望者のみ

第一志望として受験する 2,551人 38.4% 913人 67.6% ➤

410,463人 240,451人 78,244人 62,630人 10,127人

第二志望として受験する 2,006人 30.2% 241人 17.8%

(84.3%) (49.4%) (16.1%) (12.9%) ( 2.1%)
第三志望として受験する 2,084人 31.4% 197人 14.6%

6,641人 100.0% 1,351人 100.0%
( 1.4%) ( 0.3%)

第一志望として受験する 67人 23.6% 64人 25.2% ➤

5,267人 4,366人 583人
第二志望として受験する 67人 23.6% 48人 18.9%

(56.9%) (47.2%) ( 6.3%)
第三志望として受験する 150人 52.8% 142人 55.9%

284人 100.0% 254人 100.0%
( 3.1%) ( 2.7%)

※1：大学入学資格 ※４：「情報デザイン学部情報デザイン学科」の関連分野 ※5：編入学意向者（2028年）

入学定員

➤ ➤ ➤

受験意向あり

受験意向（志望度別）
入学する

（入学意向者数）
入学

意向者
合計

800名

社
会
人
調
査

487,048人 ➤ ➤ ➤➤

高
校
生
調
査

9,259人 ※条件なし ➤➤
※高校卒

業予定者の
ため全員

※2：自己学習経験・意向あり
これまでにキャリアアップや資格取得のための自己学習
をしたことがあるか、今後学びたいと考えている者

※3：大学進学希望
これからのキャリアアップや資格取得のための自己学習
でインターネットによる通信教育で学ぶ場合に利用したい
教育機関について「大学」と回答した者／かつ新設組織の
アンケートにこれまで回答したことがない者

➤

【工学】 その他（情報学、情報デザイン学、データサイエンス学、情報システムデ
ザイン学、コンピュータ情報学など）

「第一志望として受験する」層のうち「入学する」、
「第二志望として受験する」と「第三志望以降として
受験する」層のうち「志望順位が上位の他の志望校
が不合格の場合に入学する」と回答した者を意向者
とした

➤

「高校卒業以上、もしくは大学入学資格を持っている」と回
答した者

977人

受験意向あり

➤➤

【資料23】
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入学意向者まとめ ＜社会人＞
• 第一志望受験の入学意向者についてプロフィールを確認すると、

• 性別をみると、第一志望受験の入学意向者913人のうち、男性が636人、女性が270人と、男性の方が
人数が多い。

• 年齢は40～49歳が269人で最も多いものの、30代から50代がいずれも250人前後となっており、幅
広い年代で意向があることがわかる。

• 居住エリアは、南関東が最も多く396人、次いで関西138人が多い。

• 就業状況別にみると、就業者が864人に上っており、現在就業中の社会人が94.6％を占める。

• また、業種別にみると、ソフトウエア・情報サービス業の従事者が75名、それ以外の業種が合計で567
人となっている。

開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次入学／社会人・高校生＞1 5

＜社会人＞ 性別 年代 居住地 居住地 調査手法

情報デザイン学部
情報デザイン学科

調査数

男
性

女
性

そ
の
他
・
不
明

2
0
～
2
9
歳

3
0
～
3
9
歳

4
0
～
4
9
歳

5
0
～
5
9
歳

甲
信
越

新
潟

山
梨

長
野

北
海
道

東
北

北
関
東

南
関
東

北
陸

東
海

関
西

中
国
・
四
国

九
州
・
沖
縄

大
学
保
有
リ
ス
ト
調

査 オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
説

明
会
調
査

社
会
人
Ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ

タ
調
査

2026年・１年次入学意向者 N 1351 943 393 15 211 316 416 408 36 21 6 9 50 78 73 590 18 128 206 71 101 32 7 1312
％ 69.8 29.1 1.1 15.6 23.4 30.8 30.2 2.7 1.6 0.4 0.7 3.7 5.8 5.4 43.7 1.3 9.5 15.2 5.3 7.5 2.4 0.5 97.1
N 913 636 270 7 157 238 269 249 18 13 2 3 36 54 50 396 11 91 138 51 68 26 5 882
％ 69.7 29.6 0.8 17.2 26.1 29.5 27.3 2.0 1.4 0.2 0.3 3.9 5.9 5.5 43.4 1.2 10.0 15.1 5.6 7.4 2.8 0.5 96.6
N 241 166 72 3 33 50 72 86 12 5 2 5 9 11 10 110 5 23 34 8 19 5 1 235
％ 68.9 29.9 1.2 13.7 20.7 29.9 35.7 5.0 2.1 0.8 2.1 3.7 4.6 4.1 45.6 2.1 9.5 14.1 3.3 7.9 2.1 0.4 97.5
N 197 141 51 5 21 28 75 73 6 3 2 1 5 13 13 84 2 14 34 12 14 1 1 195
％ 71.6 25.9 2.5 10.7 14.2 38.1 37.1 3.0 1.5 1.0 0.5 2.5 6.6 6.6 42.6 1.0 7.1 17.3 6.1 7.1 0.5 0.5 99.0

＜社会人＞ 就業状況・業種 関心のある分野

情報デザイン学部
情報デザイン学科

調査数

就
業
者
・
そ
の
他
・
計

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・
情
報

サ
ー
ビ
ス
業

上
記
以
外
の
業
種
・
計

非
就
業
者
・
計

私
立

国
立

公
立

【
工
学
】
そ
の
他

【
工
学
】
電
気
通
信
工
学

【
工
学
】
経
営
工
学

【
工
学
】
機
械
工
学
、
土
木
建

築
工
学
、
応
用
化
学

【
理
学
】
数
学
・
物
理
学
・
化

学
・
生
物
学

【
農
学
】
農
学
・
水
産
学

【
人
文
科
学
】
文
学
・
哲
学
・

史
学

【
社
会
科
学
】
法
学
・
政
治

学
・
商
学
・
経
済
学
・
社
会
学

【
保
健
】
医
学
・
歯
学
・
薬

学
・
看
護
学

【
家
政
】
家
政
学
・
食
物
学
・

被
服
学

【
教
育
】
教
育
学
・
教
員
養
成

【
芸
術
】
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
・

音
楽

【
そ
の
他
】
教
養
学
・
国
際
学

な
ど

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

2026年・１年次入学意向者 N 1351 1273 124 824 78 1351 989 848 1351 460 449 387 324 289 309 454 274 254 244 370 272 0
％ 94.2 9.2 61.0 5.8 100.0 73.2 62.8 100.0 34.0 33.2 28.6 24.0 21.4 22.9 33.6 20.3 18.8 18.1 27.4 20.1 ―
N 913 864 75 567 49 913 659 559 913 370 346 312 266 228 255 325 222 210 202 281 206 0
％ 94.6 8.2 62.1 5.4 100.0 72.2 61.2 100.0 40.5 37.9 34.2 29.1 25.0 27.9 35.6 24.3 23.0 22.1 30.8 22.6 ―
N 241 226 28 135 15 241 172 139 241 48 52 45 29 30 27 63 24 23 25 49 28 0
％ 93.8 11.6 56.0 6.2 100.0 71.4 57.7 100.0 19.9 21.6 18.7 12.0 12.4 11.2 26.1 10.0 9.5 10.4 20.3 11.6 ―
N 197 183 21 122 14 197 158 150 197 42 51 30 29 31 27 66 28 21 17 40 38 0
％ 92.9 10.7 61.9 7.1 100.0 80.2 76.1 100.0 21.3 25.9 15.2 14.7 15.7 13.7 33.5 14.2 10.7 8.6 20.3 19.3 ―

※1：条件付き入学意向者：各志望順位での受験意向があり、かつ「志望順位が上位の志望校が不合格の場合に入学する」と回答した者
※2：新設組織の関連分野『【工学】その他』は、調査票上では「【工学】その他（情報学、情報デザイン学、データサイエンス学、情報システムデザイン学、コンピュータ情報学など）」として提示
※表内の％は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある PROFILE_社01

  条件付き入学意向者（第
三志望受験）※1

  条件付き入学意向者（第
二志望受験）※1

  入学意向者（第一志望受
験）

希望する学校の設置者

  入学意向者（第一志望受
験）

  条件付き入学意向者（第
三志望受験）※1

  条件付き入学意向者（第
二志望受験）※1

【資料23】
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入学意向まとめ＜高校生＞
• 第一志望受験の入学意向者についてプロフィールを確認すると、

• 性別をみると、第一志望受験の入学意向者64人のうち、男性が40人、女性が22人と、男性の方が人
数が多い。

• 高校所在地は、学部設置予定地である新潟県が最も多く、次いで東北が多い。

開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次入学／社会人・高校生＞1 6

＜高校生＞ 性別 高校所在地 調査手法

情報デザイン学部
情報デザイン学科

調査数

男
性

女
性

そ
の
他
・
不
明

甲
信
越

新
潟

山
梨

長
野

北
海
道

東
北

北
関
東

南
関
東

北
陸

東
海

関
西

中
国
・
四
国

九
州
・
沖
縄

そ
の
他
・
不
明

大
学
保
有
リ
ス
ト
調

査 オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
説

明
会
調
査

高
校
留
置
調
査

入学意向者・計 N 254 177 70 7 126 97 0 29 1 80 8 39 0 0 0 0 0 0 14 2 238
％ 69.7 27.6 2.8 49.6 38.2 ― 11.4 0.4 31.5 3.1 15.4 ― ― ― ― ― ― 5.5 0.8 93.7
N 64 40 22 2 53 52 0 1 0 9 0 2 0 0 0 0 0 0 1 1 62
％ 62.5 34.4 3.1 82.8 81.3 ― 1.6 ― 14.1 ― 3.1 ― ― ― ― ― ― 1.6 1.6 96.9
N 48 38 10 0 15 11 0 4 0 24 1 8 0 0 0 0 0 0 3 1 44
％ 79.2 20.8 ― 31.3 22.9 ― 8.3 ― 50.0 2.1 16.7 ― ― ― ― ― ― 6.3 2.1 91.7
N 142 99 38 5 58 34 0 24 1 47 7 29 0 0 0 0 0 0 10 0 132
％ 69.7 26.8 3.5 40.8 23.9 ― 16.9 0.7 33.1 4.9 20.4 ― ― ― ― ― ― 7.0 ― 93.0

＜高校生＞ 関心のある分野

情報デザイン学部
情報デザイン学科

調査数

私
立

国
立

公
立

【
工
学
】
そ
の
他
　
※
2

【
工
学
】
電
気
通
信
工
学

【
工
学
】
経
営
工
学

【
工
学
】
機
械
工
学
、
土
木
建

築
工
学
、
応
用
化
学

【
理
学
】
数
学
・
物
理
学
・
化

学
・
生
物
学

【
農
学
】
農
学
・
水
産
学

【
人
文
科
学
】
文
学
・
哲
学
・

史
学

【
社
会
科
学
】
法
学
・
政
治

学
・
商
学
・
経
済
学
・
社
会
学

【
保
健
】
医
学
・
歯
学
・
薬

学
・
看
護
学

【
家
政
】
家
政
学
・
食
物
学
・

被
服
学

【
教
育
】
教
育
学
・
教
員
養
成

【
芸
術
】
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
・

音
楽

【
そ
の
他
】
教
養
学
・
国
際
学

な
ど

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

入学意向者・計 N 254 254 85 119 254 48 45 37 25 11 18 32 24 10 17 44 12 0
％ 100.0 33.5 46.9 100.0 18.9 17.7 14.6 9.8 4.3 7.1 12.6 9.4 3.9 6.7 17.3 4.7 ―
N 64 64 14 21 64 15 18 13 8 4 4 9 11 6 9 7 8 0
％ 100.0 21.9 32.8 100.0 23.4 28.1 20.3 12.5 6.3 6.3 14.1 17.2 9.4 14.1 10.9 12.5 ―
N 48 48 14 23 48 12 8 7 3 2 5 4 4 1 4 7 0 0
％ 100.0 29.2 47.9 100.0 25.0 16.7 14.6 6.3 4.2 10.4 8.3 8.3 2.1 8.3 14.6 ― ―
N 142 142 57 75 142 21 19 17 14 5 9 19 9 3 4 30 4 0
％ 100.0 40.1 52.8 100.0 14.8 13.4 12.0 9.9 3.5 6.3 13.4 6.3 2.1 2.8 21.1 2.8 ―

※1：条件付き入学意向者：各志望順位での受験意向があり、かつ「志望順位が上位の志望校が不合格の場合に入学する」と回答した者
※2：新設組織の関連分野『【工学】その他』は、調査票上では「【工学】その他（情報学、情報デザイン学、データサイエンス学、情報システムデザイン学、コンピュータ情報学など）」として提示
※表内の％は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある PROFILE_高01

  条件付き入学意向者
（第三志望以降受験）※1

  入学意向者
（第一志望受験）
  条件付き入学意向者
（第二志望受験）※1
  条件付き入学意向者
（第三志望以降受験）※1

希望する学校の設置者

  入学意向者
（第一志望受験）
  条件付き入学意向者
（第二志望受験）※1
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単純集計：1年次入学＜社会人＞①
▶スクリーニング調査の有効回答（487,048件）の単純集計

開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次入学／社会人・高校生＞1 7

■性別
SC1．あなたの性別をお答えください。
【全体／単一回答】 ＜社会人・1年次入学に関する調査＞

男性 女性 その他 回答しない
N 239219 238058 1192 8579
％ 49.1 48.9 0.2 1.8

(n=487048)全体

■調査種別
A1．調査種別
【全体／単一回答】 ＜社会人・1年次入学に関する調査＞

大学保有リスト
調査

オンライン大学
説明会調査

社会人Ｗｅｂモ
ニタ調査

N 190 20 486838
％ 0.0 0.0 100.0

(n=487048)全体

■年代
SC2．あなたの年代をお答えください。
【全体／単一回答】 ＜社会人・1年次入学に関する調査＞

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳

N 22463 33242 43272 54408 68736 81189 99686 84052
％ 4.6 6.8 8.9 11.2 14.1 16.7 20.5 17.3

(n=487048)全体

■居住エリア
SC3．現在住んでいる都道府県をお答えください。
【全体／単一回答】 ＜社会人・1年次入学に関する調査＞

甲信越

新潟 山梨 長野

北海道 東北 北関東 南関東 北陸 東海 関西 中国・
四国

九州・
沖縄

N 15592 7476 2262 5854 22912 30471 23772 159398 9824 59133 85194 38007 42562
％ 3.2 1.5 0.5 1.2 4.7 6.3 4.9 32.7 2.0 12.1 17.5 7.8 8.7

(n=487048)全体

■職業
SC4．職業をお答えください。
【全体／単一回答】 ＜社会人・1年次入学に関する調査＞

会社員 パー
ト・ア
ルバイ

ト

会社役
員・管
理職

公務
員・団
体職員

派遣・
契約社

員

自営業 自由
業・専
門職

無職 専業主
婦・専
業主夫

専門学
校生・
短期大
学生・

高校生 その他

N 217902 83704 13295 28416 23048 17625 15202 28705 41759 8997 0 8395
％ 44.7 17.2 2.7 5.8 4.7 3.6 3.1 5.9 8.6 1.8 ― 1.7

(n=487048)全体

■就業先の業種
SC5．就業先の業種をお答えください。
【就業者／単一回答】 ＜社会人・1年次入学に関する調査＞

農
業
・
林
業
・
漁

業
・
鉱
業

建
設
業

製
造
業

出
版
・
印
刷
関
連

産
業

電
気
・
ガ
ス
・
熱

供
給
・
水
道
業

運
送
・
輸
送
業

旅
行
業

電
気
通
信
業

卸
売
・
小
売
業

飲
食
店

金
融
業

保
険
業

不
動
産

サ
ー
ビ
ス
業

放
送
業

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・

情
報
サ
ー
ビ
ス
業

調
査
・
広
告
代
理

業 医
療
業

協
同
組
合
・
教
育

関
連
・
公
務
員

そ
の
他
・
不
明

N 4234 20362 59741 3247 5703 22861 1495 4040 38565 11327 8056 5494 6270 47580 1165 16689 2612 31153 32465 42808
％ 1.2 5.6 16.3 0.9 1.6 6.2 0.4 1.1 10.5 3.1 2.2 1.5 1.7 13.0 0.3 4.6 0.7 8.5 8.9 11.7

(n=365867)就業者

表内の%は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある。
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単純集計：1年次入学＜社会人＞②
▶スクリーニング調査の有効回答（487,048件）の単純集計

開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次入学／社会人・高校生＞1 8

■大学3年次への編入資格の有無

【社会人／単一回答】 ＜社会人・1年次入学に関する調査＞
高校卒業以上、
もしくは大学入
学資格を持って

いる

上記にあてはま
らない

N 410463 67588
％ 85.9 14.1

※社会人：大学生・専門学校生を除く全体

(n=478051)全体

SC8．あなたは高校卒業以上、もしくは大学入学資格（高卒認定試験、旧大検）をお
持ちですか？

■キャリアアップ・資格取得のための自己学習実態・意向
SC9．あなたは、キャリアアップや資格取得のための自己学習をしていますか。またはしたいと思っていますか。
【大学入学有資格者／単一回答】 ＜社会人・1年次入学に関する調査＞

すでに自己
学習をして

いる

これから自
己学習をし
ようと思っ

ている

自己学習を
する準備

（資料請求
など）をし

ている

興味はある
が、時間・
費用などの
点で迷って

いる

興味はある
が、あえて
自己学習を
しようとは
思っていな

い

キャリア
アップや資
格取得には
興味がない

N 72436 32272 9059 90780 66530 139386
％ 17.6 7.9 2.2 22.1 16.2 34.0

(n=410463)全体

■インターネットでの学習意向

【自己学習への低関心層／単一回答】 ＜社会人・1年次入学に関する調査＞
学んだこと

がある
学びたいと
思っている

学んだこと
はないが、
大いに興味

はある

学んだこと
はないが、
ある程度興
味はある

学んだこと
はなく、あ
まり興味も

ない

インター
ネットによ
る通信教育
には全く興
味がない

N 13464 2841 4258 27368 56046 101939
％ 6.5 1.4 2.1 13.3 27.2 49.5

(n=205916)自己学習への低関心層

SC10．あなたは、インターネットによる通信教育で学んだことがありますか。またはインターネットによる通信教育で学ぶこ
とに興味がありますか。（回答は1つ）

表内の%は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある。
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単純集計：1年次入学＜社会人調査＞③
▶本調査の有効回答（240,451件）の単純集計

※本調査の集計は、これまでにキャリアアップや資格取得のための自己学習の経験がある・または今後学びたいと
考えている者 かつ 本アンケートへの回答経験のない者のみで集計

開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次入学／社会人・高校生＞1 9

■利用したい教育機関

【全体／複数回答】 ＜社会人・1年次入学に関する調査＞
大学 短期大学 専門職大学 専門職短期大

学
専門学校 学校以外の社

会通信教育機
関（民間企業
の通信教育講

座など）

あてはまるも
のはない

N 78244 10504 17753 8346 35837 157817 4815
％ 32.5 4.4 7.4 3.5 14.9 65.6 2.0

(n=240451)全体

Q1．あなたが、これからキャリアアップや資格取得のための自己学習などでインターネットによる通信教育で学ぶ場合、どのような教育機関で学ぶことを考
えますか。（回答はいくつでも）

■希望する設置者

【大学・短期大学・専門職大学・専門職短期大学進学希望者／複数回答】
＜社会人・1年次入学に関する調査＞

私立 国立 公立

N 68350 45367 35380
％ 76.3 50.6 39.5

(n=89607)
大学・短期大学・専門職大学・
専門職短期大学進学希望者

Q2．あなたの、志望する大学等の設置者の希望を選択してください。（回答はいくつでも）

■興味のある学問分野
Q3．あなたの、学びたいと考えている興味のある学問分野を以下の中から選択してください。（回答はいくつでも）
【大学・短期大学・専門職大学・専門職短期大学進学希望者／複数回答】 ＜社会人・1年次入学に関する調査＞

【
工
学
】
そ
の
他
※
1

【
工
学
】
電
気
通
信
工

学 【
工
学
】
経
営
工
学

【
工
学
】
機
械
工
学
、

土
木
建
築
工
学
、
応
用

化
学

【
理
学
】
数
学
・
物
理

学
・
化
学
・
生
物
学

【
農
学
】
農
学
・
水
産

学 【
人
文
科
学
】
文
学
・

哲
学
・
史
学

【
社
会
科
学
】
法
学
・

政
治
学
・
商
学
・
経
済

学
・
社
会
学

【
保
健
】
医
学
・
歯

学
・
薬
学
・
看
護
学

【
家
政
】
家
政
学
・
食

物
学
・
被
服
学

【
教
育
】
教
育
学
・
教

員
養
成

【
芸
術
】
美
術
・
デ
ザ

イ
ン
・
音
楽

【
そ
の
他
】
教
養
学
・

国
際
学
な
ど

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な

い

N 13878 7376 6969 7570 5609 5739 10461 18329 11363 7128 9422 10100 10331 18779
％ 15.5 8.2 7.8 8.4 6.3 6.4 11.7 20.5 12.7 8.0 10.5 11.3 11.5 21.0

(n=89607)
大学・短期大学・専門職大学・
専門職短期大学進学希望者

※1：新設組織の関連分野「【工学】その他」は、調査票上では「【工学】その他（情報学、情報デザイン学、データサイエンス学、情報
システムデザイン学、コンピュータ情報学など）」として提示

■アンケートへの回答経験

【全体／単一回答】 ＜社会人・1年次入学に関する調査＞
ない（今回が

初めて）
ある

N 240451 0
％ 100.0 ―

(n=240451)全体

Q9．開志創造大学 情報デザイン学部 情報デザイン学科（仮称・設置構想中）への受
験や入学意向を尋ねるアンケートに2024年11月以降に回答したことはありますか。

表内の%は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある。
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単純集計：1年次入学＜社会人＞④
▶本調査の有効回答（240,451件）の単純集計

※本調査の集計は、これまでにキャリアアップや資格取得のための自己学習の経験がある・または今後学びたいと
考えている者 かつ 本アンケートへの回答経験のない者のみで集計

開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次入学／社会人・高校生＞1 10

■受験意向（2026年開設・1年次入学に関して）

【大学進学希望者／単一回答】 ＜社会人・1年次入学に関する調査＞
第一志望とし
て受験する

第二志望とし
て受験する

第三志望以降
として受験す

る

受験しない

N 13702 10607 12790 41145
％ 17.5 13.6 16.3 52.6

(n=78244)大学進学希望者

Q4．あなたは、開志創造大学情報デザイン学部 情報デザイン学科［通信教育課程］（仮称・設置構想中）が開設さ
れた場合、受験を希望しますか。（回答は1つ）

■入学意向（2026年開設・1年次入学に関して）

【大学進学希望者かつ受験意向者／単一回答】 ＜社会人・1年次入学に関する調査＞
入学する 志望順位が上

位の他の志望
校が不合格の
場合に入学す

る

入学しない

N 12792 21538 2769
％ 34.5 58.1 7.5

(n=37099)大学進学希望者かつ受験意向者

Q5．あなたは、開志創造大学情報デザイン学部 情報デザイン学科［通信教育課程］（仮称・設置構
想中）を受験して合格した場合、入学を希望しますか。（回答は1つ）【受験意向者ベース】

■入学意向（2026年開設・1年次入学に関して）

【受験意向者かつ入学意向者／単一回答】 ＜社会人・1年次入学に関する調査＞
２０２６年度 ２０２７年度 ２０２８年度 それ以降

N 7743 9544 5000 12043
％ 22.6 27.8 14.6 35.1

(n=34330)受験意向者かつ入学意向者

Q6．あなたが、開志創造大学情報デザイン学部 情報デザイン学科［通信教育課程］（仮称・設置構
想中）への入学を希望するのは、いつですか。（回答は1つ）【受験意向者かつ入学意向者ベース】

表内の%は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある。
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単純集計：1年次入学＜高校生＞①
▶有効回答（9,259件）の単純集計

開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次入学／社会人・高校生＞1 11

■性別
F1．あなたの性別をお答えください。（ひとつに〇）
【全体／単一回答】

男性 女性 その他 回答しない 無回答

N 4439 4536 22 252 10
％ 47.9 49.0 0.2 2.7 0.1

(n=9259)全体

■高校所在地
F5．高校所在地
【全体／単一回答】

甲信越

新潟 山梨 長野

北海道 東北 北関東 南関東 北陸 東海 関西 中国・
四国

九州・
沖縄

その
他・不

明

N 3298 2604 5 689 3 3934 131 1818 4 6 4 3 55 3
％ 35.6 28.1 0.1 7.4 ― 42.5 1.4 19.6 ― 0.1 ― ― 0.6 ―

(n=9259)全体

■高校設置者
F6．高校設置者
【全体／単一回答】

公立 私立 その他・不明

N 4538 4718 3
％ 49.0 51.0 ―

(n=9259)全体

■高校卒業後の希望進路
Q1．高校卒業後の希望進路を教えてください。
【全体／複数回答】

大学 短期大学 専門職大
学

専門職短
期大学

専門学校 就職 その他 無回答

N 5267 740 456 140 2968 1738 186 31
％ 56.9 8.0 4.9 1.5 32.1 18.8 2.0 0.3

(n=9259)全体

■志望する大学の設置者
Q2．志望する大学の種類を教えてください
【大学・短期大学・専門職大学・専門職短期大学進学希望者／複数回答】

私立 国立 公立 無回答

N 4745 1524 1719 43
％ 82.0 26.3 29.7 0.7

(n=5789)
大学・短期大学・専門職大学・専門
職短期大学進学希望者

■調査種別
A1．調査種別
【全体／単一回答】

大学保有リスト
調査

オンライン大学
説明会調査

高校留置調査

N 145 26 9088
％ 1.6 0.3 98.2

(n=9259)全体

表内の%は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある。
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単純集計：1年次入学＜高校生＞②
▶有効回答（9,259件）の単純集計

開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次入学／社会人・高校生＞1 12

■興味のある学問分野
Q3．高校卒業後に学びたいと考えている、興味のある学問分野を次の中から選択してください。
【大学・短期大学・専門職大学・専門職短期大学進学希望者／複数回答】

【
工
学
】
そ
の
他
※
1

【
工
学
】
電
気
通
信
工

学 【
工
学
】
経
営
工
学

【
工
学
】
機
械
工
学
、

土
木
建
築
工
学
、
応
用

化
学

【
理
学
】
数
学
・
物
理

学
・
化
学
・
生
物
学

【
農
学
】
農
学
・
水
産

学 【
人
文
科
学
】
文
学
・

哲
学
・
史
学

【
社
会
科
学
】
法
学
・

政
治
学
・
商
学
・
経
済

学
・
社
会
学

【
保
健
】
医
学
・
歯

学
・
薬
学
・
看
護
学

【
家
政
】
家
政
学
・
食

物
学
・
被
服
学

【
教
育
】
教
育
学
・
教

員
養
成

【
芸
術
】
美
術
・
デ
ザ

イ
ン
・
音
楽

【
そ
の
他
】
教
養
学
・

国
際
学
な
ど

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な

い 無
回
答

N 747 227 379 418 406 224 815 1296 1197 374 880 696 537 677 0
％ 12.9 3.9 6.5 7.2 7.0 3.9 14.1 22.4 20.7 6.5 15.2 12.0 9.3 11.7 ―

(n=5789)
大学・短期大学・専門職大学・専門
職短期大学進学希望者

※1：新設組織の関連分野「【工学】その他」は、調査票上では「【工学】その他（情報学、情報デザイン学、データサイエンス学、情報システムデザイン
学、コンピュータ情報学など）」として提示

■新設組織の受験意向

【大学進学希望者／単一回答】
第一志望として

受験する
第二志望として

受験する
第三志望以降と

して受験する
受験しない 無回答

N 134 122 385 4586 40
％ 2.5 2.3 7.3 87.1 0.8

(n=5267)大学進学希望者

Q4．開志創造大学  情報デザイン学部  情報デザイン学科[通信教育課程]（仮称・設置構想中）が開設された場合、あなたは受験を希望しますか。（ひと
つに〇）

■回答経験

【全体／単一回答】
ない（今回が

初めて）
ある 無回答

N 9259 0 0
％ 100.0 ― ―

(n=9259)全体

F2．開志創造大学 情報デザイン学部 情報デザイン学科［通信教育課程］（仮称・設置構想中）への受
験や入学意向を尋ねるアンケートに回答したことはありますか。（ひとつに◯）

■入学意向

【大学進学希望者かつ受験意向者／単一回答】
入学する 志望順位が上位

の他の志望校が
不合格の場合に

入学する

入学しない 無回答

N 161 422 49 9
％ 25.1 65.8 7.6 1.4

(n=641)大学進学希望者かつ受験意向者

Q5．開志創造大学 情報デザイン学部 情報デザイン学科［通信教育課程］（仮称・設置構想中）を受験して合格した場合、入学を希望
しますか。（ひとつに◯）【受験意向者ベース】

表内の%は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある。
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スクリーニング調査＜社会人（3年次編入学）＞

＜資料＞調査票_社会人（3年次編入学） 1

↑
本調査対象者条件
↓

【資料24】３年次編入学調査_調査票

－学生確保（資料）－67－



スクリーニング調査＜社会人（3年次編入学）＞

＜資料＞調査票_社会人（3年次編入学） 2

＜本調査対象外＞

【資料24】３年次編入学調査_調査票
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スクリーニング調査＜社会人（3年次編入学）＞

＜資料＞調査票_社会人（3年次編入学） 3

↑本調査対象者条件

↑本調査対象者条件

↑本調査対象者条件

前問＝5/6回答者のうち

【資料24】３年次編入学調査_調査票
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本調査＜社会人（3年次編入学）＞

＜資料＞調査票_社会人（3年次編入学） 4
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本調査＜社会人（3年次編入学）＞

＜資料＞調査票_社会人（3年次編入学） 5
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本調査＜社会人（3年次編入学）＞

＜資料＞調査票_社会人（3年次編入学） 6

【資料24】３年次編入学調査_調査票
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本調査＜社会人（3年次編入学）＞

＜資料＞調査票_社会人（3年次編入学） 7
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開志創造大学 情報デザイン学部
情報デザイン学科
［通信教育課程］

（仮称・設置構想中）
学生確保アンケート調査

【2028年設置・3年次編入学意向】

調査結果報告書

2025年2月

株式会社リクルート

株式会社アンド・ディ

開志創造大学 御中
【資料25】学生確保アンケート調査_3年次_報告書

－学生確保（資料）－74－



▶新設組織の概要
• 情報デザイン学部情報デザイン学科［通信教育課程］

• 1年次 入学定員 800名 ※2026年開設

• 3年次 編入学定員 200名 ※2028年開設

目次
•目次 2

＜調査結果＞ 3
•入学意向者数：3年次編入学（2028年設置） 4

•入学意向まとめ：3年次編入学（2028年設置） 5

•単純集計：3年次編入学（2028年設置） 7

【調査概要】
• 調査目的

開志創造大学が計画している情報デザイン学部情報デザイン学科［通信教育課程］（20２6年４月1年次入
学、2028年4月3年次編入）の設置について、編入学資格を持つ社会人に受験意向・入学意向をアンケート
調査し、学生確保の見通しを確認する。

• 調査概要

開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次編入学・社会人＞3 2

＜3年次編入に関する調査＞
法人の保有リストに対するWeb調査 社会人Web調査

法人の保有するリストを用いたインターネット調査 一般のインターネットパネルを利用した調査

法人の保有するリスト 20～59歳の高校卒業以上の学生・社会人

2024年12月～2025年2月 2024年12月～2025年１月

スクリーニング調査 385件 67,503件
本調査 304件 23,196件

※本調査は重複回答を除く ※本調査は重複回答を除く

調査期間

調査対象

調査方法

株式会社リクルート、株式会社アンド・ディ

有効回答数

株式会社アンド・ディ

報告書作成

調査機関

【資料25】
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＜調査結果＞

【資料25】
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入学意向者数：3年次編入学（2028年設置）
• 情報デザイン学部情報デザイン学科［通信教育課程］（3年次編入学定

員200名）への受験・入学意向者は277人。
大学3年次への編入資格があり（46,835人）、かつキャリアアップ・自己学習のための自己学習の経
験者または意向者23,500人のうち、大学（通信教育）進学を希望する者は8,748人。

• 上記のうち、希望する大学の設置者で「私立」を選択したのは７,１９６人であった。

• また、興味のある学問分野を複数回答で尋ねたところ、情報デザイン学部情報デザイン学科の関連分
野である「【工学】その他（情報学、情報デザイン学、データサイエンス学、情報システムデザイン学、コン
ピュータ情報学など）」を選択したのは、上記のうち1,364人であった。

• さらに、情報デザイン学部情報デザイン学科への受験意向を尋ねたところ、「第一志望として受験する」
と回答したのは３７３人、2028年に設置される3年次への編入学の意向を尋ねたところ、「入学する」と
回答したのは２７７人であった。

• 以上のとおり、情報デザイン学部情報デザイン学科への3年次編入学意向者数は、入学定員200名を
上回っている。

• また、第二志望として受験し、入学すると回答したのは１７１人、第三志望以降として受験し、入学すると
回答したのは２４５人であった。

開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次編入学・社会人＞3 4

※表内の（％）は「全体」に対する割合

全体
大学3年次
編入学資

格あり

自己学習
経験・意向

あり

大学
進学希望

私立希望
関連分野

希望
入学定員

（※1） （※2） （※3） （※4） 構成比 （※5） 構成比

第一志望
として受
験する

373人 41.2% 277人 40.0% ➤

46,835人 23,500人 8,784人 7,196人 1,364人

第二志望
として受験
する

233人 25.7% 171人 24.7%

(69.0%) (34.6%) (12.9%) (10.6%) ( 2.0%) 第三志望
として受験
する

299人 33.0% 245人 35.4%

905人 100.0% 693人 100.0%

( 1.3%) ( 1.0%)

※1：大学3年次編入学資格 ※４：「情報デザイン学部情報デザイン学科」の関連分野 ※5：編入学意向者（2028年）

社
会
人
調
査

67,888人 ➤ ➤ ➤ 200名

受験意向
あり

3年次編入学（2028年）
受験意向（志望度別）

入学する
（3年次編入学意向者数） 3年次編入学

意向者

「第一志望として受験する」層のうち「入学する」、
「第二志望として受験する」と「第三志望以降として
受験する」層のうち「志望順位が上位の他の志望校
が不合格の場合に入学する」と回答した者を意向者
とした

※3：大学進学希望
これからのキャリアアップや資格取得のための自己学習でイン
ターネットによる通信教育で学ぶ場合に利用したい教育機関に
ついて「大学」と回答した者

➤ 277人➤ ➤➤

以下①～⑦のいずれかに該当する者
①「大学院」終了、②「大学・専門職大学」卒業・修了、③「短
大・専門職短期大学」卒業・修了、④「高等専門学校」卒業・修
了、⑤「専門学校」卒業・修了、⑥「高等学校の専門科」卒業・
修了、⑦大学、または専門職大学に２年以上在学し、６２単位以

修

【工学】 その他（情報学、情報デザイン学、データサイエンス
学、情報システムデザイン学、コンピュータ情報学など）

※2：自己学習経験・意向あり
　これまでにキャリアアップや資格取得のための自己学習をした
　ことがあるか、今後学びたいと考えている者／かつ新設組織の
アンケートにこれまで回答したことがない者

【資料25】
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入学意向まとめ：3年次編入学（2028年設置）①
• 第一志望受験の入学意向についてプロフィールを確認すると、

• 性別をみると、第一志望受験の入学意向者277人のうち、男性が213人、女性が63人と、男性の方が
人数が多い。

• 年齢は40代以上が多いものの、20～30代も合計で80人近くとなった。

• 居住エリアは、南関東が最も多く114人、次いで関西48人が多い。

• 就業状況別にみると、就業者が255人に上り、現在就業中の社会人が多い92.1％を占める。

• また、業種別にみると、ソフトウエア・情報サービス業の従事者が52名、それ以外の業種が合計で203
人となっている。

開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次編入学・社会人＞3 5

性別 年代 居住地 居住地 調査手法

情報デザイン学部
情報デザイン学科

調査数

男
性

女
性

そ
の
他
・
不
明

2
0
～
2
9
歳

3
0
～
3
9
歳

4
0
～
4
9
歳

5
0
～
5
9
歳

甲
信
越

新
潟

山
梨

長
野

北
海
道

東
北

北
関
東

南
関
東

北
陸

東
海

関
西

中
国
・
四
国

九
州
・
沖
縄

大
学
保
有
リ
ス
ト
調

査 社
会
人
Ｗ
ｅ
ｂ
調
査

N 693 538 150 5 57 119 209 308 22 15 2 5 29 30 26 304 12 63 105 43 59 15 678
％ 77.6 21.6 0.7 8.2 17.2 30.2 44.4 3.2 2.2 0.3 0.7 4.2 4.3 3.8 43.9 1.7 9.1 15.2 6.2 8.5 2.2 97.8
N 277 213 63 1 34 44 87 112 11 9 0 2 12 9 9 114 3 25 48 20 26 9 268
％ 76.9 22.7 0.4 12.3 15.9 31.4 40.4 4.0 3.2 ― 0.7 4.3 3.2 3.2 41.2 1.1 9.0 17.3 7.2 9.4 3.2 96.8
N 171 136 32 3 13 34 49 75 6 3 1 2 8 8 5 73 2 23 25 10 11 1 170
％ 79.5 18.7 1.8 7.6 19.9 28.7 43.9 3.5 1.8 0.6 1.2 4.7 4.7 2.9 42.7 1.2 13.5 14.6 5.8 6.4 0.6 99.4
N 245 189 55 1 10 41 73 121 5 3 1 1 9 13 12 117 7 15 32 13 22 5 240
％ 77.1 22.4 0.4 4.1 16.7 29.8 49.4 2.0 1.2 0.4 0.4 3.7 5.3 4.9 47.8 2.9 6.1 13.1 5.3 9.0 2.0 98.0

就業状況・業種 希望する学校の設置者 関心のある分野

情報デザイン学部
情報デザイン学科

調査数

就
業
者
・
そ
の
他
・
計

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・
情
報

サ
ー
ビ
ス
業

上
記
以
外
の
業
種
・
計

非
就
業
者
・
計

私
立

国
立

公
立

【
工
学
】
そ
の
他
　
※
2

【
工
学
】
電
気
通
信
工
学

【
工
学
】
経
営
工
学

【
工
学
】
機
械
工
学
、
土
木
建

築
工
学
、
応
用
化
学

【
理
学
】
数
学
・
物
理
学
・
化

学
・
生
物
学

【
農
学
】
農
学
・
水
産
学

【
人
文
科
学
】
文
学
・
哲
学
・

史
学

【
社
会
科
学
】
法
学
・
政
治

学
・
商
学
・
経
済
学
・
社
会
学

【
保
健
】
医
学
・
歯
学
・
薬

学
・
看
護
学

【
家
政
】
家
政
学
・
食
物
学
・

被
服
学

【
教
育
】
教
育
学
・
教
員
養
成

【
芸
術
】
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
・

音
楽

【
そ
の
他
】
教
養
学
・
国
際
学

な
ど

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

N 693 625 110 515 68 693 561 484 693 170 177 148 137 86 120 218 99 86 84 149 102 0
％ 90.2 15.9 74.3 9.8 100.0 81.0 69.8 100.0 24.5 25.5 21.4 19.8 12.4 17.3 31.5 14.3 12.4 12.1 21.5 14.7 ―
N 277 255 52 203 22 277 218 185 277 87 81 69 73 49 58 80 45 41 41 73 41 0
％ 92.1 18.8 73.3 7.9 100.0 78.7 66.8 100.0 31.4 29.2 24.9 26.4 17.7 20.9 28.9 16.2 14.8 14.8 26.4 14.8 ―
N 171 155 23 132 16 171 133 118 171 44 41 30 22 16 24 52 25 21 14 27 18 0
％ 90.6 13.5 77.2 9.4 100.0 77.8 69.0 100.0 25.7 24.0 17.5 12.9 9.4 14.0 30.4 14.6 12.3 8.2 15.8 10.5 ―
N 245 215 35 180 30 245 210 181 245 39 55 49 42 21 38 86 29 24 29 49 43 0
％ 87.8 14.3 73.5 12.2 100.0 85.7 73.9 100.0 15.9 22.4 20.0 17.1 8.6 15.5 35.1 11.8 9.8 11.8 20.0 17.6 ―

※1：条件付き入学意向者：各志望順位での受験意向があり、かつ「志望順位が上位の志望校が不合格の場合に入学する」と回答した者
※2：新設組織の関連分野『【工学】その他』は、調査票上では「【工学】その他（情報学、情報デザイン学、データサイエンス学、情報システムデザイン学、コンピュータ情報学など）」として提示
※表内の％は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある PROFILE_社01

2028年・3年次編入学意向
者・計

  入学意向者（第一志望受験）

  条件付き入学意向者（第三志
望受験）※1

  条件付き入学意向者（第二志
望受験）※1

  条件付き入学意向者（第三志
望受験）※1

  条件付き入学意向者（第二志
望受験）※1

  入学意向者（第一志望受験）

2028年・3年次編入学意向
者・計
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入学意向まとめ：3年次編入学（2028年設置）②
• 第一志望受験の入学意向について、過去にどのような学習経験があるかを確認すると、

• 「『大学・専門職大学』卒業・修了」（158人）が最多。以下「『大学院』修了」「『専門学校』卒業・修了」。

• 最後に在籍していた学校で主として学んでいた分野については、新設組織の関連分野である「【工学】その
他（情報学、情報デザイン学、データサイエンス学、情報システムデザイン学、コンピュータ情報学など）」の学
習経験者が最も多く54人（19.5％）。次いで「【工学】電気通信工学・情報処理」「【社会科学】商学・経済
学・経営学」「【工学】機械工学、土木建築工学、応用化学」などが30人以上。全体的に【工学】分野を学ん
でいたとする割合が高いことがわかる。

• キャリアアップや資格取得のための自己学習や通信教育をしている・したいと考える理由を尋ねたところ、
「今後の人生を有意義にするため」「教養を深めるため」が上位。次いで「試験や転職のために必要性を感
じたため」「仕事上で必要を感じたため」など、仕事上のスキルアップの必要性をあげる意見が多い。

• 第一希望受験での入学意向者では、「通信大学など、学べる手段が増えたから」が30.0％と、他の層と比較
して特徴的に高く、＜通信教育課程であること＞が学び直しの意向を促進したと考えられる。

開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次編入学・社会人＞3 6

最終学歴

情報デザイン学部
情報デザイン学科

調査数

「大学院」
修了

「大学・専
門職大学」
卒業・修了

「短大・専
門職短期大
学」卒業・

修了

「高等専門
学校」卒
業・修了

「専門学
校」卒業・

修了

「高等学校
の専門科」
卒業・修了

大学、また
は専門職大
学に２年以
上在学し、
６２単位以
上を修得

N 693 86 410 40 22 80 34 21
％ 12.4 59.2 5.8 3.2 11.5 4.9 3.0
N 277 36 158 14 12 30 14 13
％ 13.0 57.0 5.1 4.3 10.8 5.1 4.7
N 171 14 98 12 6 24 11 6
％ 8.2 57.3 7.0 3.5 14.0 6.4 3.5
N 245 36 154 14 4 26 9 2
％ 14.7 62.9 5.7 1.6 10.6 3.7 0.8

最後に在籍していた学校で主として学んでいた分野
工学 工学 工学 工学 理学 農学 人文科学 社会科学 社会科学 保健 家政 教育 芸術 その他 その他 その他 その他

調査数

電
気
通
信
工
学
・
情
報
処
理

経
営
工
学

そ
の
他
（
情
報
学
、
情
報
デ
ザ
イ

ン
学
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
、

情
報
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
情
報
学
な
ど
）

機
械
工
学
、
土
木
建
築
工

学
、
応
用
化
学

数
学
・
物
理
学
・
化
学
・
生

物
学

農
学
・
水
産
学

文
学
・
哲
学
・
史
学

法
学
・
政
治
学
・
社
会
学

商
学
・
経
済
学
・
経
営
学

医
学
・
歯
学
・
薬
学
・
看
護

学 家
政
学
・
食
物
学
・
栄
養

学
・
被
服
学

教
育
学
・
教
員
養
成

美
術
・
デ
ザ
イ
ン
・
音
楽

教
養
学
・
国
際
学

ゲ
ー
ム
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

美
容
・
ヘ
ア
メ
イ
ク
・
メ
イ

ク
・
エ
ス
テ

そ
の
他

N 693 85 11 115 83 34 12 37 74 97 20 9 21 23 14 21 7 30
％ 12.3 1.6 16.6 12.0 4.9 1.7 5.3 10.7 14.0 2.9 1.3 3.0 3.3 2.0 3.0 1.0 4.3
N 277 42 5 54 33 12 6 11 21 34 5 4 6 14 6 12 3 9
％ 15.2 1.8 19.5 11.9 4.3 2.2 4.0 7.6 12.3 1.8 1.4 2.2 5.1 2.2 4.3 1.1 3.2
N 171 23 2 31 22 4 3 10 18 27 8 1 6 3 2 3 1 7
％ 13.5 1.2 18.1 12.9 2.3 1.8 5.8 10.5 15.8 4.7 0.6 3.5 1.8 1.2 1.8 0.6 4.1
N 245 20 4 30 28 18 3 16 35 36 7 4 9 6 6 6 3 14
％ 8.2 1.6 12.2 11.4 7.3 1.2 6.5 14.3 14.7 2.9 1.6 3.7 2.4 2.4 2.4 1.2 5.7

キャリアアップや資格取得のための自己学習や通信教育をしている・したいと考える理由

調査数

教
養
を
深
め
る
た
め

今
後
の
人
生
を
有
意
義

に
す
る
た
め

就
職
や
転
職
の
た
め
に

必
要
性
を
感
じ
た
た
め

仕
事
上
で
必
要
性
を
感

じ
た
た
め

仕
事
以
外
で
生
活
上
の

必
要
性
を
感
じ
た
た
め

他
の
人
と
の
親
睦
を
深

め
た
り
、
友
人
を
得
た

り
す
る
た
め

自
由
時
間
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め

今
持
っ
て
い
る
専
門
知

識
を
さ
ら
に
深
め
る
た

め 通
信
制
大
学
な
ど
、
学

べ
る
手
段
が
増
え
た
た

め 流
行
っ
て
い
る
か
ら

以
前
、
経
済
的
な
理
由

で
進
学
で
き
な
か
っ
た

た
め

以
前
、
学
力
的
な
理
由

で
進
学
で
き
な
か
っ
た

た
め

以
前
、
自
分
の
希
望
す

る
分
野
の
学
校
に
進
学

で
き
な
か
っ
た
た
め

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

特
に
な
い

N 693 380 373 278 262 148 99 159 196 142 33 54 44 49 5 2 6
％ 54.8 53.8 40.1 37.8 21.4 14.3 22.9 28.3 20.5 4.8 7.8 6.3 7.1 0.7 0.3 0.9
N 277 149 153 119 116 69 55 68 86 83 26 36 31 29 0 0 1
％ 53.8 55.2 43.0 41.9 24.9 19.9 24.5 31.0 30.0 9.4 13.0 11.2 10.5 ― ― 0.4
N 171 94 92 74 60 36 20 37 53 29 4 10 7 8 1 0 1
％ 55.0 53.8 43.3 35.1 21.1 11.7 21.6 31.0 17.0 2.3 5.8 4.1 4.7 0.6 ― 0.6
N 245 137 128 85 86 43 24 54 57 30 3 8 6 12 4 2 4
％ 55.9 52.2 34.7 35.1 17.6 9.8 22.0 23.3 12.2 1.2 3.3 2.4 4.9 1.6 0.8 1.6

※表内の％は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある PROFILE_社02

  入学意向者（第一志望受験）

  条件付き入学意向者（第二志
望受験）※1
  条件付き入学意向者（第三志
望受験）※1

2028年・3年次編入学意向者・
計

2028年・3年次編入学意向者・
計

  入学意向者（第一志望受験）

  条件付き入学意向者（第二志
望受験）※1
  条件付き入学意向者（第三志
望受験）※1

2028年・3年次編入学意向者・
計

  入学意向者（第一志望受験）

  条件付き入学意向者（第三志
望受験）※1

  条件付き入学意向者（第二志
望受験）※1
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単純集計：3年次編入学（2028年設置）
▶スクリーニング調査の有効回答（67,888件）の単純集計

開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次編入学・社会人＞3 7

■調査種別
A1．調査種別
【全体／単一回答】 ＜社会人・3年次編入に関する調査＞

大学保有リスト
調査

社会人Ｗｅｂ調
査

N 385 67503
％ 0.6 99.4

(n=67888)全体

■性別
SC1．あなたの性別をお答えください。
【全体／単一回答】 ＜社会人・3年次編入に関する調査＞

男性 女性 その他 回答しない

N 39073 26801 256 1758
％ 57.6 39.5 0.4 2.6

(n=67888)全体

■年代
SC2．あなたの年代をお答えください。
【全体／単一回答】 ＜社会人・3年次編入に関する調査＞

20～24
歳

25～29
歳

30～34
歳

35～39
歳

40～44
歳

45～49
歳

50～54
歳

55～59
歳

N 1404 2115 3397 5592 8385 12006 17450 17539
％ 2.1 3.1 5.0 8.2 12.4 17.7 25.7 25.8

(n=67888)全体

■居住エリア
SC3．現在住んでいる都道府県をお答えください。
【全体／単一回答】 ＜社会人・3年次編入に関する調査＞

甲信越
新潟 山梨 長野

北海道 東北 北関東 南関東 北陸 東海 関西 中国・
四国

九州・
沖縄

N 2565 1399 300 866 3246 4387 3137 23848 1329 7505 11720 5006 5119
％ 3.8 2.1 0.4 1.3 4.8 6.5 4.6 35.1 2.0 11.1 17.3 7.4 7.5

(n=67888)全体

■職業
SC4．職業をお答えください。
【全体／単一回答】 ＜社会人・3年次編入に関する調査＞

会社員 パー
ト・ア
ルバイ

ト

会社役
員・管
理職

公務
員・団
体職員

派遣・
契約社

員

自営業 自由
業・専
門職

無職 専業主
婦・専
業主夫

専門学
校生・
短期大
学生・

高校生 その他

N 27141 10646 2255 3548 3621 3446 2354 6599 6063 638 0 1577
％ 40.0 15.7 3.3 5.2 5.3 5.1 3.5 9.7 8.9 0.9 ― 2.3

(n=67888)全体

■就業先の業種
SC5．就業先の業種をお答えください。
【就業者／単一回答】 ＜社会人・3年次編入に関する調査＞

農
業
・
林
業
・
漁

業
・
鉱
業

建
設
業

製
造
業

出
版
・
印
刷
関
連

産
業

電
気
・
ガ
ス
・
熱

供
給
・
水
道
業

運
送
・
輸
送
業

旅
行
業

電
気
通
信
業

卸
売
・
小
売
業

飲
食
店

金
融
業

保
険
業

不
動
産

サ
ー
ビ
ス
業

放
送
業

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・

情
報
サ
ー
ビ
ス
業

調
査
・
広
告
代
理

業 医
療
業

協
同
組
合
・
教
育

関
連
・
公
務
員

そ
の
他
・
不
明

N 606 3096 9319 504 732 3463 171 647 5738 1507 1156 678 1020 7727 160 3004 308 3381 4535 6836
％ 1.1 5.7 17.1 0.9 1.3 6.3 0.3 1.2 10.5 2.8 2.1 1.2 1.9 14.2 0.3 5.5 0.6 6.2 8.3 12.5

(n=54588)就業者

表内の%は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある。
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単純集計：3年次編入学（2028年設置）
▶スクリーニング調査の有効回答（６７,８８８件）の単純集計

開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次編入学・社会人＞3 8

■大学3年次への編入資格の有無
SC8．以下のうち、あなたについてあてはまるものをお選びください。（回答は１つ）
【全体／単一回答】 ＜社会人・3年次編入に関する調査＞

「大学院」
修了

「大学・専
門職大学」
卒業・修了

「短大・専
門職短期大
学」卒業・

修了

「高等専門
学校」卒
業・修了

「専門学
校」卒業・

修了

「高等学校
の専門科」
卒業・修了

大学、また
は専門職大
学に２年以
上在学し、
６２単位以
上を修得

「高等学
校」卒業・

修了

あてはまる
ものはない

N 3054 23270 5265 2035 8715 3145 1351 16751 4302
％ 4.5 34.3 7.8 3.0 12.8 4.6 2.0 24.7 6.3

(n=67888)全体

■キャリアアップ・資格取得のための自己学習実態・意向
SC9．あなたは、キャリアアップや資格取得のための自己学習をしていますか。またはしたいと思っていますか。
【大学3年次への編入資格あり／単一回答】 ＜社会人・3年次編入に関する調査＞

すでに自己
学習をして

いる

これから自
己学習をし
ようと思っ

ている

自己学習を
する準備

（資料請求
など）をし

ている

興味はある
が、時間・
費用などの
点で迷って

いる

興味はある
が、あえて
自己学習を
しようとは
思っていな

い

キャリア
アップや資
格取得には
興味がない

N 7127 3333 883 9275 7732 18485
％ 15.2 7.1 1.9 19.8 16.5 39.5

(n=46835)大学3年次への編入資格あり

■インターネットでの学習意向

【自己学習への低関心層／単一回答】 ＜社会人・3年次編入に関する調査＞
学んだこと

がある
学びたいと
思っている

学んだこと
はないが、
大いに興味

はある

学んだこと
はないが、
ある程度興
味はある

学んだこと
はなく、あ
まり興味も

ない

インター
ネットによ
る通信教育
には全く興
味がない

N 1318 200 336 2909 7115 14339
％ 5.0 0.8 1.3 11.1 27.1 54.7

(n=26217)自己学習への低関心層

SC10．あなたは、インターネットによる通信教育で学んだことがありますか。またはインターネットによる通信教育で学ぶこ
とに興味がありますか。（回答は1つ）

表内の%は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある。
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単純集計：3年次編入学（2028年設置）
▶本調査の有効回答（23,500件）の単純集計

※ 本調査の集計については、これまでにキャリアアップや資格取得のための自己学習の経験があるか、今後学
びたいと考えている者 かつ 本アンケートへの回答経験のない者のみで集計

開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次編入学・社会人＞3 9

■最後に在籍していた学校（最終学歴）での学習分野
Q1S0．最後に在籍していた学校であなたが主として学んでいた分野をお答えください
【全体／単一回答】 ＜社会人・3年次編入に関する調査＞

【
工
学
】
そ
の
他
※

1 【
工
学
】
電
気
通
信

工
学
・
情
報
処
理

【
工
学
】
経
営
工
学

【
工
学
】
機
械
工

学
、
土
木
建
築
工

学
、
応
用
化
学

【
理
学
】
数
学
・
物

理
学
・
化
学
・
生
物

学 【
農
学
】
農
学
・
水

産
学

【
人
文
科
学
】
文

学
・
哲
学
・
史
学

【
社
会
科
学
】
法

学
・
政
治
学
・
社
会

学 【
社
会
科
学
】
商

学
・
経
済
学
・
経
営

学 【
保
健
】
医
学
・
歯

学
・
薬
学
・
看
護
学

【
家
政
】
家
政
学
・

食
物
学
・
栄
養
学
・

被
服
学

【
教
育
】
教
育
学
・

教
員
養
成

【
芸
術
】
美
術
・
デ

ザ
イ
ン
・
音
楽

【
そ
の
他
】
教
養

学
・
国
際
学

【
そ
の
他
】
ゲ
ー

ム
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

【
そ
の
他
】
美
容
・

ヘ
ア
メ
イ
ク
・
メ
イ

ク
・
エ
ス
テ

そ
の
他

N 1305 1478 278 2026 975 488 2125 2083 3523 1686 893 1130 1086 735 450 440 2799
％ 5.6 6.3 1.2 8.6 4.1 2.1 9.0 8.9 15.0 7.2 3.8 4.8 4.6 3.1 1.9 1.9 11.9

(n=23500)全体

※1：新設組織の関連分野「【工学】その他」は、調査票上では「【工学】その他（情報学、情報デザイン学、データサイエンス学、情報システムデザ
イン学、コンピュータ情報学など）」として提示

■キャリアアップや資格取得のための自己学習の実施理由
Q1S1．あなたが、現在、キャリアアップや資格取得のための自己学習や通信教育をしている・したいと考える理由はどのようなものですか。（回答はいくつでも）
【全体/複数回答】 ＜社会人・3年次編入に関する調査＞

就
職
や
転
職
の
た
め
に

必
要
性
を
感
じ
た
た
め

教
養
を
深
め
る
た
め

今
後
の
人
生
を
有
意
義

に
す
る
た
め

仕
事
上
で
必
要
性
を
感

じ
た
た
め

仕
事
以
外
で
生
活
上
の

必
要
性
を
感
じ
た
た
め

他
の
人
と
の
親
睦
を
深

め
た
り
、
友
人
を
得
た

り
す
る
た
め

自
由
時
間
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め

今
持
っ
て
い
る
専
門
知

識
を
さ
ら
に
深
め
る
た

め 通
信
制
大
学
な
ど
、
学

べ
る
手
段
が
増
え
た
た

め 流
行
っ
て
い
る
か
ら

以
前
、
経
済
的
な
理
由

で
進
学
で
き
な
か
っ
た

た
め

以
前
、
学
力
的
な
理
由

で
進
学
で
き
な
か
っ
た

た
め

以
前
、
自
分
の
希
望
す

る
分
野
の
学
校
に
進
学

で
き
な
か
っ
た
た
め

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

特
に
な
い

N 5171 9479 9638 6397 2283 1327 3090 3949 1003 192 477 304 339 158 351 1737
％ 22.0 40.3 41.0 27.2 9.7 5.6 13.1 16.8 4.3 0.8 2.0 1.3 1.4 0.7 1.5 7.4

(n=23500)全体

■アンケートへの回答経験

【全体／単一回答】 ＜社会人・3年次編入に関する調査＞
ない（今回が

初めて）
ある

N 23500 0
％ 100.0 ―

(n=23500)全体

Q9．開志創造大学 情報デザイン学部 情報デザイン学科（仮称・設置構想中）への受
験や入学意向を尋ねるアンケートに2024年11月以降に回答したことはありますか。

■利用したい教育機関

【全体／複数回答】 ＜社会人・3年次編入に関する調査＞
大学 短期大学 専門職大学 専門職短期大学 専門学校 学校以外の社会通

信教育機関（民間
企業の通信教育講

座など）

あてはまるものは
ない

N 8784 1026 2303 1086 3423 10878 5576
％ 37.4 4.4 9.8 4.6 14.6 46.3 23.7

(n=23500)全体

Q1．あなたが、これからキャリアアップや資格取得のための自己学習などでインターネットによる通信教育で学ぶ場合、どのような教育機関で学ぶことを考えますか。（回答はいくつ
でも）

表内の%は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある。
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■受験意向（2028年開設・3年次編入学に関して）

【大学進学希望者／単一回答】 ＜社会人・3年次編入に関する調査＞
第一志望として

受験する
第二志望として

受験する
第三志望以降と
して受験する

受験しない

N 1561 1257 1590 4376
％ 17.8 14.3 18.1 49.8

(n=8784)大学進学希望者

Q4．あなたは、開志創造大学情報デザイン学部 情報デザイン学科［通信教育課程］（仮称・設置構想中）が開設された
場合、受験を希望しますか。（回答は1つ）

単純集計：3年次編入学（2028年設置）
▶本調査の有効回答（23,500件）の単純集計

※ 本調査の集計については、これまでにキャリアアップや資格取得のための自己学習の経験があるか、今後学
びたいと考えている者 かつ 本アンケートへの回答経験のない者のみで集計

開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科 学生確保アンケート調査＜ 年次編入学・社会人＞3 10
表内の%は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある。

■興味のある学問分野
Q3．あなたの、学びたいと考えている興味のある学問分野を以下の中から選択してください。（回答はいくつでも）
【大学・短期大学・専門職大学・専門職短期大学進学希望者／複数回答】 ＜社会人・3年次編入に関する調査＞

【
工
学
】
そ
の
他
※
1

【
工
学
】
電
気
通
信
工

学 【
工
学
】
経
営
工
学

【
工
学
】
機
械
工
学
、

土
木
建
築
工
学
、
応
用

化
学

【
理
学
】
数
学
・
物
理

学
・
化
学
・
生
物
学

【
農
学
】
農
学
・
水
産

学 【
人
文
科
学
】
文
学
・

哲
学
・
史
学

【
社
会
科
学
】
法
学
・

政
治
学
・
商
学
・
経
済

学
・
社
会
学

【
保
健
】
医
学
・
歯

学
・
薬
学
・
看
護
学

【
家
政
】
家
政
学
・
食

物
学
・
被
服
学

【
教
育
】
教
育
学
・
教

員
養
成

【
芸
術
】
美
術
・
デ
ザ

イ
ン
・
音
楽

【
そ
の
他
】
教
養
学
・

国
際
学
な
ど

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な

い

N 1829 731 785 803 720 632 1433 2502 1180 706 874 1126 1157 1964
％ 18.9 7.6 8.1 8.3 7.5 6.5 14.8 25.9 12.2 7.3 9.0 11.7 12.0 20.3

(n=9659)
大学・短期大学・専門職大学・
専門職短期大学進学希望者

※1：新設組織の関連分野「【工学】その他」は、調査票上では「【工学】その他（情報学、情報デザイン学、データサイエンス学、情報システムデザイン
学、コンピュータ情報学など）」として提示

■入学意向（2028年開設・3年次編入学に関して）

【大学進学希望者かつ受験意向者／単一回答】 ＜社会人・3年次編入に関する調査＞
入学する 志望順位が上位

の他の志望校が
不合格の場合に

入学する

入学しない

N 1455 2479 474
％ 33.0 56.2 10.8

(n=4408)大学進学希望者かつ受験意向者

Q5．あなたは、開志創造大学情報デザイン学部 情報デザイン学科［通信教育課程］（仮称・設置構想
中）を受験して合格した場合、入学を希望しますか。（回答は1つ）【受験意向者ベース】

■希望する設置者

【大学・短期大学・専門職大学・専門職短期大学進学希望者／複数回答】
＜社会人・3年次編入に関する調査＞

私立 国立 公立

N 7606 5452 4457
％ 78.7 56.4 46.1

(n=9659)
大学・短期大学・専門職大学・
専門職短期大学進学希望者

Q2．あなたの、志望する大学等の設置者の希望を選択してください。（回答はいくつでも）
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情報デザイン学部
情報デザイン学科[通信教育課程]

（設置構想中）
人材需要アンケート調査

【企業等への採用意向】

調査結果報告書

2025年2月

株式会社 リクルート

株式会社 アンド・ディ

開志創造大学 御中
【資料27】人材需要アンケート調査_報告書
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情報デザイン学部情報デザイン学科 人材需要アンケート調査＜企業＞ 2

調査概要】

• 開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科［通信教育課程］の設置（2026年４月）について、
卒業生の就職先として想定される企業などに卒業生の採用意向をアンケート調査し、人材需要を確認
する。

▶新設組織の概要
• 情報デザイン学部情報デザイン学科［通信教育課程］

【入学定員】

• 1年次入学：８００名

• 3年次編入：200名（※2028年4月設置予定）

調査方法

調査対象

調査回答企業等

調査期間 2024年12月16日（月） ～ 2025年2月7日（金）

配布数

有効回答数 312社

調査機関

報告書作成 株式会社リクルート、株式会社アンド・ディ

調査対象の企業・団体の人事・採用担当者にアンケートのURLを送付し、WEBにて回収。

新設学部の卒業生の就職先として想定される企業
※主として情報・通信・システム関連の企業

別添資料を参照のこと

1,614社

（有効回答率 19.3%）

株式会社アンド・ディ

【資料27】
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＜調査結果＞
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• 情報デザイン学部情報デザイン学科卒業生について「採用対象になる」と回答し
た企業等の採用意向人数合計は357人。

• 大学新卒採用予定ありと回答した299社（95.8%）に対して、情報デザイン学部情報デザイン学
科卒業生の採用意向を尋ねたところ、「採用対象になる」と回答した企業等は169社（54.2％）。

※（）内の％はすべて有効回答全体に対する割合

• さらに、卒業生が「採用対象になる」とした169社に対し、採用意向人数を尋ねたところ、採用意向
人数の合計は、357人となった。

情報デザイン学部情報デザイン学科 人材需要アンケート調査＜企業＞ 4

59.5％が「採用対象になる」と回答しており、採
用意向人数は338人。

17社
（38.6％）、採用意向人数は19人。

111社が「採用対象になる」と回答し、採用意向人数は合計
282人となった。

情報デザイン学部情報デザイン学科 回答企業数
大学新卒採用意向

あり・計
採用対象になる 採用意向人数合計

（※1） （※2）
全体 全体 312社 299社 169社

95.8％ 54.2％
業種別 建設業 1社 1社 0社

100.0％ 0.0％
製造業 4社 3社 2社

75.0％ 50.0％
情報・通信業 259社 247社 154社

95.4％ 59.5％
放送、新聞、出版業 3社 3社 1社

100.0％ 33.3％
金融業、保険業 2社 2社 1社

100.0％ 50.0％
卸売・小売業 14社 14社 3社

100.0％ 21.4％
保健医療・社会福祉業 2社 2社 0社

100.0％ 0.0％
学校・学習支援業 3社 3社 2社

100.0％ 66.7％
その他サービス 6社 6社 1社

100.0％ 16.7％
その他 18社 18社 5社

（※3） 100.0％ 27.8％
甲信越 57社 50社 23社

87.7％ 40.4％
新潟 44社 39社 17社

88.6％ 38.6％
山梨 2社 2社 2社

100.0％ 100.0％
長野 11社 9社 4社

81.8％ 36.4％
北海道 2社 2社 1社

100.0％ 50.0％
東北 6社 6社 2社

100.0％ 33.3％
北関東 7社 7社 6社

100.0％ 85.7％
南関東 187社 182社 111社

97.3％ 59.4％
埼玉 5社 5社 4社

100.0％ 80.0％
千葉 4社 4社 2社

100.0％ 50.0％
東京 158社 153社 93社

96.8％ 58.9％
神奈川 20社 20社 12社

100.0％ 60.0％
北陸 17社 16社 5社

94.1％ 29.4％
東海 5社 5社 4社

100.0％ 80.0％
関西 8社 8社 5社

100.0％ 62.5％
中国・四国 12社 12社 4社

100.0％ 33.3％
九州・沖縄 11社 11社 8社

100.0％ 72.7％
（※1）2025年の採用について「採用しない」と回答した企業以外

（※2）1名～4名は選択肢通りの人数、5～9名＝7名、10～19名＝14名、20名以上＝20名、採用人数は未確定=0名　で算出

（※3）「その他」には、サイクルシェアリング事業、モバイルリサーチ&マーケティング支援事業、EC・通販、タクシー配車システム開発などを含む
SUMMARY

回答企業の本社所
在地別

1人

357人

0人

8人

338人

1人

4人

2人

0人

3人

0人

4人

23人

1人

4人

9人

19人

2人

2人

282人

6人

4人

8人

5人

11人

257人

15人

10人
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採用意向企業等の特徴①
▶採用意向企業等の特徴

• 情報デザイン学部情報デザイン学科卒業者について「採用対象になる」と回答した企業の主業種は、
「情報・通信業」が最も多く、154社（91.1％）。

• 採用意向企業等の所在地は、「東京都」が93社と最も多い。

• 従業員規模は、100人以下が70社（41％）と多いが、1000人以上の規模の企業も17社（11％）に
のぼる。

情報デザイン学部情報デザイン学科 人材需要アンケート調査＜企業＞ 5

主業種 従業員規模

情報デザイン学部情報デザイン学科

建設業 製造業 情報・
通信業

放送、
新聞、
出版業

金融
業、保
険業

卸売・
小売業

保健医
療・社
会福祉

業

学校・
学習支
援業

その他
サービ

ス

その他 100人
以下

101~3
00人

301~1
000人

1000人
以上

  該当学科卒者採用意向あり・計 N 289 1 3 245 2 2 8 2 3 5 18 130 75 53 31
％ 0.3 1.0 84.8 0.7 0.7 2.8 0.7 1.0 1.7 6.2 45.0 26.0 18.3 10.7

  採用対象になる N 169 0 2 154 1 1 3 0 2 1 5 70 50 32 17
％ ― 1.2 91.1 0.6 0.6 1.8 ― 1.2 0.6 3.0 41.4 29.6 18.9 10.1

  おそらく採用対象になる N 86 0 0 72 1 1 5 0 0 0 7 43 16 16 11
％ ― ― 83.7 1.2 1.2 5.8 ― ― ― 8.1 50.0 18.6 18.6 12.8

  採用対象として検討してもよい N 34 1 1 19 0 0 0 2 1 4 6 17 9 5 3
％ 2.9 2.9 55.9 ― ― ― 5.9 2.9 11.8 17.6 50.0 26.5 14.7 8.8

回答企業の本社所在地

情報デザイン学部情報デザイン学科

甲信越

新潟 山梨 長野

北海道 東北 北関東 南関東

埼玉 千葉 東京 神奈川

北陸 東海 関西 中国・
四国

九州・
沖縄

  該当学科卒者採用意向あり・計 N 289 44 34 2 8 2 6 7 179 4 4 152 19 15 5 8 12 11
％ 15.2 11.8 0.7 2.8 0.7 2.1 2.4 61.9 1.4 1.4 52.6 6.6 5.2 1.7 2.8 4.2 3.8

  採用対象になる N 169 23 17 2 4 1 2 6 111 4 2 93 12 5 4 5 4 8
％ 13.6 10.1 1.2 2.4 0.6 1.2 3.6 65.7 2.4 1.2 55.0 7.1 3 2.4 3 2.4 4.7

  おそらく採用対象になる N 86 11 9 0 2 1 4 1 48 0 1 42 5 6 1 3 8 3
％ 12.8 10.5 ― 2.3 1.2 4.7 1.2 55.8 ― 1.2 48.8 5.8 7.0 1.2 3.5 9.3 3.5

  採用対象として検討してもよい N 34 10 8 0 2 0 0 0 20 0 1 17 2 4 0 0 0 0
％ 29.4 23.5 ― 5.9 ― ― ― 58.8 ― 2.9 50.0 5.9 11.8 ― ― ― ―

※業種の「その他」には、サイクルシェアリング事業、モバイルリサーチ＆マーケティング支援事業、EC・通販、タクシー配車システム開発を含む。
※表内の％は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある PROFILE01
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採用意向企業等の特徴②
▶質的・量的な人材確保の難易度

• 卒業生を「採用対象になる」と回答した企業に、今後の［採用予定人数］の見通しを尋ねたところ、「充足
できる」が約4割を占め、「どちらかというとできる」まで含めると、4社中3社程度が充足できる見通しを示
した。

• 質的な人材確保の面では、［必要な社会人基礎力を持った人材］は合計で７９．９％、［必要な専門性を
持った人材］は71.0％が充足できると回答した。

• ただし、［必要な専門性を持った人材］に関しては、「充足できる」と回答した企業が6.5％となっており、確
実に充足できるとしている企業は1割に満たないことがわかる。

情報デザイン学部情報デザイン学科 人材需要アンケート調査＜企業＞ 6

Q6．貴社・貴団体の今後10年程度の採用の見通しについてお伺いします。量的・質的な確保の難易度について、あてはまるものお選びください。
ａ：採用予定人数

情報デザイン学部情報デザイン学科
充足でき

る
どちらか
というと
できる

どちらか
というと
できない

充足でき
ない

充足でき
る・計

充足でき
ない・計

  該当学科卒者採用意向あり・計 N 289 111 105 51 22 216 73
％ 38.4 36.3 17.6 7.6 74.7 25.3

  採用対象になる N 169 71 58 27 13 129 40
％ 42.0 34.3 16.0 7.7 76.3 23.7

  おそらく採用対象になる N 86 35 30 16 5 65 21
％ 40.7 34.9 18.6 5.8 75.6 24.4

  採用対象として検討してもよい N 34 5 17 8 4 22 12
％ 14.7 50.0 23.5 11.8 64.7 35.3

b：必要な社会人基礎力を持った人材 ｃ：必要な専門性を持った人材

情報デザイン学部情報デザイン学科

充足でき
る

どちらか
というと
できる

どちらか
というと
できない

充足でき
ない

充足でき
る・計

充足でき
ない・計

充足でき
る

どちらか
というと
できる

どちらか
というと
できない

充足でき
ない

充足でき
る・計

充足でき
ない・計

  該当学科卒者採用意向あり・計 N 289 62 164 51 12 226 63 23 178 69 19 201 88
％ 21.5 56.7 17.6 4.2 78.2 21.8 8.0 61.6 23.9 6.6 69.6 30.4

  採用対象になる N 169 40 95 26 8 135 34 11 109 39 10 120 49
％ 23.7 56.2 15.4 4.7 79.9 20.1 6.5 64.5 23.1 5.9 71.0 29.0

  おそらく採用対象になる N 86 17 53 14 2 70 16 6 54 23 3 60 26
％ 19.8 61.6 16.3 2.3 81.4 18.6 7.0 62.8 26.7 3.5 69.8 30.2

  採用対象として検討してもよい N 34 5 16 11 2 21 13 6 15 7 6 21 13
％ 14.7 47.1 32.4 5.9 61.8 38.2 17.6 44.1 20.6 17.6 61.8 38.2

※表内の％は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある PROFILE02_Q6
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採用意向企業等の特徴③
▶【採用したい人材像（１）修得してほしい能力（ジェネリックスキル）】

• 卒業生が「採用対象になる」と回答した企業においては、「IT業界を中心としたスタートアップから
大企業まで幅広いステージでの活躍を目指す人材」（72.8％）が最も高く、次いで「企業戦略の立
案の際、コミュニケーション能力と広い視野でリーダーシップを発揮する人材」（５９．８％）が高い。

• 他の層と比較して全体的にスコアが高いが、中でも「IT業界を中心としたスタートアップから大企業
まで幅広いステージでの活躍を目指す人材」が高く、求められる度合いが高い。

情報デザイン学部情報デザイン学科 人材需要アンケート調査＜企業＞ 7

採用したい人材像（2）修得してほしい専門分野の知識・技能】

• 修得してほしい専門分野の知識・技能をみると、卒業生が「採用対象になる」と回答した企業では、
【ビジネス系】の「プロジェクトマネジメント」（５９．２％）が最も高く、次いで、【情報・工学系】の「ソフ
トウエア開発」（55.0%）が50％を超える。

• その他には、【情報・工学系】の「データサイエンス」（４８．５％）、「サイバーセキュリティ」（40.2％）
が40%以上で続く。

Q7．貴社・貴団体では、どのような能力（ジェネリックスキル）を修得した人材を採用したいですか。以下の項目の中からあてはまるものをお選びください。
情報・工学系・計 ビジネス系・計

情報デザイン学部情報デザイン学科

ＡＩ、サイバーセ
キュリティなど
最先端の情報技

術、知識を学んだ
人材

ＩＴ業界を中心と
したスタートアッ
プから大企業まで
幅広いステージで
の活躍を目指す人

材

情報技術を活用し
てまだ世にない、
新しい価値を生み

出す人材

情報技術の知識と
スキルを経営や

マーケティングに
応用できる人材

デザイン思考を用
いて課題を解決

し、まだ世にない
新しい価値を生み

出す人材

企業戦略の立案の
際、コミュニケー
ション能力と広い

視野でリーダー
シップを発揮する

人材

あてはまるものは
ない

  該当学科卒者採用意向あり・計 N 289 135 182 122 118 127 172 5
％ 46.7 63.0 42.2 40.8 43.9 59.5 1.7

  採用対象になる N 169 89 123 73 68 77 101 3
％ 52.7 72.8 43.2 40.2 45.6 59.8 1.8

  おそらく採用対象になる N 86 33 45 37 31 33 49 1
％ 38.4 52.3 43.0 36.0 38.4 57.0 1.2

  採用対象として検討してもよい N 34 13 14 12 19 17 22 1
％ 38.2 41.2 35.3 55.9 50.0 64.7 2.9

※表内の％は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある PROFILE03_Q7

Q8．貴社・貴団体では、どのような専門分野の知識や技能を修得した人材を採用したいですか。以下の項目の中からあてはまるものをお選びください。
情報・工学系

情報デザイン学部情報デザイン学科

コンピュータ
アーキテク

チャ

言語処理技術 サービスデザ
イン

データサイエ
ンス

ヒューマンコ
ンピュータイ
ンタラクショ

ン

コンピュータ
グラフィック

ス・メタ
ヴァース

サイバーセ
キュリティ

ソフトウェア
開発

統計 アルゴリズ
ム・データ構

造

データエンジ
ニアリング

通信工学・情
報理論

  該当学科卒者採用意向あり・計 N 289 50 60 81 125 11 21 109 148 33 61 67 28
％ 17.3 20.8 28.0 43.3 3.8 7.3 37.7 51.2 11.4 21.1 23.2 9.7

  採用対象になる N 169 29 39 51 82 8 15 68 93 18 39 47 18
％ 17.2 23.1 30.2 48.5 4.7 8.9 40.2 55.0 10.7 23.1 27.8 10.7

  おそらく採用対象になる N 86 14 12 24 33 2 5 29 37 11 16 11 5
％ 16.3 14.0 27.9 38.4 2.3 5.8 33.7 43.0 12.8 18.6 12.8 5.8

  採用対象として検討してもよい N 34 7 9 6 10 1 1 12 18 4 6 9 5
％ 20.6 26.5 17.6 29.4 2.9 2.9 35.3 52.9 11.8 17.6 26.5 14.7

ビジネス系

情報デザイン学部情報デザイン学科 デジタルマー
ケティング

アントレプレ
ナー

プロジェクト
マネジメント

マーケティン
グ

その他

  該当学科卒者採用意向あり・計 N 289 95 18 157 81 7
％ 32.9 6.2 54.3 28.0 2.4

  採用対象になる N 169 56 15 100 49 1
％ 33.1 8.9 59.2 29.0 0.6

  おそらく採用対象になる N 86 31 2 39 27 4
％ 36.0 2.3 45.3 31.4 4.7

  採用対象として検討してもよい N 34 8 1 18 5 2
％ 23.5 2.9 52.9 14.7 5.9

※表内の％は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある PROFILE04_Q8
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採用意向企業等の特徴④
▶採用対象者に対して予定している採用方法や形態

• 卒業生への採用意向のある企業に対して、予定している採用方法や形態について尋ねた。

• 「採用対象になる」と回答した企業では、「現住所での勤務が継続できるようテレワーク等の柔軟な
働き方を尊重する」（41.4％）、「部門別、コース別採用等で、専門性を早期に発揮できる活躍を期
待する」（４０．２％）が40%を超える。

• 以上の2項目は、いずれも「おそらく採用対象になる」「採用対象として検討してもよい」層と比較し
てスコアが高く、採用者のニーズに柔軟に対応することで活用を目指す意向が強いことがわかる。

情報デザイン学部情報デザイン学科 人材需要アンケート調査＜企業＞ 8

• 卒業生への採用意向のある企業に対して、企業・団体等に従事する人のリスキリング教育のために
「開志創造大学情報デザイン学部情報デザイン学科［通信教育課程］」への進学を勧めたいか尋
ねた。

31.5％が「とても勧めたいと思う」と回答し、「まあ勧めたいと思う」まで含めると８８．８％
が推奨意向を示した。

情報デザイン学部情報デザイン学科

部門別、コー
ス別採用等

で、専門性を
早期に発揮で
きる活躍を期

待する

地域限定採用
等で、配属地
の入社前確約

を行う

通年採用等
で、入社希望
時期に柔軟に

対応する

採用直結と明
示したイン

ターンシップ
等からの採用

を行う

卒後３年以内
も新卒として
扱い、十分な
教育機会を提

供する

高い専門性が
確認できた場
合は、初任給
格差をつける

現住所での勤
務が継続でき
るようテレ

ワーク等の柔
軟な働き方を

尊重する

あてはまるも
のはない

  該当学科卒者採用意向あり・計 N 289 108 90 107 36 62 13 97 23
％ 37.4 31.1 37.0 12.5 21.5 4.5 33.6 8.0

  採用対象になる N 169 68 58 65 22 36 3 70 10
％ 40.2 34.3 38.5 13.0 21.3 1.8 41.4 5.9

  おそらく採用対象になる N 86 32 31 28 7 20 7 22 6
％ 37.2 36.0 32.6 8.1 23.3 8.1 25.6 7.0

  採用対象として検討してもよい N 34 8 1 14 7 6 3 5 7
％ 23.5 2.9 41.2 20.6 17.6 8.8 14.7 20.6

※表内の％は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある PROFILE04_Q11

Q11．Q9で、「1.採用対象になる」「2.おそらく採用対象になる」「3.採用対象として検討してもよい」を選んだ方にお聞きします。
予定している採用方法や形態について、お答えください。

推奨意向あり・計 推奨意向なし・計

情報デザイン学部情報デザイン学科
とても勧めた

いと思う
まあ勧めたい

と思う
あまり勧めた
いと思わない

まったく勧め
たいと思わな

い

推奨意向あ
り・計

推奨意向な
し・計

  該当学科卒者採用意向あり・計 N 289 91 156 38 4 247 42
％ 31.5 54.0 13.1 1.4 85.5 14.5

  採用対象になる N 169 81 69 17 2 150 19
％ 47.9 40.8 10.1 1.2 88.8 11.2

  おそらく採用対象になる N 86 8 69 8 1 77 9
％ 9.3 80.2 9.3 1.2 89.5 10.5

  採用対象として検討してもよい N 34 2 18 13 1 20 14
％ 5.9 52.9 38.2 2.9 58.8 41.2

※表内の％は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある PROFILE04_Q12

Q12．リスキリング教育のために、貴社・貴団体に従事される方に、開志創造大学 情報デザイン学部 情報デザイン学科［通信教育課
程］（仮称・設置構想中）への進学をどの程度勧めたいと思いますか。
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有効回答の単純集計①
▶回答企業の概要

情報デザイン学部情報デザイン学科 人材需要アンケート調査＜企業＞ 9
表内の%は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある。

■主業種
Q1．貴社・貴団体の主業種をお選びください。
【全体／単一回答】

建設業 製造業 情報・通
信業

放送、新
聞、出版

業

金融業、
保険業

卸売・小
売業

保健医
療・社会
福祉業

学校・学
習支援業

その他
サービス

その他

N 1 4 259 3 2 14 2 3 6 18
％ 0.3 1.3 83.0 1.0 0.6 4.5 0.6 1.0 1.9 5.8

(n=312)全体

■本社所在地
Q2．貴社・貴団体の所在地（本社・主たる事業所等）をお答えください。
【全体／単一回答】

甲信越
新潟 山梨 長野

南関東
埼玉 千葉 東京 神奈川

北海道 東北 北関東 北陸 東海 関西 中国・
四国

九州・
沖縄

N 57 44 2 11 187 5 4 158 20 2 6 7 17 5 8 12 11
％ 18.3 14.1 0.6 3.5 59.9 1.6 1.3 50.6 6.4 0.6 1.9 2.2 5.4 1.6 2.6 3.8 3.5

(n=312)全体

■従業員規模
Q3．貴社・貴団体の従業員規模として、あてはまるものをお選びください。
【全体／単一回答】

20人以下 21~50人 51~100
人

101~300
人

301~500
人

501~100
0人

1001~30
00人

3001人以
上

N 52 55 39 79 29 26 19 13
％ 16.7 17.6 12.5 25.3 9.3 8.3 6.1 4.2

(n=312)全体
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有効回答の単純集計②
▶採用動向、採用したい人材像

情報デザイン学部情報デザイン学科 人材需要アンケート調査＜企業＞ 10

■本年度の大学新卒採用者数

【全体／単一回答】
大学新卒
採用なし

(0人)

1~9人 10~49人 50~99人 100人以
上

採用実績
あり･計

N 59 143 82 10 18 253
％ 18.9 45.8 26.3 3.2 5.8 81.1

(n=312)全体

Q4．貴社・貴団体の本年度2024年4月入社の大学新卒採用状況についておうかがいします。
大学卒の方の採用者数として、あてはまるものをお選びください。

■来年度の大学新卒採用方針

【全体／単一回答】
2024年度
よりも増

える

2024年度
と同程度

2024年度
よりも減

る

大学新卒
採用は行
わない

未定･わ
からない

大卒新卒
採用予

定･検討･
計

N 54 198 14 13 33 299
％ 17.3 63.5 4.5 4.2 10.6 95.8

(n=312)全体

Q5．貴社・貴団体の来年度2025年4月入社の大学新卒採用について、現時点でどのようにお考えですか。貴社・貴団体の方針に
もっとも近いものをお選びください。

■量的・質的な人材確保の難易度

【全体／単一回答】
充足でき

る
どちらか
というと
できる

どちらか
というと
できない

充足でき
ない

充足でき
る･計

充足でき
ない･計

N 119 111 56 26 230 82
％ 38.1 35.6 17.9 8.3 73.7 26.3
N 68 174 52 18 242 70
％ 21.8 55.8 16.7 5.8 77.6 22.4
N 28 185 74 25 213 99
％ 9.0 59.3 23.7 8.0 68.3 31.7

ｃ．必要な専門性を持った人材 (n=312)

(n=312)ａ．採用予定人数

Q6．貴社・貴団体の今後10年程度の採用の見通しについてお伺いします。量的・質的な確保の難易度について、あてはまるも
のお選びください。

ｂ．必要な社会人基礎力を持った人
材

(n=312)

■採用したい人材像：修得してほしい能力（ジェネリックスキル）
Q7．貴社・貴団体では、どのような能力（ジェネリックスキル）を修得した人材を採用したいですか。以下の項目の中からあてはまるものをお選びください。
【大学新卒採用意向企業／複数回答】

情報・工学系・計 ビジネス系・計
ＡＩ、サイバー
セキュリティな
ど　最先端の情
報技術、知識を

学んだ人材

ＩＴ業界を中心
としたスタート
アップから大企
業まで幅広いス
テージでの活躍
を目指す人材

情報技術を活用
してまだ世にな
い、新しい価値
を生み出す人材

情報技術の知識
とスキルを経営
やマーケティン
グに応用できる

人材

デザイン思考を
用いて課題を解
決し、まだ世に
ない新しい価値
を生み出す人材

企業戦略の立案
の際、コミュニ
ケーション能力
と広い視野で

リーダーシップ
を発揮する人材

あてはまるもの
はない

N 138 185 123 122 128 179 8
％ 46.2 61.9 41.1 40.8 42.8 59.9 2.7

(n=299)大学新卒採用意向企業

■採用したい人材像：修得してほしい専門分野の知識・技能
Q8．貴社・貴団体では、どのような専門分野の知識や技能を修得した人材を採用したいですか。以下の項目の中からあてはまるものをお選びください。
【大学新卒採用意向企業／複数回答】

情報・工学系・計 ビジネス系・計
コン

ピュータ
アーキテ
クチャ

言語処理
技術

サービス
デザイン

データサ
イエンス

ヒューマ
ンコン

ピュータ
インタラ
クション

コン
ピュータ

グラ
フィック
ス・メタ
ヴァース

サイバー
セキュリ

ティ

ソフト
ウェア開

発

統計 アルゴリ
ズム・

データ構
造

データエ
ンジニア
リング

通信工
学・情報

理論

デジタル
マーケ

ティング

アントレ
プレナー

プロジェ
クトマネ
ジメント

マーケ
ティング

その他

N 52 62 84 126 13 21 112 150 34 62 69 31 97 18 161 82 9
％ 17.4 20.7 28.1 42.1 4.3 7.0 37.5 50.2 11.4 20.7 23.1 10.4 32.4 6.0 53.8 27.4 3.0

(n=299)大学新卒採用意向企業

表内の%は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある。
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有効回答の単純集計
▶新設組織卒業者に対する採用意向

情報デザイン学部情報デザイン学科 人材需要アンケート調査＜企業＞ 11

■採用意向【情報デザイン学部情報デザイン学科】

【大学新卒採用意向企業／単一回答】

採用対象
になる

おそらく
採用対象
になる

採用対象
として検
討しても

よい

あまり採
用対象に
ならない

採用対象
にならな

い

採用意
向・検討
意向あり

N 169 86 34 6 4 289
％ 56.5 28.8 11.4 2.0 1.3 96.7

(n=299)大学新卒採用意向企業

Q9．開志創造大学 情報デザイン学部 情報デザイン学科［通信教育課程］（仮称・設置構想中）で学んだ学生の新卒採用につい
て、どのようにお考えですか。貴社・貴団体のお考えにもっとも近いものをお選びください。

採用意向・検討意向あり

表内の%は四捨五入のため、各項目の合計値は100%にならない場合がある。

■採用意向人数／「採用対象になる」と回答した企業ベース【情報デザイン学部情報デザイン学科】

【卒業生採用意向企業：「採用対象になる」と回答した企業／単一回答】
1名 2名 3名 4名 5~9名 10~19名 20名以上 採用人数

は未確定
N 43 41 21 3 7 2 4 48
％ 25.4 24.3 12.4 1.8 4.1 1.2 2.4 28.4

換算人数 → 1人 2人 3人 4人 7人 14人 20人 ― 合計
1社あた
りの平均

人数
採用意向人数 (n=169) 43 82 63 12 49 28 80 ― 357人 3.0人

(n=169)
卒業生新卒採用意向企業
「採用対象になる」と回答した企業

Q10_1．Q9で、「1.採用対象になる」を選んだ方にお聞きします。何人程度の採用が見込めるか、お答えください。

■予定している採用方法や就業形態【情報デザイン学部情報デザイン学科】

【卒業生採用意向企業／複数回答】
部門別、コー
ス別採用等

で、専門性を
早期に発揮で
きる活躍を期

待する

地域限定採用
等で、配属地
の入社前確約

を行う

通年採用等
で、入社希望
時期に柔軟に

対応する

採用直結と明
示したイン

ターンシップ
等からの採用

を行う

卒後３年以内
も新卒として
扱い、十分な
教育機会を提

供する

高い専門性が
確認できた場
合は、初任給
格差をつける

現住所での勤
務が継続でき
るようテレ

ワーク等の柔
軟な働き方を

尊重する

あてはまるも
のはない

N 108 90 107 36 62 13 97 23
％ 37.4 31.1 37.0 12.5 21.5 4.5 33.6 8.0

(n=289)卒業生採用意向企業合計

Q11．Q9で、「1.採用対象になる」「2.おそらく採用対象になる」「3.採用対象として検討してもよい」を選んだ方にお聞きします。予定している採用方法や形態について、お答えください。

■企業・団体など就業者に対する進学推奨意向

【大学新卒採用意向企業／単一回答】

とても勧
めたいと

思う

まあ勧め
たいと思

う

あまり勧
めたいと
思わない

まったく
勧めたい
と思わな

い

推奨意向
あり・計

推奨意向
なし・計

N 92 160 40 7 252 47
％ 30.8 53.5 13.4 2.3 84.3 15.7

(n=299)大学新卒採用意向企業

推奨意向あり・計 推奨意向なし・計

Q12．リスキリング教育のために、貴社・貴団体に従事される方に、開志創造大学 情報デザイン学部 情報デザイン学科［通信
教育課程］（仮称・設置構想中）への進学をどの程度勧めたいと思いますか。
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【資料28】サイバー大学公式ホームページより抜粋_在校生データ_卒業生データ
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【資料29】学生確保アンケート調査_（高校生・社会人対象）_リーフレット
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学校教育法の⼀部を改正する法律の概要
趣旨
専修学校は、学校教育法において、「職業若しくは実際⽣活に必要な能⼒を育成し、⼜は教養の向上を図ること」が⽬的とされ、医療、福祉、⼯業

等の分野において、実践的な職業教育機関として⼈材を輩出してきた。
⼈⽣100年時代やデジタル社会の進展の中で、職業に結びつく実践的な知識・技能・技術や資格の修得に向けて、リスキリング・リカレント教育を

含めた職業教育の重要性が⾼まっていること等を踏まえ、専修学校における教育の充実を図るため、専⾨課程の⼊学資格を厳格化するとともに、専修
学校における専攻科の設置に係る規定の創設、⼀定の要件を満たす専⾨課程の修了者への称号の付与、専⾨課程を置く専修学校への⾃⼰点検評価の義
務付け等の措置を講ずる。

概要

教育の質の保証を図るための措置

専⾨課程修了者の学修継続の機会確保や社会的評価の向上のための措置

③ ⼀定の要件を満たす専⾨課程（以下「特定専⾨課程」という。）を置く専修学校には、専攻科を置くことができることとする。
※専攻科は、特定専⾨課程を修了した者等が、より深く学び・研究することを⽬的とした課程。

※⼀定の要件を満たす専修学校の専攻科については、短期⼤学及び⾼等専⾨学校の認定専攻科と同様に、⼤学等における修学の⽀援に関する法律に基づく修学⽀援制度
の対象に含める。

① 専修学校の専⾨課程の⼊学資格について、⼤学の⼊学資格と同様の規定とする。
※専⾨課程の⼊学資格について、⾼等学校等を卒業した者に「準ずる学⼒があると認められた者」から、⾼等学校等を卒業した者と「同等以上の学⼒があると認められ
た者」に改める。

※専修学校専⾨課程の在籍者の呼称を「⽣徒」から「学⽣」に改める。

④ 特定専⾨課程の修了者全てについて⼤学編⼊学資格を認めるとともに、当該修了者は専⾨⼠と称することができることとする。

⑤ 専⾨課程を置く専修学校に⼤学と同等の項⽬での⾃⼰点検評価を義務付けるとともに、外部の識⾒を有する者による評価を受ける努⼒義務を定め
る。

② 専修学校となるために最低限必要な学習時間に関する基準を、⼤学・⾼等専⾨学校と同様に「単位数」により定めることができるようにする。

⼤学等との制度的整合性を⾼めるための措置

令和８年４⽉１⽇
施⾏⽇

2

【資料31】学校教育法の改正に伴う専修学校制度における主な制度改正事項（案）について
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【資料 32】ZEN 大学 学生確保状況 

   ZEN 大学 知能情報社会学部 知能情報社会学科 

 令和７年度（2025 年度） 

入学定員 3,500 

 4 月入学 10 月入学 

志願者 4,371 出願受付中※ 

入学者 3,380  

入学定員充足率 96.6％ 

  出典：ZEN 大学公式ホームページより 

  ※2025 年 6 月 23 日現在 
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